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I は じめに

1.は じめに

介護保険が施行 され 3年 が経過 した。福祉サ
ービスの提供が契約に基

づくようになり、利用者のニーズを反映されたサ
ービスの提供がさらに

重要視されるようになつてきた。具体的には個々の利用者のアセスメン

トを行い、それに沿つて個人に合わせたケアプランを作成 し、サ
ービス

を提供する。個人のエーズに沿つたサービスの提供は、介護保険以前か

ら行なわれてはいたであろうが、サービス事業所の枠を越えて統
一した

形でサービスを提供するようになつたのは、介護保険後である。

さて、このように利用者個々のエ
ーズを把握してサービスを提供 して

いく中で、介護保険後、特に強調されるようになつてきたことが 「個別

ケア」である。特に、自分のニ
ーズを伝えることが障害されている痴果

性高齢者の介護においては、この 「個別ケア」の重要性はいや増すばか

りであると言える。                     i

具体的には、介護保険後、新たにサ
ービス種別として追加 された痴果

性高齢者に対するグループホームにおける介護は、「個別ケア」を推進す

る介護環境として注目された。つまり、小集国の介護環境を提供するこ

とで、利用者一人
一人に細かいサービスを提供することが可能になつた。

これは、‐これまでの既存の特別養護老人ホ
ームでは、実践が難 しいとさ

れ、いわゆる 「集団処遇」というものに対置する形で展開されたといえ

る。このグループホームの成果を取り入れる形で、新たに展開し始めて

いるサービスが、ユニットケア形式の新型特別養護老人ホTム である。

本研究が進められている平成 15年 夏には、厚生労働省老健局長の私

- 1 -



的研究会か ら 「2 0 1 5年 の高齢者介護」に関す る報告書が提 出された。こ

の中では、痴果性高齢者 の介護 を標準化 してい くこと、地域ケアを推進

す ること、個人の尊厳 が尊重 され るケアが提供 され ることな どが謳 われ

てい る。利用者 である高齢者 の 「個」が重要視 されてい ると言い換 える

ことが出来 る。

では、高齢者 に対す る 「個別ケア」 とい うものは どの よ うなものなの

であろ うか。「個別 ケア」とい う表現は広 く活用 されてい るが、その内容

は明確 に されてい る とは言い難いのが現状ではなかろ うか。 この疑間が

本研究のスター トである。本研究事業は、この 「個別ケア」がそれぞれ

の介護現場でどのように考えられ、とらえられて介護に反映されている

のか、特に痴果性高齢者へのサービス提供においては具体的にどのよう

に 「個」を尊重して介護 しているのか。この疑間を明らかにすることを

目的とした。そして、その結果から 「個別ケア」という言葉が持つ意味

を考えることで、現在必要とされる介護サービスの課題を検討した。

2.研 究内容の構成

1 )委員会で提示 した仮説

調査研究を実施する前に、委員会において、「個別ケア」の言葉の持

つ意味を検討 した。そして、委員会として 「個別ケア」の言葉の意味の

仮説を設定した。ひとつは高齢者本人の 「意思決定」であり、もうひと

つは高齢者本人による 「自己選択」であつた。本委員会においては、こ

の 2つ のキーワー ドに従い、介護現場では実際に 「個別ケア」がどのよ

うに理解され、介護サービスの中で実施されているのかを明らかにする

こととした。
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2 ) 研 究 内容 について

上記の 目的のために、第 1に質問紙による全国的な調査研究 を計画 し、

つ ぎにその中か ら訪問調査によって、質問紙調査では限界のあると考え

られ る項 目を調査す ることと した。

本報告では、 まず質問紙調査の結果を示 し、つぎに訪間調査の結果 を

示 した。この 2つ の研究結果 を踏 まえて、「個別 ケア」に関 して明 らかに

なった こと、今後の介護現場 に対 しての提言をまとめ として示 した。
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I  質 問 紙 調 査 の結 果

1 . 目 的

痴 呆 性 高 齢 者 グル ー プ ホ
ー ム に お け る小 集 団 の ケ ア、 そ の 成

果 を受 け て の ユ ニ ッ ト形 式 に よ る ケ ア が 注 目され る中 で 、「個 別

ケ ア」の重 要 性 が 指 摘 され て い る。「個 別 ケ ア」は 、痴 呆 性 高 齢

者 の 介 護 に お い て 重 要 な キ
ー ワー ドで あ り、 痴 呆 性 高 齢 者 グ ル

ー プ ホ ー ムや ユ ニ ッ トケ ア形 式 を採 用 して い る施 設 に 限 らず 、

さ ま ざ ま な施 設 種 別 に お い て そ の キ
ー ワー ドが 用 い られ 、 取 り

組 み が な され て い る。 しか しな が ら、「個 別 ケ ア」とい う単 語 が

あ らわ す 具 体 的 内容 は不 明確 で あ り、 統
一 が と られ て い る と は

言 い難 い 。 本 研 究 は 、 各 現 場 に お い て この 「個 別 ケ ア」 とい う

言 葉 が どの よ う に理 解 され て い る の か 、ま た 、現 場 に お い て 「個

別 ケ ア」 と称 され る介 護 が 、 どの よ う に展 開 され て い るの か を

明 らか にす る こ とを 目的 と した。

2 . 方 法

1 ) 調査 対 象 施 設 の選 択

全 国 の 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム ( 従来 型 施 設 お よ び ユ ニ ッ トケ ア

形 式 を採 用 して い る施 設
注
) 、新 型 特 別 養 護 老 人 ホ

ー ム、 痴 呆 性

高 齢 者 グ ル ー プ ホ ー ム ( 以下 、グル
ー プ ホ ー ム) 、老 人 保 健 施 設 、

介 護 療 養 型 病 床 群 の 5 つ の施 設 形 態 を対 象 と した。各 施 設 形 態
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に お け る施 設 の 選 択 に 関 して は 、 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は W A M

N E T お よ び C L C ( C o m m u n i t y  L i f e  S u p p o r t  C e n t e r ) ホー ム ペ ー

ジ ( 総数 4 4 7 8 施 設 ) 、グル ー プ ホ ー ム は全 国痴 呆 性 高 齢 者 グル

ー プ ホ ー ム協 会 ホ ー ム ペ ー ジ ( 総数 1 1 8 1 施 設 ) 、老 人 保 健 施 設

は全 国老 人 保 健 施 設 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ ( 総数 2 7 2 1 施 設 ) 、さ ら

に 介 護 療 養 型 病 床 群 は 日本 療 養 病 床 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ ( 総 数

5 8 3 施 設 ) に あ るデ ー タベ ー ス か ら都 道 府 県 ご と に ラ ン ダ ム サ

ンプ リン グ に よ り抽 出 した。 新 型 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム に 関 して

は 、 厚 生 労 働 省 老 健 局 計 画 課 か らの情 報 提 供 を参 考 に した。 具

体 的 な調 査 対 象 施 設 数 は t 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 5 4 8 施 設 ( 従来

型i 3 3 0 施 設 、 ユ ニ ッ トケ ア形 式 2 1 8 施 設 ) t 新 型 特 別 養 護 老 人

ホ ー ム 2 8 施 設 、 グル ー プ ホ ー ム 2 0 0 施 設 、 老 人 保 健 施 設 3 2 8

施 設 、 療 養 型 病 床 群 2 5 2 施 設 の 合計 1 3 5 6 施 設 で あ った。

注 . 施 設 の居 室 を い くつ か の グル ー プ に分 け 、 そ れ ぞ れ を
一 つ

の 「生 活 単 位 」 と して 、 少 人 数 の家 庭 的 な雰 囲 気 の 中 で 、

個 人 の生 活 の リズ ム を尊 重 した サ ー ビ スの提 供 を行 う もの

( 平成 1 5 年 度 版 厚 生 労 働 白書 よ り引 用 ) であ るが 、新 型 特 別

養 護 老 人 ホ エ ム の施 設 基 準 を満 た して い な い もの。

2 ) 調査 票 の作 成

「個 別 ケ ア に 関 す る ア ンケ

して い る立 場 の方 ( 施設 長 ・

る調 査 票 ( 以下 , 施 設 長 用 )

ロ ア リー ダ ー な ど) が 回 答 す

― 卜」 と題 して 、 施 設 全 体 を統 括

ホ ー ム長 ・病 院 長 な ど) が 回 答 す

と、 ケ ア現 場 の 責 任 者 ( 主任 。フ

る調 査 票 ( 以下 , 現 場 責 任 者 用 )
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の
　

①

2 種 類 を作 成 した。

施 設 長 用  主 に施 設 全 体 に関 す る 内容 で あ った。具 体 的 に は

「施 設 形 態 」、「個 別 ケ ア実 践 の有 無 」は選 択 式 に よ る質 問 項

目 「人 員 配 置 」「個 別 ケ ア の概 念 」「個 別 ケ ア を実 践 す る た め

に必 要 な こ と」 は記 述 式 に よ る質 問 項 目で あ った。

現 場 責 任 者 用  施 設 に お け る 日常 生 活 支 援 場 面 ( 食事 , 入浴 ,

整 容 場 面 ) に お け る 「利 用 者 の 意 思 決 定 」 「利 用 者 の選 択 の

有 無 」ま た 「個 別 性 が 尊 重 され た ケ アが な され て い る か」「個

別 ケ ア を実 践 す る た め に大 事 だ と思 う こ と」 「個 別 ケ ン を実

践 す る た め の課 題 」 な ど に関 す る質 問項 目で あ った。 「個 別

ケ ア を実 践 す るた め に大 事 だ と思 う こ と」 「個 別 ケ ア を実 践

す る た め の課 題 」は記 述 式 に よ り回 答 を求 め 、そ の他 の質 問

項 目は選 択 式 に よ る もの で あ った。

3 )  調 査 方 法 と調 査 期 間

郵 送 法 を用 い た。 調 査 票 は施 設 長 用 と現 場 責 任 者 用 を一 部 ず

う 一 組 に して各 施 設 に送 付 し、 そ れ ぞ れ の 回 答 を記 入 後 、t 返信

用 封 筒 に て返 送 す る形 を と った。          |  |

調 査 期 間 は平 成 1 5 年 9 月 か ら 1 0 月 の 2 ヶ 月 間 で あ った。

4 ) 結 果 の 分 析 方 法

施 設 長 用 と現 場 責 任 者 用 の各 質 問 項 目につ い て 、 全 施 設 お よ

び施 設 形 態 ご との記 述 統 計 を行 った。 また 、 施 設 長 用 の記 述 回

答 式 質 問 項 目 「個 別 ケ ア の概 念 」 と 「個 別 ケ ア を実 践 す るた め

に必 要 な こ と」、現 場 責 任 者 用 の記 述 回答 式 質 問 項 目 「個 E l l ケア

②
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を行 うた め に大 事 だ と思 う こ と」 と 「個 別 ケ ア を実 践 す る上 で

の課 題 」 につ い て は、 K J 法 に な らい 分 類 を行 い 、 集 計 した。

3 . 結 果

調 査 対 象 1 3 5 6 施 設 の う ち、 施 設 長 用 お よび 現 場 責 任 者 用 が

一 組 とな って 回収 され た施 設 は 5 4 3 施設 で あ り( 回収 率 4 0 . 0 % ) 、

施 設 形 態 の 内訳 は 図 1 の とお りで あ った。施 設 形 態 ご との 回 収

率 は、 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム = 3 9 . 6 % 、 新 型 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

= 7 8 . 6 % 、 グ ル ー プ ホ ー ム = 5 9 . 5 % 、 老 人 保 健 施 設 = 3 5 , 7 % 、

療 養 型 病 床 群 = 2 0 . 6 % で あ った。

ま た 、 全 調 査 対 象 施 設 の運 営 主 体 につ い て は 、 社 会 福 祉 法

人 が 最 も多 く、 次 い で 医 療 法 人 が 多 か った。 株 式 会 社 、 有 限 会

社 、 N P O 法 人 、 地 方 自治 体 は 少 数 で あ った ( 図 2 ) 。

療養型病床群:

52施設

(96 % )

不明:

1 6施設

( 2 9 % )

新型特別養護老人

ホーム:

22施設

(4.196)

図1 回収票における施設形態の内訳(全体=543施 設)

老人1保健施設|
|■||,施設■
(21.S‐96)

グルニプホ■ム:

1‐19施設
(21.996)|
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地方自治体:

24施設

(4496)

その他:

16施設

(2. 9 % )

N P O法 人:14施設

(26 % )

有限会社:2 4施設

(4.496)

株式会社:7施設

( 1 , 3 9 6 )

図2全 体の運営法人の種類(全体=543施 設)

以 下 に、 1 ) 施設 長 用 の結 果 、 2 ) 現場 責 任 者 用 の 結 果 の順 で 調

査 結 果 を示 した。

1 ) 施設 長 用 調 査 の 結 果

①新型特別養護老人ホームについて

「新規 の施設」「建て替 えの施設」 の内訳 を図 3 に 示 した。

分析対象 2 2 施設 の うち、新規 の施設 は 2 0 施設 であ った。また、

ユニ ッ ト数 については、6 ユ ニ ッ トの施設が最 も多 く、次いで

5 ユ ニ ッ ト、4 ユ ニ ッ トの順 で多か った( 図4 ) 。
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ユニット舶ｍ

□3新 型特別養護老人ホームの
「新規の施設」,「建て替えの施設Jの内訳

(全体=22施 設)

図4新 型特別養護老人ホ
ームのユニット数

(全体=22施 設)

② グルー

グルー

ッ ト、2

か った。

ム の ユ ニ ッ ト

ム の ユ ニ ッ ト

トの施 設 が 多

数

数 の 結 果 を 図

く、 3 ユ ニ ッ

プホー

プホー

ユニ ッ

5 に 示 した 。 1 ユ ニ

ト以 上 の 施 設 は 少 な

図5グ ループホームのユニット数

(全体=119施設)

6ユ手ツト
7施設
(31_896) 5ユニット:

5施設

(22796)

不明:

/ 4施 設

(3.4%)
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③ 「個 別 ケ ア実 践 の有 無 」 の結 果 ( 図 6 ～ 図 1 1 )

新 型 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム と グル ー プ ホ ー ム で は 「実 践 して い

る」と回 答 した割 合 が 9 0 % 以 上 で あ り、次 い で 特 別 養 護 老 人 ホ

ー ム が 約 8 0 % で あ った。老 人 保 健 施 設 と介 護 療 養 型 病 床 群 は約

6 0 % で あ り、個 別 ケ ア の実 践 に つ い て、 介 護 福 祉 施 設 と医療 系

施 設 で 認 識 に差 が あ る こ とが うか が わ れ た。

④ 「利 用 者 を フ ロ ア ご と に痴 呆 ・非 痴 呆 で 分 け て ケ ア して い る

か 」 の結 果 ( 図 1 2 ～図 1 6 )

グル ー プ ホ ー ム以 外 で施 設 形 態 別 に集 計 を行 った。 老 人 保 健

施 設 で 「分 け て い る」 の方 が 「一 緒 」 に比 べ て割 合 が 高 か った

が 、 介 護 療 養 型 病 床 群 、 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム、 新 型 特 別 養 護 老

人 ホ ー ム で は 「一 緒 」 の方 が割 合 が 高 か った。

⑤ 人 員 配 置 の 結 果 ( 図 1 7 ～図 2 2 )

「1 : 1 . 9 以下 」の割 合 が 高 い順 と して、グル ー プ ホ ー ム ( 4 4 . 8 % ) 、

新 型 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム ( 3 1 . 6 % ) 、介 護 療 養 型 病 床 群 ( 2 6 . 2 % ) 、

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム ( 1 3 . 0 % ) 、老 人 保 健 施 設 ( 1 0 . 8 % ) であ り、

「1 : 2 . 0 ～2 . 9 」で は新 型 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム ( 6 3 . 2 % ) 、特 別 養

護 老 人 ホ ー ム ( 6 2 . 8 % ) 、老 人 保 健 施 設 ( 4 9 . 5 % ) 、介 護 療 養 型 病

床 群 ( 4 7 . 6 % ) 、グ ル ー プ ホ ー ム ( 1 0 。3 % ) 、 ま た 、「1 : 3 以 上 」

で は グル ー プ ホ ー ム ( 4 4 . 8 % ) 、老 人 保 健 施 設 ( 3 9 . 5 % ) 、特 別 養

護 老 人 ホ ー ム ( 2 4 . 2 % ) 、介 護 療 養 型 病 床 群 ( 2 6 . 2 % ) 、新 型 特 別

養 護 老 人 ホ ー ム ( 5 . 3 % ) で あ った。施 設 形 態 ご と に人 員 配 置 の
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割 合 が 様 々 で あ り、 特 に グ ル
ー プ ホ ー ム に お い て は 「1 : 1 . 9 以

下 」 と 「1 1 3 以 上 」 の 割 合 が 等 しか っ た 。

⑥ ボランテ ィアの有無の結果 ( 図 2 3 ～図 2 8 )

介護療養型病床群 では 「ボ ランテ ィアはいない」の割合が 「い

る」に比べて高か ったが、その他の施設形態では、「ボランテ ィ

アはい る」の割合が約 7 0 % 以 上 を占めていた。

② 「個 別 ケ ア の概 念 」 の結 果 ( 表 1 ～表 6 )

K J 法 的 分 類 の 結 果 、 3 2 項 目に分 類 され ( 表 1 ) 、集 計 の 結 果 、

「人 権 の尊 重 」「尊 厳 」「意 思 の尊 重 」「そ の 人 ら しさ」が キ
ー ワ

ー ドとな る項 目の割 合 が 高 か った。ま た 、「個 人 の ペ
ー ス に合 わ

せ た個 別 対 応 の ケ ア」「利 用 者 の ニ
ー ズ を把 握 し、そ れ を取 り入

れ て生 活 を支 援 し、 達 成 す る こ と」 な ど、 利 用 者 の ア セ ス メ ン

トが 基 礎 とな る項 目の割 合 も高 か った。

③ 「個別 ケアを実践す るために必要 なこと」 ( 表7 ～表 1 2 )

K J 法 的分類 の結果、2 5 項 目に分類 され( 表 7 ) 、集計の結果、

「人員お よび人材 の確保」「職員の意識の改革」「カンフ アレン

スの徹底」「適切 なアセスメン ト」など、キ
ー ワー ドは多岐 にわ

た っていた。

- 1 1 -



実践して
いなしヽ
82施設
( 1 5 . 1 昭

個別ケ
(全体=543施 設)

わからな
い:
10施設

未回答:
3施設
(14%)

(

実践してい
なしヽ
30施設
(138%)

図7個 別ケア実践(特別養護老人ホーム)
(217施設)

個別ケア実践(新型特養)
(22施設)

図9個 別ケア実践(グループホーム)
(119施設)

未回答:
,施設

図10個 別ケア実践(老人保健施設)
(117施設)

図H個 別ケア実践(介護療養型病床群)
(52施設)

わからなし■
実践してい 4施設
なしヽ  (34%)
1施設 ~―

― ユ2-



18施設

その他:
159施設
(29_396)

図12利 用者を痴果,非痴果でフロア分けをしています
か

(全体=543施設)

図13利 用者を痴果,非痴泉でフロア分けをしています
か

(特別養穀老人ホーム)

(217施設)

図14利 用者を痴果,非痴果でフロア分けをしてし

か
(新聖特養)
(全体=22施設〉

15利 用者を病果,非痴呆でフロア分けをしていま
すか

くを人保健施設〉
(117施設)

16利 用者を病果,非痴果でフロア分けをしていま

すか

(介車宗養型病床群)
(52施捜)

不明:
1施設 ―

柳鵬仰
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図17人 員配置の結果(全体=543施 設)

1:19以 下

不明:10施

設
(4696)

図18人 員配置(特別養護老人ホーム)
(217施設)

図19人 員配置(新型特養)
(22施設)

不明:3施設
(25%)

図20人 員配置(グループホーム)
(119施設)

図21人 員配置(を人保健施設)
(117施設)

図22人 員配置(介護演養型病床群)
(52施設)

不明:3施

設(13 6 % )

1:3以上
√ 1施設

':1,9以下
6施設
(31696)
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図23ポ ランティアの有無
(全体=543施設)

いない:
17施設
(78%)

図24ボ ランティアの有無(特別養護老人ホーム)
(217施設)

図25ボ ランテイアの有無(新型特別養護老人
ホーム)
(22施設)

図26ボ ランティアの有無(グループホーム)
(119施設)

図27ボ ランティアの有無(老人保健施設)
(117施設)

図28ボ ランティアの有無(介護療養型病床群)
(52施設)
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表1個 別ケアの概念「個別ケアとは?」に関する自由記述の結果(全体)N=543

分類化された項目 度数 %

個人の人権を■三じ配慮したケア

個々の状態に最も適した生活リズム・生活習慣を尊室し、個人のペースに合わせた個別対応のケア

利用者が人間らしく生きることを保障し、その人らしい生活の場を追求・実現し、尊重していくケア

利用者のニーズを把握白理解し、それを取り入れた生活を支援し、達成すること

潜極者東単だ撃啓チ多
人Jこ ふれ、生活田 軽 づく生き方々思いやりの心で理解

・把握・受容することで、その人の

人間相互の深い理解や、命・個人の単厳の尊重を支え守るケア

利用者の自己主張・価値観といった意志・意思を大切にし、自己決定の尊重した生活のサポート

騨冒夢亨
家族、聴員が深いコミュミケーションをとり、心でつながるような信頼関係、なじみのある関係を確立・構築

利用者や家族のQOL・満足度を向上させ、生き甲空を持って、書びや楽しみを共に感じられるケア

個人の人格、人間性、プライバシーや自由を尊重し、利用者にとって受けるべきあたり前の生活や権利を保障する
ケア

自主性や自発性を支援し、利用者主体のケアをすること

個人の自体を尊重し、自立・在宅復帰を促すケア

今までの家庭生活の経続・延長のような介護をし、費心していられる居場所をつくるケア

埜曇g襲 を揺雪鞍
向上させ、即対応できる人員の配置や専門力の高いテームケアを推進し、介護に

その人の持つ残存能力や潜在能力、可能性を引き出し、高め,活用しつつ維持するためのケア

ー人ひとりの壇性や主体性を尊重し、電性発揮の場を作ることで個性を引き出すケア

利用者の自己実現に向けての援助と尊重

利用者のゆとりある時間・環境の確保と安らぎや潤いのある明るい豊かな生活を送れるように支援すること

痴呆老人介題の基本・原点・本質

事故防止・安心・安全を確保し、安楽な生活を送れるよう、信頼されるケア・サービスを提供すること

暮らしや心に寄り添うケア

綿密で充実した施設計画サービス、ケアプランに基づく介護サービスを実践すること

相手の立場に立って考えた、自分も受けたいと思えるようなケア

確実な調査で壇々の障害・ADLを 把握・評価し、それに基づき計画白実践すること

親身になつて世話をし、その人への思いやり・愛情を伝えること

身体だけでなく、心のケアに取り組み、精神的に安定した生活を達成するためのケア

利用者に生きる意欲・希望・活力を持たせ、活性化させるケア

言葉だけを用いず突顔を再現することで、利用者の表値が豊かになることを追求するケア

心身の状況に応じた自得支援

生活のノーマライゼーションの実現

象団生活の永遠のテーマ

継続が必要・火事なこと

その他

記入なし

115

95

89

84

74

7 1

5 8

5 5

5 2

4 5

４９

　

　

４４

　

　

３４

28        17

28        17

27       17

26        16

22        14

22         14

19       12

16       10

14        09

1 1       0 7

1 0       0 6

9       0 6

8       0 5

5       0 3

3       0 2

3       0 2

2        01

2        01

72        44

376       231

合計

※ 「値別ケアとは?」という質問項目に,自由記述で3カ所記述するものであった
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表2個 別ケアの概念「個別ケアとは?」に関する自由記述の結果 (特別養護老人ホーム)N=217

分類化された項目 度数 %

個人の人権を尊重し配慮したケア

個々の状態に最も適した生活リズム・生活習慣を尊重し、個人のペースに合わせた値別対応のケア

利用者が人間らしく生きることを保障し、その人らしい生活の場を追求・実現し、尊重していくケア

利用者のニーズを把握・理解し、それを取り入れた生活を支援し、達成すること

集団生活の永遠のテーマ

共に生活し、利用者の人生にふれ、生活歴に基づく生き方を思いやりの心で理解,把握・受容することで、そ
の人の慣性を大事にするケア

個人の人格、人間性、プライバシーや自由を尊至し、利用者にとつて受けるべきあたり前の生活や権利を保
障するケア

人間相互の深い理解や、命・個人の専厳の尊重を支え守るケア

個人の自律を尊重し、自立・在宅復帰を促すケア

利用者と家族、職員が深いコミュミケーションをとり、心でつながるような信頼関係、なじみのある関係を確
立・構築するケア

利用者や家族のQOL・満足度を向上させ、生き甲斐を持つて、喜びや楽しみを共に感じられるケア

利用者の自己実現に向けての援助とい重

自主性や自発性を支援し、利用者主体のケアをすること

今までの承庭生活の継続・延長のような介護をし、安心していられる居場所をつくるケア

利用者の自己主張・価値観といつた意志・意思を大切にし、自己決定の■三した生活のサポート

磯員の質・技術・意識・やる気を向上させ、即対応できる人員の配置や専門力の高いテームケアを推進し、
介護に生き甲裟を持つて行なうケア

利用者のゆとりある時間白環境の確保と安らぎや潤いのある明るい豊かな生活を送れるようrこ支援すること

暮らしや心に寄り添うケア

痴果を人介護の基本・原点・本質

一人ひとりの個性や主体性を尊重し、電性発揮の場を作ることで個性を引き出すケア

綿密で充実した施設計画サービス、ケアプランに基づく介護サービスを実践すること

事故防止・安心・安全を確保し、安楽な生活を送れるよう、億頼されるケア・サービスを提供すること

その人の持つ残存能力や清在能力、可能性を引き出し、高め、活用しつつ維持するためのケア

親身になって世話をし、その人への思いやけ・愛情を伝えること

身体だけでなく、いのケアに取り組み、精神的に安定した生活を達成するためのケア

生活のノーマライゼーションの実現

利用者に生きる意欲・希望・活力を持たせ、活性化させるケア

相手の立場に立って考えた、自分も受けたいと思えるようなケア

言葉だけを用いず実顔を再現することで、利用者の表情が豊かになることを追求するケア

心身の状況に応じた自律支援

確実な調査で個々の障害・ADLを 把握白評価し、それに基づき計画・実践すること

その他

記入なし

48      7.4

45      6_9

41     6.3

39      60

32      49

26      4.0

26      40

24      3.7

22      3.4

22      3.4

1 7     2 6

1 6     2 . 5

16      2.5

16    2.5

13    20

12     1.3

11      1.7

10       1.5

9     1,4

9     1.4

8     1.2

8     1.2

5     0.8

4    0.6

4     0,6

1     0.2

2     0.3

2     0.3

1     02

1     0.2

1     0.2

28      4.3

132     20,3

合計

※特別養題を人ホーム(217施設)において,「値別ケアとは?」の質問に対して,

651      100

自由記述で3カ所に回答するものであつた
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表3個 別ケアの概念「個別ケアとは?」に関する自由記述の結果 (新型特別養護老人ホーム)N=22

分類化された項目 度数 %

利用者と家族、職員が深いコミュミケーションをとり、心でつながるような信頼関係、なじみのある関係を確
立白構築するケア

自主性や自発性を支援し、利用者主体のケアをすること

人間相互の深い理解や、命・個人の尊厳の尊重を支え守るケア

個人の自律を尊重し、自立J在宅復帰を促すケア

個々の状態に最も適した生活リズム・生活習慣を尊重し、個人のペースに合わせた個別対応のケア

利用者のニーズを把握口理解し、それを取り入れた生活を支援し、達成すること

共に生活し、利用者の人生にふれ、生活歴に基づく生き方を思いやりの心で理解・把握・受容することで、そ
の人の個性を大事にするケア

職員の質,技術・意識・やる気を向上させ、即対応できる人員の配置や専門力の高いチームケアを推進し、
介護に生き甲斐を持つて行なうケア

暮らしや心に寄り添うケア

利用者の自己実現に向けての援助と尊重

一人ひとりの個性や主体性を尊重し、個性発揮の場を作ることで個性を引き出すケア

今までの家庭生活の継続・延長のような介護をし、安心していられる居場所をつくるケア

心身の状況に応じた自律支援

利用者の自己主張口価値観といつた意志,意思を大切にし、自己決定の尊重した生活のサポート

個人の人権を尊重し配慮したケア

痴果老人介護の基本・原点・本質

利用者のゆとりある時間・環境の確保と安らぎや潤いのある明るい豊かな生活を送れるように支援すること

その人の持つ残存能力や潜在能力、可能性を引き出し、高め、活用しつつ維持するためのケア

個人の人格、人間性、プライ′`シーや自由を尊重し、利用者にとって受けるべきあたり前の生活や権利を保
障するケア

利用者や家族のQOL・満足度を向上させ、生き甲斐を持つて、喜びや案しみを共に感じられるケア

事故防止・安心・安全を確保し、安楽な生活を送れるよう、信頼されるケア・サービスを提供すること

集団生活の永遠のテーマ

生活のノーマライゼーションの実現

その他

記述なし

6

5

4

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

6

8

9 . 1

7 6

6 1

4 . 5

4 5

4 5

4 . 5

4 5

3 . 0

3 . 0

3 0

3 . 0

3 0

3 . 0

3 0

1 . 5

1 5

1.5

1.5

15

1.5

15

15

9.1

121

合計

※新型特別養護老人ホーム(22施設)において,「個別ケアとは?」の質問に対して,

66      100

自由記述で3カ所に回答するものであった
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表4個 別ケアの概念「個別ケアとは?」に関する自由記述の結果 (グル
ープホーム)N二 119

分類化された項目 度数 %

個人の人権を尊重し配慮したケア

利用者の自己主張・価値観といつた意志・意思を大切にし、自己決定の尊重した生活のサボ
ート

利用者が人間らしく生きることを保障し、その人らしい生活の場を追求・実現し、尊重していくケア

共に生活し、利用者の人生にふれ、生活歴に基づく生き方を思いやりの心で理解
・把握・受容することで、そ

の人の個性を大手にするケア

利用者と家族、職員が深いコミュミケーシヨンをとり、心でつながるような信頼関係、なじみのある関係を確

立・格案するケア

利用者のニーズを担握・理解し、それを取り入れた生活を支援し、達成すること

人間相互の深い理解や、命・個人の専厳の尊重を支え守るケア

自主性や自発性を支援し、利用者主体のケアをすること

その人の持つ残存能力や潜在能力、可能性を引き出し、高め、活用しつつ維持するためのケア

利用者や家族のGOL・滴足度を向上させ、生き甲空を持つて、喜びや楽しみを共に感じられるケア

個人の人格、人間性、プライバシーや自由を尊重し、利用者にとって受けるべきあたり前の生活や権利を保

障するケア

個々の状態に最も適した生活リズム・生活習慣を車ユ 、個人のベ
ースに合わせた個別対応のケア

利用者めゆとりある時間・環境の確保と安らぎや潤いのある明るい豊かな生活を送れるように支援すること

個人の自律を尊重し、自立・在宅後帰を促すケア

ー人ひとりの値性や主体性を尊重し、値性発揮の場を作ることで個性を引き出すケア

今までの家庭生活の経続・延長のような介護をし、安心していられる居場所をつくるケア

痴果老人介類の基本・原点・本質

利用者の自己実現に向けての援助と尊重

職員の質・技術・意識・やる気を向上させ、即対応できる人員の理置や専門力の高いチ
ームケアを推進し、

介題に生き宇斐を持つて行なうケア

相手の立場に立って考えた、自分も受けたいと思えるようなケア

暮らしや心に寄り添うケア

確実な調査で値々の障害・ADLを 把握・評価し、それに基づき計画
・実践すること

親身になつて世話をし、その人への思いやり
・室情を伝えること

利用者に生きる意欲・希望・活力を持たせ、活性化させるケア

事故防止・安心・安全を確保し、安楽な生活を送れるよう、信頼されるケア
・サービスを提供すること

純密で売案した施設計画サービス、ケアプランに基づく介霊サ
ービスを実践すること

言葉だけを用いず箕顔を再現することで、利用者の表情が豊かになることを追求するケア

身体だけでなく、心のケアに取り組み、精神的に安定した生活を達成するためのケア

継続が必要・大手なこと

その他

記述なし

32

31

30

28

18

18

17

13

1 3

13

9

8

7

7

7

7

5

5

5

4

3

3

2

2

2

1

1

1

1

1 4

50

90

87

84

78

50

50

48

36

36

36

25

22

20

20

20

20

14

14

14

1 1

0 8

0 8

0 6

0 6

0 6

0 3

0 3

0 3

0 3

3 9

1 4 0

合計                       357

※ グループホーム(119施設)において,「密別ケアとは?」の質問に対して。自由記述で効 所に回答するものであつた
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表5個 別ケアの概念「個別ケアとは?」に関する自由記述の結果 (老人保健施設)N=117

分類化された項目 度数 %

個人の人権を事二し配慮したケア

個々の状態に最も適した生活リズム・生活習慣を尊重し、個人のペースに合わせた電別対応のケア

利用者や家族のQOL・ 湾足度を向上させ、生き甲斐を持つて、喜びや楽しみを共に感じられるケア

人間相互の深い理解や、命,個人の事はの尊重を支え守るケア

利用者が人問らしく生きることを保障し、その人らしい生活の場を追求・実現し、事二していくケア

利用者の二一ズを把握・理解し、それを取り入れた生活を支援し、達成すること

共に生活し、利用者の人生にふれ、生活歴に基づく生き方を思いやりの心で理解・把握・受容することで、そ
の人の電性を大手にするケア

個人の人格、人間性、プライバシーや自由を尊重し、利用者にとつて受けるべきあたり前の生活や権利を保
障するケア

利用者と家族、い員が深いコミュミケーションをとり、心でつながるような信頼関係、なじみのある関係を確
立・補装するケア

自主性や白男性を支援し、利用者主体のケアをすること

利用者の自己主張・価伎最といつた意志・意思を大切にし、自己決定のⅢ■した生活のサポート

事故防止・安心・安全を確保し、安楽な生活を送れるよう、信頼されるケア・サービスを提供すること

日入の自律をⅢ■し、自立・在宅復掃を促すケア

病果老人分醸の基本・原点・本質

利用者のゆとりある時間・環境の確保と安らぎや潟いのある明るい豊かな生活を送れるように支援すること

相雷で充実した施設計画サービス、ケアプランに基づく介護サービスを実践すること

今までの家庭生活の機続・延長のような介護をし、安心していられる居埼所をつくるケア

相手の立場に立つて考えた、自分も受けたいと思えるようなケア

い員の■・技術・な技・やる気を向上させ、即対応できる人員の配Eや 専Pl力の高いテームケアを推進し,
介題に生き甲空を持つて行なうケア

利用者の自己実現に向けての援助と事二

その人の持つ残存能力やお在能力、可能性を引き出し、高め,活用しつつ艦持するためのケア

ー人ひとりのコ性や主体性を尊重し、日性発揮の場を作ることで電性を引き出すケア

利用者に生きるな欲・希望・活力を持たせ、活性化させるケア

言葉だけを用いず空顔を再現することで、利用者の表情が豊力Hこなることを追求するケア

親身になつて世話をし、その人への思いやり・愛情を伝えること

身体だけでなく、心のケアに取り組み、精神的に安定した生活を達成するためのケア

喜らしや心に寄りおうケア

確実なH査 で個々の障害・ADとを把握・評価し、それに基づき計画・実践すること

継続が必要・大手なこと

生活のノーマライゼーションの実現

その他

紀述なし

10

10

9

8

5

5

5

5

5

5

4

4

3

2

2

1

1

1

1

14

96

, 1

1 1

0 9

0 6

0 6

0 3

0 3

0 3

0 3

4 0

2,4

合計                        351

※ を人保使施設(117施設)において。「日別ケアとは?」の■間に対して,自由配述で3カ所に回答するものであつた
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表6個 別ケアの概念「個別ケアとは?」に関する自由記述の結果 (介護療養型病床群)NE52

分類化された項目 度数 %

個々の状態に最も適した生活リズム・生活習慣を尊重し、個人のペースに合わせた個別対応のケア

人間相互の深い理解や、命白個人の車厳の尊重を支え守るケア

利用者のニーズを把握・理解し、それを取り入れた生活を支援し、達成すること

個人の人権を尊重じ配慮したケア

利用者や家族のGOL口 満足度を向上させ、生き甲斐を持つて、書びや楽しみを共に感じられるケア

確実な観査で個々の障害・ADLを 把握・評価し、それに基づき計画口実践すること

利用者が人間らしく生きることを保障し、その人らしい生活の場を追求・実現し、尊重していくケア

個人の自律を尊重し、自立・在宅復掃を促すケア

ー人ひとりの個性や主体性を尊重し、掴性発揮の場を作ることで個性を引き出すケア

個人の人格、人間性、プライバシーや自由を尊重し、利用者にとつて受けるべきあたり前の生活や権利を保障
するケア

利用者の自己主張・価は観といつた意志・意思を大切にし、自己決定の尊重した生活のサポート

共に生活し、利用者の人生にふれ、生活歴に基づく生き方を思いやりの心で理解・把握・受容することで、その
人の個性を大事にするケア

職員の質。技術白意識。やる気を向上させ、即対応できる人員の配置や専門力の高いチームケアを推進し、介
護に生き甲斐を持つて行なうケア

自主性や自発性を支援し、利用者主体のケアをすること

痴果を人介護の基本・原点・本質

綿密で充実した施設計画サービス、ヶアプランに基づく介護サービスを実践すること

その人の持つ残存能力や潜在能力、可能性を引き出し、高め、活用しつつ維持するためのケア

今までの家藤生活の経続・延長のような介題をし、安心していられる居場所をつくるケア

利用者と家族、強員が深いコミュミケーションをとり、心でつながるような信頼関係、なじみのある関係を確立・

格禁するケア

身体だけでなく、心のケアに取り組み、精神的に安定した生活を達成するためのケア

事故防止・安心口安全を確保し、安楽な生活を送れるよう、信頼されるケア・サービスを提供すること

その他

霊述なし

10

10

8

6

5

5

4

4

4

4

4

4

4

3

2

2

2

2

1

1

1

6

64

6 4

6 4

51

38

32

32

2_6

26

26

26

26

26

26

19

■3

13

13

■3

00

06

0_6

3.8

41_0

合計                        156

※ 療養型医療施設(52施段)において,「個別ケアとは?」の質問に対して,自由紀述で3カ所に回答するものであった
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表7「これがあれば個別ケアが実践できる」に関する自由記述の結果(全体)N=543

分類化された項目 度数 %

職員の人員を確保し、十分な人材配置を確保することで、1対1に近い介護体制を確保すること

心技両面に優れた、質の高い職員確保と職員の質の改善・向上

利用者のケアに関わる職員の意識の改革口変化・向上

ケアに適した施設環境の整備と個室を増やし、ハード面の改良や充実を行うこと

職員が自ら学習し続ける気持ちを持ち、計画性,継続性のある人材育成・教育の徹底・充実をすること

個々の状況にあった精度が高く充実したケアプランの作成と客観的・定期的セ適切なアセスメントの充実を
図ること

カンファレンスを徹底し、施設全体で職員の意識・意思・認識を統一すること

職員の観察力・洞察力・感性を磨くこと

全職員のケアに対する強い意志・やる気・意欲・熱意口努力

職員のコミュニケーションや課題分析などの技能・技術、知識の修得・向上をし、専門性を確立すること

入居者一人一人に開する細かい情報を収集し、さらにバックグラウンド・生活歴を職員間で共有・理解するこ
と

ユニットケア化への取り組みとその実現

利用者の状態・背景や個々のニーズを把握し、それに対応する柔軟な個別ケアとその指針の作成

統一口統制された運営方針・理念

あるがままを受け入れる受容の心と相手を思いやる豊かで温かい心を持つこと

個人の人権を尊重し、人間に対する理解を深め、一人一人の人間としての人格の車厳を保ち、愛情をもって
接する心                               ―

より多の 良質のケアワーカーが配置できる十分な収入・介護報酬の確保

利用者千人一人に関われる時間を多くすることで仕事や心にゆとりを持つこと       ,

異職種間の機員チ千ムによる連携・チームワークによるケア           ー ‐ ‐ |   ―

家族や地域の理解口協力・交流や連携                            i

ST・PT30T・カウンセラーなどの個々に適切な専門職の設置・増加

相手の視点に立ち、相手の主場に立って考えること    す

高齢者の希望と生きがいが持てるように生活の質を高めることが必要

日常生活の感覚を大切にし、家庭または地域での生活を継続できるよう1こする

スタッフ個々の有効な創意工夫やアイデア

その他

記入なし

82      151

52      96

34      6.3

33      61

30      55

30      55

23      42

1 7      3 . 1

1 7       3 1

1 6      2 _ 9

1 1      2 . 0

1 1     2 . 0

10       1.8

9      1 . 7

9      1 . 7

8      1 5

6      1 , 1

5‐  |  ■
!l t  o . 9

5      0 。9

4      0 。7

4     0 . 7 ‐

3      0 . 6

3   ‐  0 . 6

2      0 4

2      0 . 4

29      53

88      16.2

合計

- 2 2 -

543 100



表8「これがあれば個別ケアが実践できる」に関する自由記述の結果(特別養護老人ホ
ーム)N=217

分類化された項目 度数 %

職員の人員を確保し、十分な人材配置を確保することで、1対1に近い介護体制を確保すること        29    13.4

心技両面に優れた、質の高い職員確保と職員の質の改善
・向上                     24   111

利用者のケアに関わる職員の意識の改革・変化
・向上                         23   106

ケアに適した施設環境の整備と個室を増やし、ハ
ード面の改良や充実を行うこと              20    92

職員が自ら学習し続ける気持ちを持ち、計画性・継続性のある人材育成
,教育の徹底・充実をすること     11    5.1

カンフアレンスを徹底し、施設全体で職員の意識白意思・認識を統
一すること        '        10    46

個々の状況にあつた精度が高く充実したケアプランの作成と客観中
・定期的で適切なアセスメント

の充雫
を
   10    4.6

図ること                            i                 ‐

全職員のケアに対する強い意志,やる気・憲欲
・熱意・努力                        10    46

職員のコミュニケーションや課題分析などの技能・技術、知識の傍得
'向上をし、専門性を確立すること     8    3.7

“
    8     3.7ユニットケア化への取り組みとその実現

5     2.3統一・統制された運営方針・理念

職員の観察力・洞票力・感性を磨くこと                                4    1.8

より多くの良質のケアワーカーが配置できる十分な収入
`介護報酬の確保                 4    18

あるがままを受け入れる受容の心と相手を思いやる豊かで温かい心を持つこと               3    1,4

異職程間の職員チームによる連携・テ
ームワークによるケア                       2    0.9

利用者一人一人に関われる時間を多くすることで仕事や心にゆとりを持つこと               1    0.5

相手の視点に立ち、相手の立場に立つて考えること                          1    0・ 5

高齢者の希望と生きがいが持てるように生活の質を高めることが必要                  1    0.5

入居者一人一人に関する細かい情報を収集し、さらにバックグラウンド
'生活歴を職員間で共有・理解するこ   1    。 5

と

個人の人権を尊重し、人間に対する理解を深め、
一人一人の人間としての人格の事厳を保ち、愛情をもつて   1    0.5

接する心

日常生活の感覚を大切にし、家庭または地域での生活を継続できるようにする               1    0.5

スタッフ個々の有効な創意工夫やアイデア                              1    05

STCPT'OT・カウンセラーなどの個々に適切な専門職の設置・増加                     1    0.5

利用者の状態・背景や担々のニ
ーズを把握し、それに対応する柔軟な個別ケアとその指針の作成       1    0.5

13       6.0その他

記入なし                                   2 4    1 1 . 1

合計

- 2 3 -

100



表9「これがあれば個別ケアが実践できるJに関する自由記述の結果(新型特別養護老人ホーム)N=22

分類化された項目 度数 %

戦員の観察力・洞寮力・感性を磨くこと

職員の人員を確保し、十分な人材配置を確保することで、1対1に近い介護体制を確保すること

職員が自ら学習し続ける気持ちを持ち、計画性・継続性のある人材育成・教育の徹底・充実をすること

心技両面に優れた、質の高い職員確保と強員の質の改善・向上

ケアにおした施設環境の整備と個室を増やし、ハード面の改良や充実を行うこと

利用者の状態・背景や個々の二一ズを把握し、それに対応する柔軟な個別ケアとその指針の作成

職員のコミュニケーションや課題分析などの技能。技術、知識の修得・向上をし、専門性を確立すること

統一・統制された運営方針・理念

個人の人権を尊重し、人間に対する理解を深め、
一人一人の人間としての人格の事厳を保ち、愛情をもって

接する心

より多くの良質のケアワーカーが配置できる十分な収入・介護報酬の確保

その他

記入なし

22.7

13.6

9 . 1

9 . 1

9 1

9 . 1

4 5

4 . 5

4 5

4 . 5

4 . 5

4 . 5

10022合計

- 2 4 -



表10「これがあれば個別ケアが実践できる」に関する自由記述の結果(グループホーム)N=119

分類化された項目 度数 %

入居者一人一人に関する細かい晴報を収集し、さらにバックグラウンド・生活歴を職員間で共有
白理解するこ

   8
と

個々の状況にあつた精度が高く充実したケアプランの作成と客観的・定期的で適切なアセスメントの充実を   8
図ること

カンフアレンスを徹底し、施設全体で磯員の意臓・意思白認競を統
―すること                7

職員の観察力・洞察力・感性を磨くこと                                6

職員のコミュニケーションや課題分析などの技能・技術、知識の棒得・向上をし、専門性を確立すること     5

利用者のケアに関わる磯員の意捜の改革,変化・向上                         3

あるがままを受け入れる受容の心と相手を思いやる豊かで温かい心を持つこと               3

個人の人権を尊重し、人間に対する理解を深め、
一人一人の人間としての人格の事厳を保ち、愛情をもつ

下   3
接する心

利用者の状態白背景や個々のニーズを把握し、それに対応する柔軟な個別ケアとその指針の作成       3

機自の人員を確保し、十分な人材配置を確保することで、1対1に近い介護体制を確保すること

心技両面に優れた、資の高い職員確保と職員の質の改善・向上

職員が自ら学習し続ける気持ちを持ち、計画性・継続性のある人材育成
・教育の徹底・充実をすること

利用者一人一人に関われる時間を多くすることで仕事や心にゆとりを持つこと

家族や地域の理解・協力・交流や連携

相手の視点に立ち、相手の立場に立つて考えること

ケアに適した施設環境の整備と個室を増やし、ハード面の改良や充実を行うこと

高齢者の希望と生きがいが持てるように生活の質を高めることが必要

全磯員のケアに対する強い意志・やる気・意欲・熱意・努力

スタッフ個々の有効な倒意工夫やアイデア              ‐

ST口PT・OT・カウンセラーなどの個々に適切な専門職の設置・増加

その他

記入なし

15

1 0

8

1 2 . 6

8 4

6 . 7

6 . 7

6 。7

5 , 9

5 . 0

4 . 2

2 . 5

2 . 5

2 . 5

2 . 5

1 . 7

1 . 7

1 , 7

1 . 7

0 . 8

0 , 8

0 . 8

0 , 8

7 . 6

16.0

2

2

2

2

1

1

1

1

9

1 9

合計 119 100

- 2 5 -



表11「これがあれば個別ケアが実践できる」に関する自由記述の結果(老人保健施設)N二 117

分類化された項目 度数 %

職員の人員を確保し、十分な人材配置を確保することで、1対1に近い介護体制を確保すること        19   16.2

心技両面に優れた、質の高い職員確保と職員の質の改善・向上            ‐        10    8.5

個々の状況にあった精度が高く充実したケアプランの作成と客観中
・定期的下適切なア

セスメント?充 実を   10    85図ること

職員が自ら学習し続ける気持ちを持ち、計画性・継続性のある人材育成・教育の徹底・充実をすること     7    6.0

ケアに適した施設環境の整備と個室を増やし、ハニド面の改良や充実を行うこと              7    60

利用者のケアに関わる職員の意識の改革白変化・向上             ‐            6    51

全戦員のケアに対する強い意志・やる気,憲欲・熱意,努力                   1    5    4,3

カンフアレンスを徹底し、施設全体で職員の意繊・意思・認識を統=す 在 と 1               4    3.4

利用者の状態・背景や個々のニーズを把握し、それに対応する柔軟な個別ケアとその指針の作成     1 3    2.6

利用者一人一人に関われる時間を多くすることで仕事や心にゆとりを持うこと       .        2  ‐  1.7

異職種間の戦員チームによる連携・チームワニクによるケア 2     1`7

統一=統制された運営方針・理念                         ‐          2    17

職員の観察力・洞察力・感性を磨くこと 2     1,7

入居者一人一人に関する細かい情報を収集し、さらにバックグラウンド・生活歴を職員間で共有・理解するこ
  2    1,7と

個人の人権を尊重し、人間に対する理解を深め、一人一人の人間としての人格の事厳を保|、愛情をもって  2    1.7接する心

ユニウトケア化への取り組みとその実現                            !   - 2    1.7

ST・Pi・OT・カウンセラーなどの個々に適切な専門職の設置・増加                     2  1 1,7

家族や地域の理解・協力・交流や連携                                1    0:9

職員のコミュニケーションや課題分析などの技能・技術、知識の修得・向上をし、専門性を確立すること     ■     o,9

高齢者の希望と生きがいが持てるように生活の質を高めることが必要         1         1 1   0.9

あるがままを受け入れる受容の心と相手を思いやる豊かで温かい心を持つこと               l    o,9

日常生活の感覚を大切にし、家庭または地域での生活を継続できるようにする               l    o.3

より多くの良質のケアワーカーが配置できる十分な収入・介護報酬の確保                 1    0,9

その他                                     5   4.3

記入なし                                    19   16.2

合計
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100



表12「これがあれば個別ケアが実践できる」に関する自由記述の結果(療養型病床群)N=52

分類化された項目 度数 %

職員の人員を確保し、十分な人材配置を確保することで、1対1に近い介護体制を確保すること

心技両面に優れた、質の高い職員確保と職員の質の改善
・向上

職員が自ら学習し続ける気持ちを持ち、計画性・継続性のある人材育成
・教育の徹底・充実をすること

利用者のケアに関わる職員の意識の改革,変化
・向上

あるがままを受け入れる受容の心と相手を思いやる豊かで温かい心を持つこと

個々の状況にあつた精度が高く充実したケアプランの作成と客観的
・定期的で適切なアセスメントの充実を

図ること

異職種間の職員チームによる連携・チームワ
ークによるケア

職員のコミュニケーションや課題分析などの技能
・技術、知識の修得・向上をし、専門性を確立すること

統一。統制された運営方針・理念

カンファレンスを徹底し、施設全体で職員の意識・意思・認識を統
一すること

15

3

2

2

2

2

1

1

1

1

28,8

58

38

3.8

38

3.8

19

1.9

1.9

19

1,9

1.9

1.9

1.9

1.9

1.9

30.8

個人の人権を尊重し、人間に対する理解を深め、
一人一人の人間としての人格の専厳を保ち、愛情をもつて   1

接する心

ュニットケア化への取り組みとその実現

ケアに適した施設環境の整備と個室を増やし、ハ
ード面の改良や充実を行うこと

全職員のケアに対する強い意志・やる気
・意欲・熱意・努力

利用者の状態・背景や個々の二
一ズを把握し、それに対応する柔軟な個別ケアとその指針の作成

その他

記入なし

1

1

1

1

1 6

100合計
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2 ) 現場 責 任 者 用 調 査 の結 果

①食事時間の結果 ( 図 2 9 ～図 3 4 )

グル ー プホー ム以外 の施設形 態 で は食事 時 間が ほぼ決 ま っ

ている( 9 5 % 以上) が、グループホームにおいては、約 8 0 % が 「決

ま ってい る」と回答 しているものの、約 1 5 % が 「決 ま っていな

い」 と回答 していた。

②食事 の方法 の結果 ( 図 3 5 ～図 3 9 )

グループホーム、老人保健施設、介護療養型病床群 では 「全

員一箇所で食べ る」割合の方が 「フロア、ュニ ッ トごとなど小

グループに分かれて食べ る」 よ りも割合が高か ったが、特別養

護老人 ホームでは「フロァごとに食べ る」割合が最 も高か った。

③ 「食 事 内容 の希 望 の取 り入 れ 」 の 結 果 ( 図 4 0 ～図 4 5 )

介 護 療 養 型 病 床 群 以 外 で は 、そ れ で れ 約 7 5 % 以 上 が 「利 用 者

か らの 食 事 の 希 望 を取 り入 れ て い る」 と回 答 して い た。 新 型 特

別 養 護 老 人 ホ ー ム で は 2 2 施 設 中 5 施 設 で 「利 用 者 の 希 望 を取

り入 れ て い な い 」 と回 答 して い た。

④ 「食事 内容の希望の取 り入れ頻度」の結果 ( 図 4 6 ～図 5 1 )

③ の うち、「希望 を取 り入れ てい る」 と回答 した施設 の具体

的 な希望取 り入れの頻度 ( 回数 ) に ついて、各施設形態 におい

て、「月 に数回」「週 に 2 ～3 回 」の割合が高か った。

- 2 8 -



⑤ 「入 浴 回数 が決 ま って い るか ど う か」 の結 果 ( 図 5 2 ～図 5 7 )

グ ル ー プ ホ ー ム 以 外 の 施 設 形 態 で は 、 「入 浴 回 数 が 決 ま って

い る」 の割 合 が 高 か った ( それ ぞ れ 8 0 % 以 上 ) が、 グ ル
ー プ ホ ー

ム で は約 半 数 が 「特 に決 ま って お らず 、 希 望 で 調 整 で き る」 と

回 答 した。 グ ル ー プ ホ ー ム の約 半 数 の施 設 で は 、 利 用 者 の 生 活

リズ ム お よび 希 望 に沿 った 入 浴 の サ
ー ビ スが行 わ れ て い る こ と

が うか が わ れ た。

⑥一週間の入浴回数の結果 ( 表 1 3 ～表 1 8 )

一週間の入浴 回数 について、各施設形態において 「
一週間に

2 回 」が最 も多 く、次いで 「
一週 間 に 3 回 」であ った。

⑦ 「入 浴 時 間 の選 択 」 の 結 果 ( 図 5 8 ～図 6 3 )

施 設 形 態 ご との 「決 め られ た時 間 以 外 は入 浴 で き な い 」 の割

合 は 、介 護 療 養 型 病 床 群 ( 6 3 . 5 % ) 、老 人 保 健 施 設 ( 5 2 . 1 % ) に

次 い で特 別 養 護 老 人 ホ ー ム ( 4 4 . 2 % ) の順 で 高 か った。ま た 「
一

定 の 時 間 内 で 自由 に入 浴 で き る」 の割 合 は新 型 特 別 養 護 老 人 ホ

ー ム ( 8 1 . 8 % ) 、グ ル
ー プ ホ ー ム ( 6 4 , 7 % ) 、特 別 養 護 老 人 ホ

ー ム

( 4 9 . 3 % ) 、老 人 保 健 施 設 ( 4 1 % ) 、介 護 療 養 型 病 床 群 ( 2 8 . 8 % )

の 順 で あ った。「い つ で も入 浴 で き る」の割 合 は、グ ル
ー プ ホ ー

ム の み 2 1 % で あ り、 他 の施 設 形 態 は 5 % 未 満 で あ った。

③ 「好 きな髪型 の選択」の結果 ( 図 6 4 ～図 6 9 )

美容 ・整 容 の際、「利用者 が 自分 で好 きな髪型 を選択 で きる

か」について、新型特別養護老人ホームは「選択で きる」が 1 0 0 %
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で あ つた。 そ の他 の施 設 形 態 につ い て も、 9 0 % 以 上 が 「選 択 で

き る」 と回 答 して い た。

③ 「寝 巻 き と 日中 着 の 区 別 」 の結 果 ( 図 7 0 ～図 7 5 )

「寝 巻 き と 日中 着 の 区 別 を つ け て 更 衣 を 行 っ て い る か ど う

か」 につ い て 、 新 型 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム と グル ー プ ホ ー ム は そ

れ ぞ れ 9 0 % 以 上 で 「行 って い る」 と回 答 した。次 い で老 人 保 健

施 設 ( 7 1 . 8 % ) 、特 別 養 護 老 人 ホ ー ム ( 6 8 . 7 % ) の 順 で あ った。

介 護 療 養 型 病 床 群 は▼「行 って い な い」の割 合 が 高 く、6 5 . 4 % で

あ った。

① 「整容 におけるその人 らしさを反映 した支援がで きているか

どうか」の結果 ( 表 1 9 ～表 2 4 )

「整 容 にお け るそ の人 ら しさを反 映 した支援 が で きてい る

か」について、グループホームと新型特男u 養護老人 ホームは 「ど

ち らか といえばそ う思 う」「大変そう思 う」の合計がそれぞれ約

9 0 % 、 8 0 % で あ った。次 いで特別養護老人 ホーム( 約5 5 % ) 、老

人保健施設 ( 約 5 0 % ) で あ った。

① 「個別性 を尊重 したケ アの実践」 の有無の結果 ( 図 7 6 ～図

8 1 )

「利 用 者 の個 別 性 を尊 重 した ケ アが で きてい る と思い ます

か」 について、 グループホームと新型特別養護老人ホームは約

8 0 % の 割 合 で 「どち らか といえばそ う思 う」「大変そ う思 う」

と回答 していた。次いで特丹U 養護老人 ホーム( 約5 5 % ) 、老人保
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健 施 設 ( 約 5 9 % ) 、 介 護 療 養 型 病 床 群 ( 約 4 5 % ) で あ つた。

② 「個 別 ケ ア を実 践 す るた め に大 事 だ と思 う こ と」 の結 果 ( 表

2 5～ 茅3 3 0 )

K J 法 的 分 類 の 結 果 、 分 類 項 目数 が 多 か った もの の 、 度 数 の

多 い項 目 と して 、「利 用 者 を よ く理 解 す る こ と」「利 用 者 の ニ
ー

ズ を把 握 す る こ と」 「職 員 意 識 の 向 上 」 等 が 見 出 され た。

① 「個 別 ケ ア を実 践 す るた め の課 題 」 の結 果 ( 表 3 1 ～表 3 6 )

K J 法 的 分 類 の 結 果 、 分 類 項 目数 が 多 か った が 、 各 施 設 形 態

にお い て特 に 「職 員 の人 手 不 足 」「職 員 の質 の 向 上 」「意 識 改 革 」

が頻 度 と して多 か った。
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表131週 間の入浴回数

回数 (/週) 施設数

1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

未回答

2

328

86

0 , 5

74_0

1 9 . 4

2 . 3

0 . 5

0 . 5

1 . 8

1 . 1

‐０

２

２

８

５

合計 443

※「入浴回数が決まっている」と回答した443施設の結果である.

表14特 別養護老人ホームにおける1週間の入浴回数

100

回数(/週) 施設数

週に1回

週に2回

週に3回

週に4回

週に5回

週に6回

週に7回

不明

0

162

0

83.5

14.4

0 , 5

0 日5

0

0

1,0

２８

‐

‐

０

０

２

合計 194

※「入浴回数が決まつている」と回答した194施設の結果である.

100
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表15新 型特別養護老人ホームにおける1週間の入浴回数

回数(/週) 施設数

週に1回

週に2回

週に3回

週に4回

週に5回

週に6回

週にフ回

０

‐６

２

０

０

０

０

0

88.9

11.1

0

0

0

0

合計 18

※「入浴回数が決まっている」と回答した18施設の結果である,

表16グ ループホームにおける1週間の入浴頻度

100

回数(/週) 施設数

週に1回

:週に2回

週に3回

週に4回

週に5回

週に6回

週に7回

不明

０

８

３３

８

１

１

７

１

0

1 3 . 6

55.9

1 3 . 6

1 . 7

1 . 7

1 1 . 9

1 , 7

合計 59

※「入浴回数が決まつている」と回答した59施設の結果である.
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表17老 人保健施設における1週間の入浴回数

回数 (/週) 施設数

週に1回

週に2回

週に3回

週に4回

週に5回

週に6回

週に7回

0

96

12

1

0

88.1

1 1 . 0

0 。9

0

0

0

０

　

　

０

　

　

０

合計 ,      109

※「入浴回数が決まっている」と回答した109施設の結果である.

表18療 養型病床群(病棟)における1週間の入浴回数

100

回数(/週) 施設数

週に1回

週に2回

週に3回

週に4回

週に5回

週に6回

週に7回

1

39

1 1

2 . 0

76.5

21.6

0

0

0

0

０

０

０

０

合計 51

※「入浴回数が決まつているJと回答した51施設の結果である.
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不明t
6施設  「
( 1 1 % )

決められた時
間以外はでき
なし■
212施設
(39%)

決められた時
間以外はでき
なt■
16施設
(134%)

その他:1施

設
( 0 8 % )

世:↑,,唄,鶏好
ルニブ末二
引

iを鑑
施
ギ早堺号/

いつてもでき
る:

/ 7施
設
(3296)

その他:
4施設
(3496)

いつでもでき
る:

/ 4施 設″
 (34%)

一図 入蒼時百あ連面藤蕩llIま老天ホニムデ
空埜聖 ___   | |,I!↑ ギ

時
弔脅穐墾肝

天俣と高寂
1

決められた
時間以外は
できを!■1施、
設
(4596)

その他2施
設
(9196)

いつでもでき
る:
1施設
( 4 5 9 6 )

！図

|

入浴時間の選択(新型特別泰顧老人ホーム)

_ _ _ !4担車と二__‐ |   十
入沿時間の選択(療養型病床群
(52施級)

決められた
時間以外は
できなしヽ
96施設
(4429右)

決められた
時間以外は
できない:
61施設
(52196)

- 4 0 -



選択できな
い:
34施設  十

腎P騨 謂 卿

できなし比
20施設
(92%)

不明:1施設
(0596)

P市
~莉高をあ募きをそ タル… |

不明2施 設
(1.7%)”般ｍ

利用者の好きな寝形の選択 (新型特泰)
(22施設)

-41-

IB69市訪孫きた,梗鶏a:T:fi子「戸〒1



図70寝 間着と日中着の区別(全体=543施 設)

殿!:空i二:毛角寵彗r:庁::T丁】

寝間着と日中着の区別(グループホーム)
__(119申 啓)_     |

不明:2施
設
(17%)

ITrTIIliれ観lを↑F警刊
区別してい

なしヽ

1施設  ｀
(45%)

不明!1施設
、   (4596)

匡1「号:|「現昂魁『
理薦藤蔵老天ホ
]

-42-

厚甲 哲篇
痢確泰型病疎引



表19整 容におけるその人らしさを反映した支援ができていますか

整容でその人らしさを反映した支援ができているか 回答数

大変そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

まったくそう思わない

未回答

71

257

138

57

7

13

13.1

47.3

25,4

10.5

1 . 3

2 . 4

合計 543

表20特 別養護老人ホームにおける整容でのその人らしさの支援

100

整容でその人らしさを反映した支援ができているか 施設数

大変そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

全くそう思わない

不明

13

107

69

23

3

2

6

49.3

31口8

10.6

1 , 4

0 . 9

合計

- 4 3 -
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表21新 型特別養護老人ホームにおける整容でのその人らしさの支援

整容でその人らしさを反映した支援ができているか 施設数

大変そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

全くそう思わない

6

1 1

5

0

0

27.3

50

22.7

0

0

合計 22

表22グ ループホームにおける整容でのその人らしさの支援

100

整容でその人らしさを反映した支援ができているか 施設数

大変そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

全くそう思わない

不明

41

66

5

3

0

4

34.5

55.5

4 . 2

2 . 5

0

3 . 4

合計

-44-
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表23老 人保健施設における整容でのその人らしさの支援

整容でその人らしさを反映した支援ができているか 施設数

大変そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

全くそう思わない

不明

6

54

40

15

0

2

5.1

46.2

34.2

1 2 . 8

0

1 . 7

合計 117           100

表24療 養型病床群における整容でのその人らしさの支援

整容でその人らしさを反映した支援ができているか 施設数

大変そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

全くそう思わない

不明

3

1 1

18

14

4

2

5 . 8

21.2

34.6

26.9

7 . 7

3 . 8

合計

- 4 5 -
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どちらかとい
えばそう思わ

まったくそう
思わなし■  不 明:
8施設  +11施 設
(15%) |(2%)
|   |

大変そう思う:
64施設
(118%)

なしヽ
56施設
(103%)

どちらとも
いえなし■
134施設
(247%)

一図

どちらとも
いえなし■13
施設
(109%)

まったくそう
思わなしヽ 一

どちらかと
いえばそう
思わない2
施設
(1796)

個別岐ヶ所量軸 覇きて
いる引

どちらかといえ
1ま

そう思わなし上=

26施設

まつたくそう
思わなし■
4施設
(1896)

不明3施設
(14%) 大変そう思う:

15施設
(6996)

不明■施設
(3496)

大変そう思
つ:

10施設
(35%)

(1296)

F::f里望華君寮彗夫忽講療甥藻意てする引
不明: 1施

設
(45%)

個lll荏を車重し花ケナあ実践ができてしヽるあヽ十
(新型特別養護老人ホーム)(22施設)  |

1早|!写型
性
岳野予事る籍雲髄

ている力
i

一図

どちらかとし2施訳 1

えばそう思
わなしヽ 17施

設
( 1 4 5 9 6 )

1図81

|
価雅需塾熱(義鷺鉢き‐ちJ

どちらとも
いえなし■
60施設
(276%)

どちらともい
えなしヽ37施

どちらともい
えなしヽ
17施設
(327%)

- 4 6 -



表25「個別ケアを行うために大事だと思うこと」に関する自由記述の結果 N=543

度数 %

利用者を良く知り理解すること

利用者の生活歴を知ること

職員の意識の向上・改革

利用者のニーズを把握すること

利用者主体のケアをすること

職員の意識・ケアの統一

ケアプランの充実口実行

個性の尊重

職員の質や能力の向上

利用者の意思。自己決定・自己実現の尊重

利用者とのコミュニケーション

利用者に対する傾聴・受容・共感

利用者の立場に立って考えること、思いやること

十分な職員数の確保

職員の時間的・精神的ゆとり

職員間の連携ロチームワ
ーク

信頼関係を築くこと(職員B利用者間、職員
・家族間)

職員の柔軟な対応

その人らしい生活のための援助      ,

職員が専門性を持ち、高めること

利用者の状態、状況(精神、身体、病気、ADL)を把握する

職員が個別性の良さを理解し実行すること

利用者の残存能力を生かした援助・自立支援

職員口家族・利用者間のコミュニケ
ーション

環境を整えること

職員の教育

ユニットケア(少人数制)の導入

利用者に寄り添う

構造口設備を整えること

利用者の個性・意欲B意思を引き出す

十分なアセスメント

利用者の観察

家族との関わり

利用者の個性を知ること

利用者の人権・人格の尊重

施設中職員の感性・人間性を磨くこと

家族の協力(参加)

他職種との連携

利用者の自由を支える援助

利用者の情報の収集・把握

プライバシーの尊重・保護

職員の行動力、積極性

ゆとりのあるケアをすること

家族の希望・要望を知ること

職員が創意工夫に努めること

業務を見直す

個人の能力の把握

施設・職員の個性を出す

マンパワーの充実・確保

家庭的な雰囲気作り

利用者の生活習慣を知ること

家族との連携・連絡

施設全体の十分な話し合い、取り組み

113

88

66

64

64

45

44

42

42

39

34

34

34

32

31

31

29

28

24

24

24

23

23

22

20

20

18

18

17

17

16

16

15

1 4

1 4

13

12

1 2

12

12

1 1

1 1

1 0

1 0

1 0

9

9

9

8

7

7

6

6

6.9

54

4,1

3,9

3.9

28

2.7

26

26

2.4

21

21

2,1

2 0

1 9

1 , 9

1 . 8

1 , 7

1 . 5

1 . 5

1 . 5

1 , 4

■4

1 4

1 . 2

1 . 2

1 , 1

1 . 1

1 . 0

1 . 0

1 , 0

1 . 0

0 . 9

0 . 9

0 . 9

0 . 8

0 ! 7

0 , 7

0 . 7

0 . 7

0 7

0 . 7

0。6

0 . 6

0 . 6

0 . 6

0 . 6

0 . 6

0 . 5

0 . 4

0 4

0 . 4

0 _ 4

- 4 7 -



職員=施設が理念をしつかり持つこと

職員が柔軟に動ける環境作り

利用者が意見や感情を出せるような環境作り

利用者に求める態度

利用者に興味を持つこと

QOLの 向上を目指したケア

利用者と職員の相互理解

カンフアレンスの実施

ケアプランの周知徹底・共通認識

施設の体制の改善

職員の自己党知

職員の探究心を持つた姿勢

職員の利用者の変化に対する気づき

職員間で意見を言い合える環境を作る

利用者が役割を持つこと

利用者のその時の瞬間の気持ちを大切にすること

業務の改善

生活の継続性

利用者を取り巻く全ての人の理解

アセスメントを把握し、重視したケア

スーパービジョン

ターミナルケア

経験を積むこと            ″

在宅復帰を視野に入れたケア

職員が努力すること

責任を持つて対応すること

地域との交流

通切なグループワーク・レクリエーションの実践

平等なケア

利用者が安心して生活できるようにすること

利用者が前向きな気持ちでいられるような援助

利用者の居場所を作ること

利用者の行動の背景を知ること

利用者の生活をゆとりあるものにすること

プライマリーケア

ボランティアの活用

マニュアルなどの指針の作成

ゆつたりとした入浴時間の提供

介護報酬の増額

経営者のリーダーシップ

仕事を業務として流さない

時間配分を考えて仕事をする

職民が援助者としてだけではなく、個人としても問わり合う

職員の情熱

真実を話すこと

生活をケアの手段とすること

T事 なケアを行うこと

適切な職員配置

福祉用具の活用

用件の整備

利用者に対しての言葉づかいへの注意

利用者の気持ち(主訴)を理解した体制作り

利用者の納得と理解を得ること

記入なし

6

6

6

6

6

5

5

4

4

4

4

4

4

4

4

4

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

136

04

0_4

04

04

04

0,3

0_3

0.2

02

0,2

0.2

0_2

02

0.2

0.2

02

02

02

0.2

0,1

01

01

0.1

0.1

01

01

0.1

0,1

01

0.1

0.1

01

01

01

0.1

0.1

0.1

0.1

0,1

01

0.1

0,1

01

0_1

0.1

01

0.1

0.1

01

0.1

0.1

0.1

01

8 _ 3

をき旨Ⅲ                                            1629        100

※543施設において,「個別ケアを行うために大事だと思うことは?」の質問に対して,自由記述で3カ所に回答する
ものであつた。
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表26「 個別ケアを行うために大事だと思うこと」に関する自由記述の結果 (特別養護老人ホ
ーム)N=217

度数

利用者を良く知り理解すること

職員の意識の向上・改革

利用者の生活歴を知ること

利用者のニーズを把握すること

職員の質や能力の向上

ケアプランの充実・実行

利用者主体のケアをすること

職員の意識・ケアの統
一

十分な職員数の確保

利用者に対する傾聴・受容・共感

個性の尊重

利用者の立場に立つて考えること、思いやること

職員の柔軟な対応

職員間の連携・テームワーク

利用者とのコミュニケーション

利用者の意思・自己決定・自己実現の尊重

利用者の状態、状況(精神、身体、病気、ADLちを把握する

構造・設備を整えること

職員が専門性を持ち、高めること

職員の時間的・精神的ゆとり

利用者の残存能力を生かした援助〔自立支援

ユニットケア(少人数制)の導入

信頼関係を築くこと(職員・利用者間、職員
・家族間)

利用者に寄り添う

その人らしい生活のための援助

職員・家族=利用者間のコミュニケ
ーション

職員が個別性の良さを理解し実行すること

職員の行動力、積極性

プライバシーの尊重・保護

職員の教育

利用者の自由を支える援助

家族の協力(参加)

環境を整えること

施設・職員の感性・人間性を磨くこと

利用者の個性を知ること

業務を見直す

十分なアセスメント

職員が創意工夫に努めること

他職種との連携

利用者の観察

利用者の値性・意欲・意思を引き出す

マンパワーの充実・確保

家族との連携・連絡

家庭的な雰囲気作り

職員が柔軟に動ける環境作り

利用者の人権・人格の尊重

47

35

32

27

25

23

23

18

15

15

13

13

11

11

11

11

1 1

1 0

1 0

1 0

1 0

9

9

9

8

8

8

8

7

7

7

6

6

6

6

5

5

5

5

5

5

4

4

4

4

4

7 , 2

5 . 4

4 . 9

41

3 . 8

3 . 5

3 . 5

2 . 8

2 . 3

2 . 3

2 . 0

2 . 0

1 , 7

1 . 7

1 7

1 . 7

1 . 7

1 . 5

1 . 5

1 . 5

1 . 5

1 . 4

1 , 4

1 . 4

1 . 2

1 . 2

1 . 2

1 , 2

1 . 1

1 . 1

1 . 1

0 . 9

0 , 9

0 . 9

0。9

0 . 8

0 . 8

0 . 8

0 . 8

0 . 8

0 . 8

0 . 6

0 . 6

0 . 6

0 , 6

0 , 6

- 4 9 -



ゆとりのあるケアをすること

家族の希望B要望を知ること

施設の体制の改善

施設全体の十分な話し合い、取り組み

職員間で意見を言い合える環境を作る

利用者に求める態度

ケアプランの周知徹底・共通認識

家族との関わり

施設・職員の個性を出す

職員の探究心を持つた姿勢

職員の利用者の変化に対する気づき

利用者が意見や感情を出せるような環境作り

利用者に興味を持つこと

利用者のその時の瞬間の気持ちを大切にすること

利用者の情報の収集口把握

利用者の生活習慣を知ること

利用者を取り巻く全ての人の理解

カンファレンスの実施

スーパービジョン

ボランティアの活用            ‐

介護報酬の増額

業務に縛られない

業務の改善

経営者のリーダーシップ

経験を積むこと

個人の能力の把握

職員・施設が理念をしつかり持つこと

職員が援助者としてだけではなく、個人としても関わり合う

職員が努力すること

職員の自己覚知

職員の情熱

責任を持つて対応すること

地域との交流

適切なグループワークロレクリエーションの実践

適切な職員配置

福祉用具の活用

平等なケア

用件の整備

利用者が役割を持つこと

利用者と職員の相互理解

利用者に対しての言葉づかいへの注意

利用者の気持ち(主訴)を理解した体制作り

利用者の居場所を作ること

利用者の生活をゆとりあるものにすること

利用者の納得と理解を得ること

無記入

硝
０
・５
師

師
師

備

備

碑

備
備

備

備

０
・
３

備

備
備

随

確

硬

碑

０
・
２

陀

０
・
２

陀

碑

碑

碑

硬

硬

硬

０
，
２

碑

硬

陀

碑

碑

硬

０
・
２

硬

０
・
２

確

硬

碑

０
，
２

硬

秘

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

48

合計

※特別養護老人ホーム(217施設)において,
記述で3カ所に回答するものであった

603              93

「個別ケアを行うために大事だと思うことは?」の質問に対して,自由

- 5 0 -



表27「 個別ケアを行うために大事だと思うこと」に関する自由記述の結果 (新型特別養護老人ホ
ーム)NΞ 22

度数

利用者主体のケアをすること

職員の質や能力の向上

利用者のニーズを把握すること

利用者の生活歴を知ること

個性の尊重

十分な職員数の確保

その人らしい生活のための援助

職員・家族・利用者間のコミュニケ
ーション

職員が個別性の良さを理解し実行すること

職員の意識の向上B改革

利用者が意見や感情を出せるような環境作り

利用者とのコミュニケーション

利用者の意思B自己決定・自己実現の尊重

利用者の個性を知ること

利用者を良く知り理解すること

アセスメントを把握し、重視したケア    ″

ケアプランの充実・実行

プライバシーの尊重・保護

マニュアルなどの指針の作成

ゆとりのあるケアをすること

家族の希望・要望を知ること

家族の協力(参加)

家庭的な雰囲気作り

環境を整えること

経験を積むこと

職員が柔軟に動ける環境作り

職員が専門性を持ち、高めること

職員の意識ロケアの統
一

職員の教育

職員間の連携・チームワ
ーク

生活をケアの手段とすること

利用者が安心して生活できるようにすること

利用者が役割を持つこと

利用者と職員の相互理解

利用者に寄り添う

利用者に興味を持つこと

利用者に対する傾聴・受容,共感

利用者の個性・意欲・意思を引き出す

利用者の立場に立つて考えること、思いやること

9,1

6.1

61

61

4 . 5

4 5

3 0

3 0

3 . 0

3 0

3 0

3 . 0

3 0

3 0

3 . 0

1 . 5

1 5

1 5

1 . 5

1 . 5

1 5

1 . 5

1 . 5

1 . 5

1 , 5

1 . 5

1 . 5

1 5

1 5

1 . 5

1 . 5

1 . 5

1 5

1 . 5

1 . 5

1 . 5

1 . 5

1 . 5

1 . 5

合計

※新型特別養護老人ホ
ーム(22施設)において,「個別ケアを行うために大事だと思うことは?」の質問に対し

て,自由記述で3カ所に回答するものであつた。

100
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表28「 個別ケアを行うために大事だと思うこと」に関する自由記述の結果 (グループホーム)N=119

回答 施設数

利用者を良く知り理解すること

利用者の生活歴を知ること

個性の尊重

利用者主体のケアをすること

職員の時間的・精神的ゆとり

信頼関係を築くこと(職員・利用者間、職員・家族間)

利用者の意思・自己決定。自己実現の尊重

その人らしい生活のための援助

利用者に対する傾聴・受容・共感

利用者の立場に立って考えること、思いやること

職員の意識・ケアの統一

職員の柔軟な対応

利用者の観察

利用者とのコミュニケーション

利用者のニーズを把握すること  '

家族との関わり

個人の能力の把握

職員が専門性を持ち、高めること

職員の意識の向上・改革

職員の教育

利用者に寄り添う

利用者の残存能力を生かした援助・自立支援

ケアプランの充実,実行

十分な職員数の確保

職員の質や能力の向上

職員間の連携・テームワーク

利用者の個性・意欲・意思を引き出す

利用者の人権・人格の尊重

十分なアセスメント

職員・家族・利用者間のコミュニケーション

利用者の自由を支える援助

環境を整えること

職員・施設が理念をしつかり持つこと

職員が個別性の良さを理解し実行すること

利用者の個性を知ること

利用者の状態、状況(精神、身体、病気、ADL)を把握する

QOLの 向上を目指したケア

9 . 0

7 . 6

3 . 9

3 . 9

3 . 4

3 . 4

3 . 4

3 . 1

3 . 1

2 . 8

2 . 5

2 . 2

2 . 2

2 . 0

2 . 0

1 . 7

1 . 7

1 . 7

1 . 7

1 . 7

1 . 7

1 . 7

1 . 4

1 . 4

1 . 4

1 . 4

1 . 4

1 . 4

1 . 1

1 . 1

１

８

８

８

８

８

６

■

０
，

０
．

０
．

０
．

０
．

０
．
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ゆとりのあるケアをすること

家族との連携・連絡

施設・職員の感性B人間性を磨くこと

施設口職員の個性を出す

職員が創意工夫に努めること

職員の自己覚知

生活の継続性

利用者が意見や感情を出せるような環境作り

利用者が役割を持つこと

利用者と職員の相互理解

利用者の行動の背景を知ること

ターミナルケア

プライバシーの尊重・保護

マンパワーの充実・確保

家族の希望・要望を知ること

家族の協力(参加)

構造口設備を整えること

施設全体の十分な話し合い、取り組み

職員が柔軟に動ける環境作り

職員の行動力、積極性

T寧 なケアを行うこと

適切なグループワーク・レクリエーションの実践

利用者が安心して生活できるようにすること

利用者が前向きな気持ちでいられるような援助

利用者に求める態度

利用者に興味を持つこと

利用者の居場所を作ること

利用者の情報の収集・把握

利用者の生活をゆとりあるものにすること

利用者の生活習慣を知ること

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

357

※グメレープホーム(119施設)において,「個別ケアを行うために大事だと思うことは?」の質問に対
して,自由記述で3カ所に回答するものであつた.

100
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表29「個別ケアを行うために大事だと思うこと」に関する自由記述の結果 (老人保健施設)N=117

回答 施設数

利用者を良く知り理解すること

利用者の二十ズを把握すること

職員の意識の向上口改革

利用者の生活歴を知ること

利用者とのコミュニケーション

利用者主体のケアをすること

ケアプランの充実口実行

職員間の連携・チームワーク

個性の尊重

利用者の意思・自己決定口自己実現の尊重

十分な職員数の確保

ユニットケア(少人数制)の導入

職員が個別性の良さを理解し実行すること

職員の意識ロケアの統一

職員の時間的・精神的ゆとり

職員・家族・利用者間のコミュニケーション

利用者に対する傾聴・受容・共感

利用者の状態、状況(精神、身体、病気、ADL)を把握する

利用者の立場に立って考えること、思いやること

家族との関わり

構造・設備を整えること

職員の教育

職員の柔軟な対応

信頼関係を築くこと(職員・利用者間、職員・家族間)

環境を整えること

職員が専門性を持ち、高めること

職員の質や能力の向上

他機種との連携

利用者の残存能力を生かした援助・自立支援

その人らしい生活のための援助

施設・職員の感性・人間性を磨くこと

施設・職員の個性を出す

十分なアセスメント

利用者の観察

利用者の個性・意欲・意思を引き出す

利用者の人権・人格の尊重

利用者の生活習慣を知ること

ケアプランの周知徹底・共通認識

マンパワーの充実・確保

家族の希望・要望を知ること

家庭的な雰囲気作り

業務を見直す

個人の能力の把握

20

17

15

15

12

12

11

11

1 0

9

8

7

7

7

7

6

6

6

6

5

5

5

5

5

4

4

4

5 7

4 _ 8

4 . 3

4 . 3

3 . 4

3 4

3 . 1

3 _ 1

2 . 3

2 . 6

2 _ 3

2 . 0

2 . 0

2 0

2 . 0

1 . 7

1 . 7

1 7

1 7

1 . 4

1 , 4

1 4

1 . 1

0 . 9

0 , 9

0 . 9

0 . 9

0 . 9

0 , 9

0 , 9

４

４

１

１

１

１

９

　

６

　

６

　

６

　

６

　

６

　

６

０
．

０
．

０
．

は

０
，

α

Ｏ
．
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在宅復帰を視野に入れたケア

施設全体の十分な話し合い、取り組み

職員が創意工夫に努めること

職員の探究心を持つた姿勢

職員の利用者の変化に対する気づき

利用者に寄り添う

利用者のその時の瞬間の気持ちを大切にすること

利用者の個性を知ること

利用者の情報の収集・把握

QOLの 向上を目指したケア

アセスメントを把握し、重視したケア

カンフアレンスの実施

スーパービジョン

ターミナルケア

プライバシーの尊重8保護

プライマリーケア

ゆつたりとした入浴時間の提供

ゆとりのあるケアをすること

家族の協力(参加)

業務に縛られない

業務の改善

仕事を業務として流さない

施設の体制の改善

時間配分を考えて仕事をする

職員・施設が理念をしつかり持つこと

職員が努力すること

職員の行動力、積極性

責任を持つて対応すること

利用者が前向きな気持ちでいられるような援助

利用者に求める態度

利用者に興味を持つこと

無記入

宅章言Ⅲ                                       351           100

※老人保健施設(117施設)において,「個別ケアを行うために大事だと思うことは?」の質問に対して,自

由記述で3カ所に回答するものであつた。

２

　

２

　

２

　

２

　

２

０】６
備
０・６
備
備
０・６
師
０・６
０・６
０・３
備

０
，
３

０
・
３

０
・
３

０
・
３

０
・
３

０
・
３

０
，
３

０
・
３

０
・
３

０
・
３

０
・
３

０
・
３

０
・
３

０
，
３

０
・
３

０
・
３

０
・
３

０
・
３

０
，
３

０
・
３

備

１

　

１

　

１

　

１

　

８３
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表30「個別ケアを行うために大事だと思うこと」に関する自由記述の結果 (療養型病床群)Ni52

回答 施設数 %

職員の意識・ケアの統一

利用者の生活歴を知ること

利用者のニーズを把握すること

利用者を良く知り理解すること

職員の意識の向上。改革

利用者の情報の収集・把握

利用者主体のケアをすること

ケアプランの充実・実行

十分なアセスメント

ゆとりのあるケアをすること

環境を整えること

職員が個別性の良さを理解し実行すること

職員の質や能力の向上

他機種との連携

利用者の意思・自己決定コ自己実現の尊重

利用者の立場に立つて考えること、思いやること

QOLの 向上を目指したケア

カンフアレンスの実施

ユニットケア(少人数制)の導入

家族の希望・要望を知ること

家族の協力(多加)           方

業務を見直す

個性の尊重

施設・職員の個性を出す

職員が専門性を持ち、高めること

職員の時間的・精神的ゆとり

職員間の連携コチームワーク

信頼関係を築くこと(職員B利用者間、職員・家族問)

利用者の個性・意欲・意思を引き出す

利用者の残存能力を生かした援助・自立支援

利用者の状態、状況(精神、身体、病気、ADと)を把握する

利用者の人権。人格の尊重

プライバシーの尊重口保護

家族との関わり

業務の改善

構造=投備を襲えること

施設・職員の感性,人間性を磨くこと

十分な職員数の確保

職員・家族・利用者間のコミュニケーション

職員口施設が理念をしつかり持つこと

職員が創意工夫に努めること

職員の教育

職員の行動力、積極性

職員の柔軟な対応

職員間で意見を言い合える環境を作る

真実を播すこと

利用者とのコミュニケーション

利用者に求める態度

利用者に興味を持つこと

利用者に対する傾聴・受容・共感

利用者の自由を支える援助

利用者を取り巻く全ての人の理解

無配入

9

9

8

8

7

7

7

4

4

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

20

6.8

58

51

51

4_5

45

45

2.6

2_6

19

19

1.9

1.9

19

19

1.9

1,3

1.3

1.3

1,3

1,3

13

1.3

1.3

1.3

1,3

1.3

1_3

■3

1,3

13

1.3

0.6

06

0,6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0,6

0.6

06

0.6

0.6

06

0.6

06

0.6

06

06

12_8

合計

※介護森養型医療施設(52施設】こおいて,「個別ケアを行うために大手だと思うことは」の質問に対して,
た

156         100

自由記述で3カ所に回答するものであつ
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表31「個別ケアを実践する上での課題とは?」に関する自由記述の結果 N=543

度数

職員の人手不足

職員の質の向上

職員の意識

構造や設備の不備・整備

職員間の意識統
一・意識改革

職員教育・研修

個別ケアの必要性

ケアの均等化

職員のゆとりがない(時間・大手
・精神的)

業務の見直し

チームワーク

ケアの工夫

ケアプランが不充分

個別に聞わる時間の不足

時間的余裕がない

職員同士のコミュニケーション

家族の理解と協力

職員の感性

職員の経験不足

利用者の介護度の三度化

地域とのつながり

入居者数が多い

利用者との心の交流

利用者個人の情報の把握

アセスメント不足

一人当たりのケアに時間がかかる

職員の向上心

雰囲気作り

ハード面・ソフト面の強化

マンネリ4ヒ

医療業務が多い

予算不足

利用者の生活の充実

職員教育・研標

職員の意識

職員の大手不足

スーパーバイザーがいない

管理者の理解不足

個別的なターミナルケア実践

職員が楽しみ。目標を見出していない

利用者とのコミュニケーション不足

利用者のケアに対する認識不足

利用者のモチベーションが低い

不明

記入なし

130

47

44

37

35

27

22

19

15

14

12

8

7

7

7

7

6

6

6

6

4

4

4

4

3

3

3

3

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

11

22

23.9

87

81

68

64

50

41

35

28

26

22

■5

1.3

1_3

13

13

1 . 1

1 , 1

1 , 1

11

0.7

0.7

07

0.7

06

06

0,6

0,6

0.4

0,4

04

04

0.4

02

02

0.2

02

0.2

0.2

02

02

02

02

2.0

41

合計

※543施設において,「個別ケアを実践する上での課題とは?」の質問に対して,自由記述で回答するものであつ

た

100

-57-



表32「個別ケアを実践する上での課題とは?」に関する自由記述の結果 (特別養護老人ホーム)N=217

度数

職員の人手不足

職員の意識

職員間の意識統一・意識改革

職員の質の向上

構造や設備の不備・整備

職員教育=研修

ケアの均等化

職員のゆとりがない(時間・人手日精神的)

業務の見直し

個別ケアの必要性

時間的余裕がない

利用者との心の交流

ケアの工夫

ケアプランが不充分         ″

個別に関わる時間の不足

職員の経験不足

職員同士のコミュニケーション

入居者数が多い

利用者の介護度の重度化

アセスメント不足

スーパー′ヽィザーがいない

チームワーク

ハード面・ソフト面の強化

家族の理解と協力

管理者の理解不足

地域とのつながり

予算不足

利用者の生活の充実

利用者個人の情報の把握

不明

記入なし

54

26

25

21

19

12

8

5

4

4

4

3

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

6

24。9

1 2 . 0

1 1 5

9 7

8 _ 8

5 , 5

3 . 7

2 _ 3

1 , 8

1 , 8

1 , 8

1 . 4

0。9

0 . 9

0 , 9

0 , 9

0 . 9

0 9

0。9

0 . 5

0 . 5

0 . 5

0 . 5

0 . 5

0 . 5

0。5

0 . 5

0 . 5

0。5

0 . 9

2 . 8

100217

※特別養護老人ホーム(217施設)において,「個別ケアを実践する上での課題とは?」の質問に対して,自
由記述で回答するものであつた。
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表33「個別ケアを実践する上での課題とは?」に関する自由記述の結果

(新型特別養護老人ホーム)N=22

度数

職員の人手不足

職員の意識

職員の質の向上

ケアの均等化

ケアの工夫

業務の見直し

個別ケアの必要性

職員の経験不足

地域とのつながり

36.4

18.2

1 3 . 6

9 . 1

4 . 5

4 . 5

4 . 5

4 . 5

4 . 5

合計 100

※新型特別養護老人ホ
ーム(22施設)において,「個別ケアを実践する上で

の課題とは?」の質問に対して,自由記述で回答するものであつた。

22
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表34「個別ケアを実践する上での課題とは?」に関する自由記述の結果 (グループホーム)N=1lC

度数

職員の人手不足

職員の質の向上

職員の意識

個別ケアの必要性

家族の理解と協力

職員のゆとりがない(時間・人手・精神的)

構造や設備の不備口整備

職員教育・研修

ケアの均等化

チームワーク

ー人当たりのケアに時間がかかる

利用者の分護度の三度化

アセスメント不足         方

業務の見直し

職員の向上心

職員同士のコミュニケーション

地域とのつながり

雰囲気作り

利用者個人の情報の把握

ケアの工夫

職員教育・研修

個別的なターミナルケア実践

職員の経験不足

職員間の意識統一・意識改革

予算不足

利用者とのコミュニケーション不足

不明

記入なし

20

17

12

1 0

5

5

4

4

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

4

5

16.8

14.3

10,1

8 . 4

4 . 2

4 。2

3 . 4

3 . 4

2 . 5

2 . 5

2 . 5

2 . 5

1 , 7

1 . 7

1 , 7

1 . 7

1 , 7

1 . 7

1 . 7

0 . 8

0 . 8

0 , 8

0 . 8

0 . 8

0 , 8

0 . 8

3 . 4

4 . 2

100119

※グループホーム(119施設)において,「個別ケアを実践する上での課題とは?Jの 質問に対して,自
由記述で回答するものであった。
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表35「 個別ケアを実践する上での課題とは?」に関する自由記述の結果 (老人保健施設)N=117

度数

職員の大手不足

構造や設備の不備口整備

職員教育・研修

ケアの均等化

チームワーク

職員のゆとりがない(時間
口大手・精神的)

職員の質の向上

ケアの工夫

業務の見直し

個別ケアの必要性

個別に関わる時間の不足

職員の意識

職員間の意識統
一・意識改革

ケアプランが不充分

マンネリ化

時間的余裕がない

職員の感性

職員の意識

職員の人手不足

ハード面・ソフト面の強化

職員が楽しみ・目標を見出していない

職員の経験不足

職員の向上心

職員同士のコミュニケ
ーション

入居者数が多い

雰囲気作り

利用者との心の交流

利用者の介護度の重度化

利用者個人の情報の把握

不明

記入なじ

34

1 0

7

5

5

5

4

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

7

29.1

8 . 5

6 . 0

4 . 3

4 . 3

4 . 3

3 . 4

2 . 6

2 . 6

2 . 6

2 . 6

2 . 6

2 . 6

1 . 7

1 . 7

1 . 7

1 . 7

0 . 9

0 . 9

0 . 9

0 . 9

0 . 9

0 . 9

0 . 9

0 . 9

0 . 9

0 ! 9

0 . 9

0 . 9

1 . 7

6 . 0

合計

※老人保健施設(117施設)において,「個別ケアを実践する上での課題とは?」の質問に対して,自

由記述で回答するものであつた.

100117
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4 . 考 察

本 研 究 の 調 査 対 象 に痴 果 性 高 齢 者 グル ー プ ホ ー ム を加 え た 。

痴 呆 性 高 齢 者 グル ー プ ホ ー ム は 、 介 護 保 険 に お い て は施 設 サ ー

ビス で は な い が 、 グル ー プ ホ ー ム とい う
一 定 の 住 居 環 境 に複 数

の利 用 者 が 生 活 し、そ の 中 で サ ー ビス が提 供 され る もの で あ る。

そ の た め 、施 設 サ ー ビス と比 較 が 可 能 で あ る と考 え 、 本 研 究 に

お い て は施 設 サ ー ビス の 比 較 サ ー ビス と して調 査 を実 施 した。

施 設 長 用 調 査 の結 果 と現 場 責任 者 用 調 査 の結 果 に つ い て 考 察 を

行 うに 当 た り、 グル ー プ ホ ー ム の結 果 は 、 比 較 対 照 結 果 と して

取 り扱 つ て い く こ と とす る。

1 ) 施 設長用調査 の結果 か らの考祭

「個別 ケア」実施 の有無の結果は、全体で 8 割 と高い実施状

況 であつた。 グループホーム と新型特別養護老人 ホー ムが 9 割

以上 の実施率 であることは、小集団のケアが実施率の高 さに関

連す る といえる。 しか し、従来型の特別養護老人 ホー ム も 8 ‐害J

を示 し、老人保健施設 、介護療養型病床群は 6 割 を示 していた。

この こ とは、特別養護老人ホームについては、ユニ ッ トケア形

式 のホーム も含 まれている影響 が考 えられ るが、 グループホー

ムや新型特別養護老人 ホームのユニ ッ トケアに見 られ る建物構

造 のみではない要因が存在す ることが示唆 され る。

痴呆 の入所者 と非痴果の入所者のフロア分 けについては、約

5 割 は一緒の フロア、 2 割 が分 けてい るとい う傾 向で あった。

その中で老人保健施設の約 5 割 強が分 けてい る結果 であつた こ
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とは 、 短 期 間 利 用 者 を多 くか か え る傾 向 に あ る施 設 の 特 性 が 反

映 して い る と考 え られ る。

人 員 配 置 につ い て は 、 全 体 で も、 1 : 3 よ り密 な人 員 配 置 は 7

割 強 存 在 し、 介 護 保 険 法 の 基 準 値 以 上 の 人 員 配 置 の 工 夫 を して

い る施 設 等 が 多 い こ とが 示 され た。 グル
ー プ ホ ー ム と比 較 す る

と、グル
ー プ ホ ー ム は 、1 : 3 と 1 : 1 . 9 以下 に 2 極 化 して お り、半

数 の グル ー プ ホ
ー ム は 、よ り密 な人 員 配 置 を行 つ て い る もの の 、

半 数 は施 設 の 人 員 配 置 と差 が な い こ とが 示 され て お り、 総 体 と

して は 人 員 配 置 に大 き な差 異 は な い とい え る。

ま た 、 ボ ラ ンテ ィア の有 無 につ い て は 、全 体 で 8 害J ヨ5 が ボ ラ

ンテ ィ ア を受 け入 れ て い た 。 そ の 中 で介 護 療 養 型 病 床 群 が約 4

割 強 で あ り、 医療 施 設 と して の 特 性 が 現 れ 、外 部 の者 を受 け入

れ る土 壌 が ま だ 出来 て い な い こ とが うか が われ た 。 グル
ー プ ホ

ー ム が そ れ に つ い で少 な か つ た が 、 これ は グル
ー プ ホ ー ム の 特

性 と関連 して い る と考 え られ る。しか し詳 細 は不 明 で あ る の で 、

今 後 の 検 討 が 必 要 で あ ろ う。

「個 別 ケ ア 」 の 概 念 につ い て 、 本 研 究 に お い て は 、 K J 法 に

な らい 分 類 した が 、 キ
ー ワー ド抽 出 を 目的 と した の で 、 大 き な

島 に ま で 分 類 す る作 業 は しな か つ た 。 結 果 を頻 度 の 高 い 順 か ら

見 て 、キ ー ワ
ー ドとな る単 語 を抽 出す る と 「人 権 尊 重 」「生 活 の

尊 重 」 「ニ ー ズ ・意 思 ・決 定 の 尊 重 」 「自律
・主 体 性 」が 上 げ られ る

とい え る。 個 人 の 望 む 生 活 の 尊 重 が 「個 別 ケ ア 」 の概 念 に 関連

して く る とい え る。

「個 別 ケ ア 」を 、「これ が あれ ば 実 践 で き る」要 因 につ い て は 、

結 果 の 高 い頻 度 か ら見 る と、第 1 に 「職 員 の人材 確 保 」、加 えて

- 6 3 -



「質 の 高 い 職 員 」 で あ る こ と、 さ らに 「職 員 の 資 質 等 の 向 上 」

が 上 げ られ て い る。 つ ま り、 介 護 サ ー ビス の 中 の ソ フ ト面 の 充

実 や 強 化 が 「個 別 ケ ア」 の 実 践 展 開 の 第 1 要 因 と して 指 摘 され

て い る。 ハ ー ド面 の必 要 性 は そ の次 に示 され て い た とい え る。

これ は施 設 種 別 で 見 た場 合 も相 違 は な く、 共 通 す る傾 向 で あ っ

た とい え る。

2 ) 現 場 責 任 者 用 調 査 の結 果 か らの 考 察

食 事 と入 浴 と整 容 に関 して具 体 的 な介 護 内容 を きい た結 果 は 、

まず 食 事 の時 間 は 9 割 が決 ま って い る と回 答 して い た。 グル ー

プ ホ ー ム につ い て は、 8 割 で あ り、 他 の施 設 に比 して 自由度 を

もた せ て対 応 して い る と こ ろが あ る こ とが うか が え る。 食 事 場

所 につ い て は、 各 施 設 の建 物 構 造 ( 階数 、 各 フ ロ ア の 人 数 と食

堂 の 有 無 ) に よ って左 右 され る要 因 が 大 きい た め 、 一 律 に比 較

検 討 す る こ とは難 しい とい え る。 食 事 選 択 の有 無 につ い て は約

8 割 が取 り入 れ て い る と回 答 して い るが 、 そ の取 り入 れ 頻 度 を

見 る と、 毎 日の施 設 は 2 割 弱 で あ り、 月 数 回 か ら年 数 回 で約 5

割 を 占め 、 サ ー ビ ス提 供 者 側 に よ る食 事 の選 択 の機 会 の提 供 の

意 識 に差 異 が 大 きい こ とが 示 され た。 グル ー プ ホ ー ム は毎 日が

3 割 弱 で あ り、 新 型 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム の 1 割 未 満 と相 違 が 明

らか で あ る。 食 事 の 展 開 が ユ ニ ッ トケ アで も不 十 分 で あ る こ と

が うか が わ れ る。

入 浴 につ い て は 、回数 が 決 ま って い る と こ ろが 約 8 割 で あ り、

そ の 回 数 も 2 も し くは 3 回 の 頻 度 が 高 い。 これ は 、法 令 で 定 め

る週 2 回 以 上 の例 に倣 って い る とい え る。 そ の 中 で グ ル ー プ ホ

- 6 4 -



「質 の 高 い 職 員 」 で あ る こ と、 さ らに 「職 員 の 資 質 等 の 向 上 」

が 上 げ られ て い る。 つ ま り、 介 護 サ ー ビス の 中 の ソ フ ト面 の 充

実 や 強 化 が 「個 別 ケ ア」 の 実 践 展 開 の 第 1 要 因 と して 指 摘 され

て い る。 ハ ー ド面 の必 要 性 は そ の次 に示 され て い た とい え る。

これ は施 設 種 別 で 見 た場 合 も相 違 は な く、 共 通 す る傾 向 で あ っ

た とい え る。

2 ) 現 場 責 任 者 用 調 査 の結 果 か らの 考 察

食 事 と入 浴 と整 容 に関 して具 体 的 な介 護 内容 を きい た結 果 は 、

まず 食 事 の時 間 は 9 割 が決 ま って い る と回 答 して い た。 グル ー

プ ホ ー ム につ い て は、 8 割 で あ り、 他 の施 設 に比 して 自由度 を

もた せ て対 応 して い る と こ ろが あ る こ とが うか が え る。 食 事 場

所 につ い て は、 各 施 設 の建 物 構 造 ( 階数 、 各 フ ロ ア の 人 数 と食

堂 の 有 無 ) に よ って左 右 され る要 因 が 大 きい た め 、 一 律 に比 較

検 討 す る こ とは難 しい とい え る。 食 事 選 択 の有 無 につ い て は約

8 割 が取 り入 れ て い る と回 答 して い るが 、 そ の取 り入 れ 頻 度 を

見 る と、 毎 日の施 設 は 2 割 弱 で あ り、 月 数 回 か ら年 数 回 で約 5

割 を 占め 、 サ ー ビ ス提 供 者 側 に よ る食 事 の選 択 の機 会 の提 供 の

意 識 に差 異 が 大 きい こ とが 示 され た。 グル ー プ ホ ー ム は毎 日が

3 割 弱 で あ り、 新 型 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム の 1 割 未 満 と相 違 が 明

らか で あ る。 食 事 の 展 開 が ユ ニ ッ トケ アで も不 十 分 で あ る こ と

が うか が わ れ る。

入 浴 につ い て は 、回数 が 決 ま って い る と こ ろが 約 8 割 で あ り、

そ の 回 数 も 2 も し くは 3 回 の 頻 度 が 高 い。 これ は 、法 令 で 定 め

る週 2 回 以 上 の例 に倣 って い る とい え る。 そ の 中 で グ ル ー プ ホ
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「質 の 高 い 職 員 」 で あ る こ と、 さ らに 「職 員 の 資 質 等 の 向 上 」

が 上 げ られ て い る。 つ ま り、 介 護 サ ー ビス の 中 の ソ フ ト面 の 充

実 や 強 化 が 「個 別 ケ ア」 の 実 践 展 開 の 第 1 要 因 と して 指 摘 され

て い る。 ハ ー ド面 の必 要 性 は そ の次 に示 され て い た とい え る。

これ は施 設 種 別 で 見 た場 合 も相 違 は な く、 共 通 す る傾 向 で あ っ

た とい え る。

2 ) 現 場 責 任 者 用 調 査 の結 果 か らの 考 察

食 事 と入 浴 と整 容 に関 して具 体 的 な介 護 内容 を きい た結 果 は 、

まず 食 事 の時 間 は 9 割 が決 ま って い る と回 答 して い た。 グル ー

プ ホ ー ム につ い て は、 8 割 で あ り、 他 の施 設 に比 して 自由度 を

もた せ て対 応 して い る と こ ろが あ る こ とが うか が え る。 食 事 場

所 につ い て は、 各 施 設 の建 物 構 造 ( 階数 、 各 フ ロ ア の 人 数 と食

堂 の 有 無 ) に よ って左 右 され る要 因 が 大 きい た め 、 一 律 に比 較

検 討 す る こ とは難 しい とい え る。 食 事 選 択 の有 無 につ い て は約

8 割 が取 り入 れ て い る と回 答 して い るが 、 そ の取 り入 れ 頻 度 を

見 る と、 毎 日の施 設 は 2 割 弱 で あ り、 月 数 回 か ら年 数 回 で約 5

割 を 占め 、 サ ー ビ ス提 供 者 側 に よ る食 事 の選 択 の機 会 の提 供 の

意 識 に差 異 が 大 きい こ とが 示 され た。 グル ー プ ホ ー ム は毎 日が

3 割 弱 で あ り、 新 型 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム の 1 割 未 満 と相 違 が 明

らか で あ る。 食 事 の 展 開 が ユ ニ ッ トケ アで も不 十 分 で あ る こ と

が うか が わ れ る。

入 浴 につ い て は 、回数 が 決 ま って い る と こ ろが 約 8 割 で あ り、

そ の 回 数 も 2 も し くは 3 回 の 頻 度 が 高 い。 これ は 、法 令 で 定 め

る週 2 回 以 上 の例 に倣 って い る とい え る。 そ の 中 で グ ル ー プ ホ
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― ム は 、約 5 割 が 回 数 等 を決 め て い な い こ とが 示 され 、利 用 者

へ の 柔 軟 な対 応 を して い る こ とが うか が われ る。 しか
し、 実 際

の 入 浴 回 数 は 4 回 か ら 2 回 で あ り、週 5 回 以 上 の 施 設 は存 在 す

る が 頻 度 は少 な い もの で あ つた 。 利 用 者 の
ニ ー ズ 自体 が 週 3 階

前 後 に納 ま る傾 向 が あ る の か も しれ な い。 入 浴 時 間 は 全 体
で は

一 定 の 時 間 内 で 入 浴 で き るが最 も多 い が 、施 設 ご とで 見 る
と、

グル ー プ ホ ー ム と新 型 特 別 養 護 老 人 ホ
ー ム が そ の 比 率 が 高 く、

そ の 他 の施 設 は約 5 害1 か ら 3 割 と少 な い傾 向 で あ
つ た 。 この 点

は 、 介 護 形 態 ( グル
ー プ ホ ー ムや ユ ニ ッ トケ ア の 小 集 団 の ケ ア )

が 関 連 す る とい え る。

整 容 に つ い て は 、第 1 に 髪 型 の決 定 は全 体 で 9 割 以 上 が選 択

で き る と して お り、食 事 と入 浴 に比 して ば ら
つ き の少 な い 結 果

で あ っ た 。 寝 問着 か ら 日中着 へ の着 替 え につ い て は 、 全 体
で 区

別 して い な い 施 設 は 3 割 弱 あ り、施 設 別 で 見 る と老 人 保 健 施 設 、

特 別 養 護 老 人 ホ
ー ム 、療 養 型 病 床 の順 で 比 率 が 拡 大 して お り、

施 設 種 別 の 差 異 が認 め られ た。 療 養 型 病 床 が そ の 比 率
が 一 番 に

多 か っ た こ とは 、 元 来 が病 院 で あ る とい う施 設 背 景
が 影 響 して

い る と考 え られ る。 この 点 に 関 して は 、整 容 に 関 して そ
の 人 ら

し さの 支 援 が で きて い るか ど うか につ い て 、他 の 施 設 は
「大 変

そ う思 う」 「どち らか とい え ば そ う思 う」 で約 5 割 を越 す 回 答

を して い るが 、療 養 型 病 床 群 の み 3 割 を下 回 つ て
い る こ とに も

そ の 点 が うか が われ る。

「個 別 ケ ア 」 の 実 践 の 有 無 につ い て は 、 全 体 と して
「どち ら

か とい え ば そ う思 う」 以 上 で約 6 割 を 占め て い た 。 しか し施 設

種 別 で み る と、 グル
ー プ ホ ー ム は 8 割 を超 え、 つ い で 新 型 特 別

- 6 5 T



養護 老人ホームが 7 割 を示 していたが、他 の施設 は 5 割 か ら 4

割 と低 い実施率であった。小集 回のケアを展開できてい るサー

ビス形態のほ うが 「個別 ケア」 を実践できてい る とい う傾 向が

示 された とい える。

「個別 ケア」を行 うために大事なことについては、頻度の高

い ものの傾 向をみ ると 「利用者 の理解」「ニーズの把握」「利用

者 の尊重 と受容」 とい う利用者 をどのよ うに捉 えてい くか とい

う面 と 「職員 の質」「ケアのあ り方」とい う介護職側 の対応 を ど

の よ うに捉 えてい くかの 2 面 が示 されてい る とい える。 これ は

施設種別 に差異はな く、共通 の ものであるとい える。

「個別 ケア」を実践す る上での課題 については、頻度 の高い

ものの傾 向をみ ると 「職員不足」「職員の質 ・意識 の向上」とい

う介護者側 の量 と質の課題 と 「ハー ド面の整備」 とい う施設構

造 の課題 と 「ケアのあ り方」 とい うサー ビス 自体 に対す る課題

が示 され ているといえる。 これ を施設種別 にみ る と、大 きな差

異 はな く第 1 に 「職員不足」が指摘 されている。 しか し老人保

健施設 においては 「ハー ド面の整備」に関す る点 も指摘 されて

い る点は、介護保険に移行 し、老人保健施設のあ り方 が変化 し

て きてい ることが背景 にあるといえる。

3 ) 施 設 長 用 調 査 と現 場 責 任 者 用 調 査 の結 果 の比 較 か らの 考 察

「個 別 ケ ア 」 の 実 施 状 況 につ い て 、施 設 長 等 の 調 査 結 果 で は

約 8 害 J が実 施 と回答 して い た が 、 現 場 責任 者 の 調 査 結 果 で は 、

実 践 で き て い るは約 6 割 で あ り、2 者 の 間 で相 違 が 認 め られ た。

「個 別 ケ ア 」 の 内容 に つ い て は 、 「個 別 ケ ア 」 の概 念 、 「個
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別 ケ ア 」 を行 うた め に 大 事 な こ と、 と同
一 に比 較 で き る結 果 で

は な い 。 しか し、 調 査 と して は類 似 す る質 問 と して設 定 した 。

この 二 つ を比 較 す る と、施 設 長 の結 果 の 「人 権 尊 重 」 「ニ
ー ズ ・

意 思 ・決 定 の 尊 重 」と現 場 責 任 者 の結 果 の 「利 用 者 の 尊 重 と受 容 」

「ニ ー ズ の把 握 」 は ほ ぼ 同一 の 内容 とい え 、利 用 者 の どの よ う

な側 面 を重 要 視 す る か とい う面 は ほ ぼ 同
一 で あ つ た とい え る。

つ ぎ に 「個 別 ケ ア 」 実 践 の要 因 と 「個 別 ケ ア 」 を実 践 す る上

で の課 題 の結 果 を 同様 に比 較 す る と、施 設 長 の結 果 で は
「職 員

の 人 材 確 保 」「質 の 高 い職 員 」「職 員 の 資 質 等 の 向 上 」で あ り、現

場 責 任 者 の結 果 は 「職 員 不 足 」 「職 員 の質
。意 識 の 向 上 」で あ り、

この 点 は ほ ぼ 同
一 で あ り、双 方 と も質 の 高 い 人 材 が 「個 別 ケ ア 」

を展 開 す るた め に重 要 で あ る と考 え て い る こ とが 明 らか に な つ

た 。しか し現 場 責 任 者 は これ に加 え 「ハ
ー ド面 」「ケ ア の あ り方 」

とい う人 的 資 源 以 外 の 必 要 性 も示 して お り、 こ こ に 両 者 の認 識

の 相 違 が あ る こ とが 示 され る とい え る。
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正 訪 問 調 査 の結 果

1 . 背景 と目的

個 別 ケ ア研 究 委 員 会 で は、痴 呆 性 高齢 者 の 「個 別 ケ ア」 につ い

て 、① 「意 思 決 定 」② 「自己選 択 」 とい う 2 つ の キ ー ワー ドで検

討 を重 ね て きた。

これ らの キ ー ワー ドにつ い て、そ れ が 具 体 的 に現 場 で は どの よ

う に解 釈 、実 践 され て い るの か とい う こ と を 明 らか にす るた め に、

平 成 1 5 年 9 月 か ら 1 0 月に か け て 質 問 紙 に よ る定 量 調 査 を実 施 し

た。 そ の結 果 、介 護 現 場 にお け る 「個 別 ケ ア」 の今 日的 な 実 態 が

明 らか に な った。

本 研 究 ( 訪問 調 査 ) で は 、個 男U ケ ア委 員 会 で話 し合 わ れ た、 図

1 に 示 す 痴 呆 性 高 齢 者 個 別 ケ ア モ デ ル を 念 頭 に 、 こ の う ち特 に

「観 察 す る」 「解 釈 す る」 とい う部 分 につ い て の施 設 種 別 ご との

取 り組 み 状 況 を よ り具 体 的 に把 握 す る こ と を 目的 と して 実 施 し

た。

図 1 痴 呆 性 高 齢 者 個 別 ケ ア モ デ ル

痴 果 の方

表 現 する 観 察 する 解 釈 する アセスメント

と計 画

実 施 と

評 価
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2 . 方 法

■ 調 査 期 間

訪 問 調 査 は、 平 成 1 6 年 1 月 か ら 2 月 に か け て行 った 。

■ 対 象 施 設 の選 定 方 法

平 成 1 5 年 9 月 か ら 1 0 月 に か け て 実 施 した質 問 紙 調 査 に お
い て

回 答 が 得 られ た 5 4 3 施 設 の う ち、「訪 問 調 査 に協 力 で き る」
と回

答 した 3 5 7 施 設 か ら、① 施 設 種 別 、② 個 別 ケ ア実 施 の有 無 、③
所

在 地 域 を勘 案 し、 無 作 為 に抽 出 した。

■ 訪 間 施 設 種 別 及 び 個 別 ケ ア の 実 施 状 況

選 定 の 結 果 、 訪 問 調 査 の対 象 と した施 設 は 1 5 施 設 で あ
った。

施 設 種 別 の 内訳 を表 1 に 示 した。 1 5 施 設 の う ち、 個 別 ケ
ア を実

施 して い る と回 答 した施 設 は 1 2 施 設 、個 別 ケ ア を実 施 し
て い な

い と回 答 した施 設 は 3 施 設 で あ った。

表 1 訪 問 調 査 対 象 施 設 の施 設 種 別

施設種別    合 計

特別養護老人ホ
ーム

新型特養

グループホーム

老人保健施設

療養型病床群

15
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■ 訪 問 調 査 対 象 施 設 の概 要

訪 間 調 査 対 象 施 設 とな った 1 5 施 設 の概 要 と個 別 ケ ア の 実 施 状

況 を表 2 に 示 した。

注 : 個 別 ケ ア の 実 施 、未 実 施 に つ い て は質 問 紙 調 査 回 答 の 結 果 に

よ る。

表 2  施 設 の概 要

■ 面 接 の方 法

訪 間 調 査 は 、 2 名 の調 査 員 ( イ ン タ ビ ュ アー 、 記 録 ) が 施 設 に

訪 問 し、担 当 者 ( 主 と して 介 護 の責 任 者 ) に 直 接 イ ン タ ビ ュー を

行 う方 法 で 実 施 した。

施設名    運 営主体    開 設年度   個 別ケアの実施  個 別ケアの実施に必要だと思うこと

特養A     社 会福祉法人  平 成14年       実 施    職 員の数・職員の質

特養B     社 会福祉法人  昭 和60年       実 施    相 手を理解する努力

特養C     社 会福祉法人  平 成13年       実 施    職 員の意識・意欲

特養,     社 会福社法人1 昭和02年
″
      本 実施‐‐  値 室・談話室

特養E     社 会福祉法人  平 成13年       実 施    一 言では言い尽くせない

新型特養F   社 会福祉法人  平 成14年       実 施    洞 察力のある職員・時間

新型特養G   社 会福祉法人  平 成15年       実 施    職 員の質と量(教育と固定配置)

新型特養H   社 会福祉法人  昭 和47年 (H15建替え)実 施    利 用者と共に過ごせる環境ほか

グループホームI 有 限会社   平 成14年       実 施    ヶ アプラン・気づき

グループホー封  社 会福祉法人 実施    個 室・10人 以内のユニント

グループホームK 有 限会社   平 成10年       実 施    ス タンフがきちんとした認識を持つこと

老健L     医 療法人  ‐ 平成7年 木実施
‐
 ‐ 職員の資質・職員研修の場

老健M     特 定医療法人  平 成7年 実施    対 人コミュニケーション能力

考健N‐   ‐  医 療法人   平 成8年 未実施  ‐  レ ベルの高い職員

療養型0    医 療法人   昭 和57年       実 施    職 員の資質(向上心・兼直さ,実行力など)
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■ 質 問 内容

質 問 内容 は 、 施 設 種 別 を間 わ ず 、 以 下 の 5 点 につ い て 聞 い た。

質 問 1 : 施 設 で 、最 も利 用 者 の 意 思 決 定 、 自己選 択 を大 事 に し

て い る場 面

質 問 2 : ① 入 浴 場 面 、 ② 整 容 ( 理美 容 ) 場 面 、 ③ 食 事 場 面 につ

い て 、意 思 決 定 、 自己選 択 を どの よ う に して い ます か ?

( 質問 1 以 外 の場 面 )

質 問 3 : 痴 呆 の方 の ア セ ス メ ン トで 重 視 して い る点

質 問 4 : ハ ー ド面 の 良 い 点 と課 題

3 . 結 果

質 問 1 か ら 4 ま で の 回 答 を施 設 種 別 及 び 個 別 ケ ア の 実 施 状 況 別

に別 紙 に示 した。

4 . 考 察

■ 質 問 1 : 施 設 で も っ と も利 用 者 の 意 志 決 定 、 自己選 択 を大 事 に

して い る場 面

1 - 1 「個 別 ケ ア実 施 」 施 設

1 2 施設 の う ち 6 施 設 が 、「食 事 場 面 」 を挙 げ 、 そ の 考 え方 や 内

容 に つ い て は 、相 手 の気 持 ち を推 し量 る、選 択 食 方 式 の採 用 、食

べ た こ と を忘 れ る利 用 者 にお膳 を 2 つ に分 け る、嗜 好 品 の事 前 把

握 、食 事 形 態 の工 夫 、食 事 の ペ
ー ス を尊 重 す る な ど様 々で あ った。

ま た施 設 種 別 ご と に、回 答 か ら意 思 決 定 、 自己決 定 につ い て の
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キ ー ワー ドを抽 出す る と、 特 養 で は 「生 活 歴 の把 握 」 「臨 機 応 変

の対 応 」「無 理 強 い しな い 」、新 型 特 養 で は 「無 理 強 い しな い 」「こ

れ ま で の 生 活 リズ ム の尊 重 」「本 人 の納 得 」、グル ー プ ホ ー ム で は

「利 用 者 を よ く知 る こ と」、 老 健 で は 「職 員 間 の 連 携 」 「観 察 」、

療 養 型 で は 「無 理 強 い しな い 」 な どで あ った。 キ ー ワー ドを見 る

限 り、施 設 の 種 別 に よ る傾 向 は な か った。 しか しな が ら、具 体 的

事 例 を見 る と、個 々の施 設 に お い て 、利 用 者 の 言 動 に対 して そ の

背 景 に あ る思 い を汲 も う と した り、 関 わ りを工 夫 す る な ど して 、

相 手 を理 解 、 尊 重 しよ う とす る取 り組 み が 行 わ れ て い た。

1 - 2 「個 別 ケ ア未 実 施 」 施 設

個 別 ケ ア を 「実 施 して い な い 」 と回 答 した 3 施 設 の 意 思 決 定 、

自己選 択 につ い て の取 り組 み は 、外 出企 画 、食 堂 へ の 誘 導 の工 夫 、

介 助 の 際 に利 用 者 の ペ ー ス を尊 重 す る こ と、な どで あ った。個 別

ケ ア実 施 施 設 に比 べ る と、具 体 的 事 例 や ケ ー ス に乏 しい た め 、ど

ち らか とい え ば職 員 の業 務 の工 夫 を挙 げ る傾 向 が 見 られ た。

質 問 1 全 体 の 回 答 か ら、言葉 や 行 動 よ って 自分 の 意 志 を適 切 な

形 で 表 現 す る こ とが 困難 な 状 態 に あ る痴 呆 性 高 齢 者 の 意 志 決 定 、

自己決 定 の尊 重 の考 え方 や 方 法 は、現 時 点 に お い て決 ま った もの

は な く、そ れ ぞ れ の施 設 が種 別 に関 わ らず 試 行 錯 誤 して い る こ と

が わ か った。

■質 問 2 : ① 入浴場面、②整容 ( 理美容) 場 面、③食事場面 のい

ずれ かの場面 で、意思決定、 自己選択 をどの ように してい ます

か ?
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質 問 2 で は、想 定 して も らう場 面 を あ る程 度 統
一 す る こ と に よ

り、 施 設 種 別 間 の取 り組 み の違 い を検 討 す る こ と を 目的 と した 。

2 - 1 「個 別 ケ ア実 施 」 施 設

整 容 場 面 を挙 げ た老 健 L 以 外 は、入 浴 場 面 が挙 げ られ た。入 浴

は、近 年 急 速 に普 及 しは じめ て い る個 浴 や 夜 間 浴 の導 入 や 職 員 体

制 の工 夫 な ど に よ り、個 別 ケ ア の 実 施 が他 の ケ ア に比 べ て 比 較 的

わ か りや す い 形 で行 わ れ る とい う背 景 が あ る と予 想 され る。以 下 、

種 別 ご と に実 施 状 況 を ま とめ た い 。

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム で は、個 別 ケ ア を実 施 して い る と回 答 した

す べ て の施 設 に お い て マ ン ツ
ー マ ンの 介 助 や 夜 間 浴 、入 浴 時 間 の

選 択 な どが 実 施 され て い た。個 浴 槽 や フ ロ ア ご と に浴 室 を備 え た

施 設 だ け で は な く、設 備 面 で制 約 が あ る施 設 で も、ケ ア の工 夫 や

配 慮 に よ り利 用 者 の 意 思 や 自己 選 択 を尊 重 しよ う とす る姿 勢 が

見 られ た。

新 型 特 養 で は 、ユ ニ ッ ト単 位 で 入 浴 日や 時 間 が 決 め られ つ つ も、

状 況 や 希 望 に応 じて 柔 軟 に対 応 す る とい う方 法 を と って い る と

こ ろが 多 か った。入 浴 して も ら う利 用 者 数 が 少 な い 分 、職 員 は 「何

時 ま で に何 人 入 れ な け れ ば な らな い」とい う プ レッシ ャ
ー か ら開

放 され や す い とい え る。
一 方 、 1 ユ ニ ッ トに 1 つ 浴 室 を持 た な い

と こ ろ もあ った。入 浴 だ け は ユ ニ ッ トを超 え て職 員 が 介 助 に 当 た

る とい う H 施 設 の 「ユ ニ ッ ト内 の利 用 者 につ い て は よ くわ か る の

だ が 、 自分 の ユ ニ ッ ト以 外 の 利 用 者 の こ と は 知 らな い こ と も多

い 」 とい う回 答 は 、ユ ニ ッ トケ ア の実 施 と考 え方 、 ま た設 備 の あ

り方 を考 え る上 で示 唆 に富 ん で い る。

グル ー プ ホ ー ム に お い て は 、個 浴 は 当 た り前 とい う意 識 か らか 、

- 7 3 -



回 答 は 「どの よ う に介 助 す るか 」 とい う もの が 中 心 で あ った。

老 健 で は 、「誘 い 方 」 につ い て述 べ られ て い た 。 決 ま った ス ケ

ジ ュー ル の 中 で 、い か に して利 用 者 の 気 分 を害 さず 気 分 よ く誘 導

す るか 、 とい う こ と を工 夫 して い る様 子 が 見 られ る。

療 養 型 病 床 群 で は 、患 者 に希 望 の 時 間 帯 を 聞 く 「フ リー タ イ ム

入 浴 」が 実 施 され て い る。施 設 種 別 の 中 で は ど ち らか とい え ば生

活 の 自 由度 か ら遠 い イ メ ー ジ を持 た れ が ち な 療 養 型 病 床 群 に お

い て こ う した取 り組 み が 行 わ れ て い る とい う こ とは 、施 設 種 別 に

よ る個 別 ケ ア の制 約 につ い て示 唆 に富 ん だ もの で あ り、それ を実

現 させ る具 体 的 な要 件 や 方 法 等 につ い て今 後 分 析 した い。

2 - 2 「個 別 ケ ア未 実 施 」 施 設

老 健 L で は整 容 場 面 、ほ か 2 施 設 は入 浴 場 面 を挙 げ て い た。入

浴 につ い て 、特 養 D で は特 に取 り組 み は して い な い との 回答 で あ

り、 最 近 か ら男 女 別 浴 、 A D L に応 じた入 浴 方 法 の 実 施 を行 い 始 め

て い る。 ま た 、老 健 N で は、入 浴 拒 否 の利 用 者 へ の誘 導 の方 法 の

具 体 例 と して 「良 い 意 味 で の うそ をつ く」 とい うや り方 が 行 わ れ

て い た。

唯 一 整 容 場 面 を挙 げ た老 健 で は、以 前 は外 の行 きつ け の 美 容 室

に行 く利 用 者 が い た が 、 現 在 は希 望 が な い と の こ とで あ った が 、

意 思 表 示 の 出来 な い利 用 者 の 「希 望 」 につ い て は 、慎 重 に検 討 す

る必 要 が あ る。

■ 質 問 3  痴 呆 の 方 の ア セ ス メ ン トで重 視 して い る こ と

3 - 1 「 個 別 ケ ア実 施 」 施 設
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今 回 の調 査 で は 、既 存 の ア セ ス メ ン トシ
ー トに つ い て 、利 用 者

の 問 題 行 動 の 把 握 ば か りが 中 心 に な って い る と い う意 見 が 多 く

聞 か れ た。 こ う した現 状 を踏 ま え 、オ リジ ナ ル の ア セ ス メ ン トシ

ー トの 導 入 や 併 用 を行 って い る施 設 もい くつ か あ った。

痴 呆 の ア セ ス メ ン トで 重 視 して い る点 につ い て 、施 設 種 別 ご と

で 大 き な特 徴 は見 られ ず 、質 問 1 と 同様 、種 別 を 問 わ ず 試 行 錯 誤

して い る様 子 が 見 られ た。 「で き な くな った こ とで は な くで き る

こ と を重 視 す る」 「家 族 か ら情 報 を提 供 して も ら う」 「( 問題 行 動

な ど) 状 況 に つ い て な ぜ そ れ が起 こ った の か 洞 察 す る」 「利 用 者

を よ く観 察 す る」な ど、意 思 疎 通 が 困難 な状 況 に あ る痴 呆 性 高 齢

者 を何 とか理 解 しよ う と して い た。 ま た、職 員 間 の 情 報 共 有 の大

切 さ に つ い て は多 くの施 設 で 言 わ れ て い た。

3 - 2  「 個 別 ケ ア未 実 施 」 施 設

個 別 ケ ア実 施 施 設 と比 較 し大 きな違 い は見 られ な か った。

■ 質 問 4  ハ ー ド面 の 良 い 点 や 課 題

最 後 の質 問 は、施 設 種 別 に よ る差 が最 も大 きい と予 想 され た質

問 で あ る。 以 下 、 個 別 ケ ア実 施 状 況 と施 設 種 別 ご と に考 察 す る。

4 - 1 「 個 別 ケ ア実 施 」 施 設

○ 特 養

個 別 ケ ア を実 施 して い る と回答 した 4 施 設 全 て が 、改 修 に よ っ

て ま た は 、開 設 当 初 か ら個 別 ケ ア、ユ ニ ツ トケ ア を意 識 した建 物

の つ く りに な って い た。ま た 、ハ
ー ド面 で の デ メ リ ッ トは ま った

く挙 げ られ て い な か った。も と も と空 間 的 に は広 い つ く りに な っ
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て い る建 物 を ユ ニ ッ トゃ 小 グル ー プ に仕 切 る こ と に よ り、利 用 者

が居 場 所 を選 択 した り、あ え て死 角 をつ く った り して利 用 者 が 落

ち着 く こ とが 出来 る空 間 作 りが メ リ ッ トと して挙 げ られ て い た 。

① 新 型 特 養

小 規 模 単 位 、全 室 個 室 が基 本 で あ る新 型 特 養 に お い て は 、メ リ

ッ トと して 、「プ ラ イバ シー の確 保 が 可 能 」「個 室 を 自分 ら し くす

る こ とが で き る」 「職 員 の動 線 が 短 い の で き りげ な く見 守 る こ と

が 出来 る」 「利 用 者 が居 室 か ら共 用 空 間 の様 子 を知 る こ とが 出 来

る」 ま た 、 「職 員 が 居 室 に入 る際 個 人 の 家 と して 自然 に尊 重 す る

よ う に な った」とい う こ とが 挙 げ られ て い た。これ らの 回 答 か ら、

新 型 特 養 に期 待 され て い る機 能 が 実 際 に 実 現 して い る こ とが わ

か る。

しか し一 方 で 、 3 つ の施 設 全 て か らデ メ リ ッ トも挙 げ られ て い

た。具 体 的 に は 「台 所 が狭 く入 居 者 と一 緒 に作 業 が 出来 な い」「個

室 で 1 人 の利 用 者 に 関 わ る と他 の利 用 者 を見 る こ とが で きな い」

「ユ ニ ッ ト間 の職 員 の連 携 が 出来 に く くな った」 「交 代 勤 務 を組

み に く くな った」 な どで あ った。特 に、従 来 型 の大 規 模 施 設 か ら

移 行 した ケ ー ス で は、職 員 もそ の環 境 変 化 に慣 れ る ま で 時 間 が か

か る。 こ こに挙 げ られ た デ メ リ ッ トが 、構 造 的 な 問 題 に よ る もの

で あ る の か 、 職 員 の工 夫 や 発 想 の転 換 で解 決 され る もの な の か 、

ま た は運 営 上 、方 針 の課 題 が 含 まれ た もの で あ るの か につ い て検

討 す る こ とが 必 要 が あ る。

○ グル ー プ ホ ー ム

メ リ ッ トと して は 、「開 放 感 」 「気 軽 さ」 「自由 さ」 な どが 挙 げ

られ て い た。 しか し、一 方 で 大 きな施 設 と違 い 、敷 地 面 積 が 小 さ
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い た め 、「自分 ひ と りに な れ る場 所 が な い 」 な どの 意 見 も見 られ

た。

グル ー プ ホ ー ム とい う名 称 で あ った り、規 模 が 小 さい とい うだ

け で 、自然 に グ ル ー プ ホ ー ム ケ アが 行 え る よ う に な るわ け で は な

い とい う J ホ ー ム職 員 の 意 見 は示 唆 に富 ん だ もの で あ る。グル
ー

プ ホ ー ム の メ リ ッ トデ メ リ ッ ト両 方 を職 員 が理 解 し、グ ル
ー プ ホ

ー ム 独 自の ハ ー ド面 の 特 性 を活 用 した ケ ア を 展 開 して い く こ と

が 必 要 で あ る。

○ 老 健

老 健 全 体 と して の 特 徴 は特 に見 られ な か った。大 規 模 ケ ア か ら

ュ ニ ッ トケ ア に移 行 した施 設 で は、職 員 に ゆ と りが で きた こ とが

挙 げ られ て い た。

○ 療 養 型 病 床 群

0 病 院 は、 環 境 へ の取 り組 み を先 駆 的 に行 って い るた め 、 平 成

1 2 年の 段 階 で グ ル ー プ ケ ア に移 行 して い る。小 グル
ー プ に分 け た

こ とで 「患 者 同 士 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョンが 生 まれ た 」 「役 割 を持

て る よ う に な った」 とい った利 用 者 に と って の メ リ ッ トと、ス タ

ッ フ主 導 の ケ ア か らそ の 人 の 得 意 な こ と を尊 重 し、 職 員 が 逆 に

「教 え て も ら う」とい う関 係 が 出来 た とい う メ リ ッ トも挙 げ られ

た。

環 境 づ く りの視 点 を 、「病 院 だ か ら とい って施 設 に ば か り 目を

向 け るの で は な く、サ
ー ビ ス とい う視 点 で考 え た と き、旅 館 や ホ

テ ル を参 考 にす る よ う に な った 」 とい う話 は大 変 興 味 深 い。

4 - 2 「 個 別 ケ ア未 実 施 」 施 設

老 健 L の み 、立 地 、調 度 品 等 の 良 さや 工 夫 が メ リ ッ トと して挙
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げ られ て い た。特 養 D で は全 て の居 室 が 4 人 部 屋 で あ る既 存 の建

物 に メ リ ッ トは な い と回 答 し、現 在 はそ う した 中 で 小 規 模 グル ー

プ化 へ の取 り組 み を行 って い る。そ の結 果 、職 員 の仕 事 へ の姿 勢

や 意 識 に変 化 が あ った こ とが報 告 され て い る。 しか し、既 存 の施

設 で は ユ ニ ッ トケ アが 出来 な い た め 、グル ー プ ケ ア を行 って い る

との 回 答 が 見 られ た。ユ ニ ッ トヶ ァ と グル ー プ ケ ア の 現 場 の認 識

の違 い につ い て 明 らか にす る必 要 が あ る と思 わ れ る。
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Ｑ
用
〉
ヽ
ヤ
杓
岩

鰻

事
　

　

　

　

　

　

　

　

　

部

将

課

撫

赴

醸

饗

払
　

Ｖ
私

く
里
謡
螺

′ど
）
維
Ｇ
盤
隠
拘
。や
縛
逆
６
ヽ
や
「

転
空
旧
蝶
）
Ｑ
葛
逆
く
Ｇ
や
。や
そ
Ｖ

仏
「
ｓ
ば
Ｇ
熊
球
空
ヤ
増
嘘

ぎ
や
逆
６
ヽ
や
ミ
０

）や
題
世
や
理

′無
く

′梨
誌

′柿
怒

Ｑ
樽
逆
冷
ヽ
や
■
遭
持
Ｄ
黙
抱
対
用
ぶ
四
田
眼
遭
！
ホ
～
Ｈ
終
き

。程
Ｄ

焦
軽
抱
―
ホ
ー
同
終
獣
）
〓
や
■
為
轟
遭
鍵
Ｉ
Ｎ
電
謡
螺

ぷ
牟
巫

】
―
孜
―
ど
慕
嘘

′Ｄ
対
６
や
ヨ
ば
抱
持
Ｄ
黙
穐
Ｅ

′Ｖ
Ｄ
技
逆
ミ
拘

く
足
Ｑ
糸
や
ミ
０
は
知
ミ
対
避
終
馴
榔
？
雫
郎

ぷ
飛
終
梁
峰
べ
昧

O
達
擦
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翌
Ｇ
や

。拙
蝉
逆
「
樽
米

″くＥ
ぶ
程
Ｇ
糸

や
て
怒
Ｎ
Ｇ
つ
世
Ｄ
ヨ
Ｖ
Ｄ
却
―
、
１
ム
楓
―

′建
抱
韓
理
０
代
盤
恭

や
■
控
按
里
思
壇

笙
蚊
摯
Ｑ
帥
ｄ

。や
■
逆
６
ヽ
そ
や
０
そ
想
田
歌
憑
杖
Ｄ
や
思
や
？
≡

翠
盟

メ
代
や
二
Ｖ
ミ
地
投
謡
担
躍
世
帥
怒

。怒
悪
概
笙
題
撲
沖
想

′Ｄ
怒
軽
抱
理
照
Ｇ
く
終
憑
終
や
か
抱
ど
へ
恨
巡
Ｇ
や

。や
倉
却
抱
ぷ

く
ミ
程
Ｑ
と
お
楔
Ｄ
陶
製
Ｎ
利
用
や
て
怒
終
く
終

′基
Ｇ
ぶ
く
抑
想
■

尽
怖
字
Ｋ
～
ふ
や
選
苺
駅

よ
求
柑

旧
慕 椰

ｄ

Ｌ
控
擦

月
別
剤
瑠
調
判
珊
＝
樹
倒
国
翻

■

い
穐
■
Ｗ
ミ
や
起
旧
ぶ
や
そ
Ｖ
か
逆
Ｓ
ｋ
伸
投
基
問
皿
′投
基
更
胆
Ｇ
神
蚊
寵
ｐ
対
０
つ
や
謡
螺
　
　
　
　
ｒ這
亨雪
げ



。や
そ
Ｖ
Ｄ
逆

６
ヽ
や
尺
や
対
役
ヽ
１
さ
ぺ
Ｇ
‘
ぐ
電
Ｇ
「羽
軽
」担

ぺ
濫
や
６
ヽ
Ｇ
鮮
引

′０
穐
役

。や
■
抱
椰
想
〉
や
却

日
や
基
Ｖ
Ｇ
≡
『
「ｄ
穐
≡
難
終
鞘
報
」ど
く
Ｇ
や
対

■
ヨ
抱
料
種
Ｇ
ミ

Ｊ
↓蟹
球

。や
飛
終
矩
ぶ
や
≡
）

Ｑ
二
判
「そ
黎
食
↑
笙
料
軽
Ｇ
向
空
逆
終
」
》
や
ど

ヤ
Ｇ
二
や
ミ
０
て
想
さ
穐
二
禅
≡
）
Ｑ
批
杓
Ｓ
程

ど
ミ
日
　
。や
二
終
く
，
か対
「二
や
ミ
憑
て
怒
０
糸

と
や
二
Ｖ
Ｑ
蛇
や
Ｓ
報
担
終
」世
と
や
つ
歴
眠
再

や
拘
）
遠
軍
材代
穐
収
和

】
ミ
０
や
逆
煙
劇

′や
い
撻
や
≡
）
て
怒
字
幅
Ｇ
締
怒
Ｇ
神
眠
寵

。ヤ
Ｇ
や
そ
Ｖ
て
毬
続
劇
利
ミ
や
杓
ャ
ヘ
皿
▼

士
穐
抱
旺
世
Ｇ
や
ど
く
Ｇ
や
。や
二
Ｖ
Ｄ
逆
６
ヽ
と
や
Ｄ
『
ぶ
ヽ
や
拘
て

想
）
Ｄ
ぶ
く

ぷ
捉
Ｄ
代
硬
判
Ｆ
ふ
ヽ
や
て
怒
〉
叶
」と
ト
ホ
ヽ
く
世
Ｇ

や
。や
る
終
く
や
■
Ｎ
帥
想
）
卜
や糸
範
理
念
品
題
世
【怒
せ

′控
ぺ
恵

‥
や
そ
Ｖ
Ｄ
望
Ｓ
ｋ
ど
熙
電
Ｇ
柿
怒
？
Ｅ
世
Ｇ
や
′】
Ｇ
や
梁

ｔ
や
窓
ヤ
村
遵
嘘
里
延
く
〉
禅
懸
題
逆
懸
瞑
Ｇ
咲
螺

革
一梁
峰
怒

や
二
Ｖ
Ｄ
導
枯
熙
悪
Ｄ
も
蝶
穂
帥
怒
〉
や
軽

題
逆
虫
曽
Ｇ
く
終
担
杓
壁
匝
巾慧
軽
眠
再

′ヤ
Ｇ
≡
も
つ
矩
慕
や
樽

蛛
終
蚊
饗
Ｇ
く
終
判
需
挫
革
聴

メ
代
）
程
Ｖ
難
伸
韓
延
Ｇ
Ｖ
二
Ｑ

逆
帥
怒
ｄ
糸
芸
恭
Ｖ
Ｑ
筆
逆
招
神
蟻
購
Ｇ
癌
抑
ど
蚊
型
Ｇ
帥
毬

帥
怒
　
　
】
ヽ
～
指
ト
ー
ミ
ヽ

。や
求
ぷ

杓
帥
や
ヽ
ト
ト
ト
ふ
′Ｄ
眠
煙
Ｇ
と
ヽ
六
ヽ
や
卜
Ｇ
巡

▼
そ
榊
Ｎ
態
――＝ェ
Ｇ
神
眠
寵

′や
告
Ｇ
綻
田
。や
■

基
広
逆
ヽ
ふ
ト
ト
ふ
ｄ
穐
■
Ｇ
購
硝
ヽ
１
ふ
′Ｄ
窓

抱
基
キ
Ｇ
杓
判
翌
Ｑ
や
逆
思
白
二

′拘
判
翌
Ｑ
や
望
念

懸
二
≡

。や
二
Ｖ
Ｑ
や
逆
ミ
ど
緯
匝
対
蟻
耐
ヽ
～
ふ●

。Ｓ
ｋ
終
判
日
や
■
墳

預
む
終
や
食
縫
抱
様
相
Ｑ
く
終

。や
飛
つ
母
日
程
ミ
０

熊
対
ぷ
穐
二
や
る
収
Ｑ
夕
代
躍
」
■
ぶ
く
さ
ヽ
一
。終

役
Ｇ
や
そ
Ｖ
Ｑ
世
抱
や
叢
ば
そ
Ｄ
巡
ど
や
蛇
は

ガ
浄

禅
二
）
尺
べ
ど
Ｅ
Ｘ
Ｇ
網
く

′廷
虹
姿
Ｇ
ゼ
ｏ
ω

。Ｓ
ｋ
終
対
”
ヂ
烏
や
景
糸
そ
程
Ｄ
や
Ｅ

′併

ヽ
終
く
終

メ
↓や
紫
ヨ
ど
）
無
翠
や
い
幾
Ｇ
神
緯

悠

ギ
リ
「や
最
〉
ヽ

や
■
怒
醸
神
神
眠
語
」
′牛
村

判
判
Ｎ
日
蜀
劇
盟
ｄ
劇
科
貫
劇
倒
劉
財
関
料

。世
れ
ヤ
控
按
〉
村
６
′終
翌
Ｑ
役
尽
業
や
ｓ
ヽ
０
匝

′ミ

。や
≡
Ｖ
Ｄ
壇
鞭
逆
対
日
時
対
〉
村
ぶ
や
ヽ
前
か
～
ふ
―Ｉ
Ｈ
′′′
品
ヤ
Ｇ
ｓ

図
終
ヽ
ｍ
ヽ
―
ふ
Ｈ
Ｈ
′′′
日
〉
朴
「

′牛
や
つ
純
里

′牛
拘
ヨ
や
ほ
ｋ

理
終
鯉
翌
ヤ
翌
寧
Ｇ
神
眠
再

ガ
，Ｄ
遵
）
Ｄ
Ｏ
撫
〉
Ｄ
黙
Ｖ
Ｄ
々
息
逆

′０
世
や
牟
ぐ
望
Ｋ
Ｉ
て
Ｇ
く
Ｇ
や
）
と
拠
や
機
ｓ
〉
Ｇ
ｅ
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Ｑ
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Ｇ
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製
皿
抱
ヽ
１
権
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ー
ミ
ヽ
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憔
Ｗ
部
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抱
ヽ
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Ｋ
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ト
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代
虹
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Ｇ
ゼ
ｏ
∞
′】
〓
Ｇ
縦
飾
Ｋ
Ｉ
ふ
Ｇ
鰐
「

。程
Ｑ
村
Ｄ
Ｖ
ミ
昧
終
神
眠
再

′柏

鯉
Ｎ
縫
本
斗
卜

′牛
和
】
控
按
逆
そ
亜
Ｇ
や
′空
虹
饗

メ
代
役
Ｇ
程

Ｑ
糸
世
Ｄ
抱
田
ミ
）
念
皿
革
一神
眠
再

。程
Ｇ
村
Ｄ
Ｖ
ミ
拘
綸
興

ヽ
一

虹
姿
Ｇ
ゼ
ｏ
ω
′終
程
Ｄ
理
や
無
本
井
卜
）
里
ふ
や
た
　
。楔
Ｇ
飛
終
怒

よ
思
や
田
縮

′延
揺

神
眠
寵
Ｇ
～
予
や
く
ふ
ミ
ト

日
盟
緯
く

、
鯛冊桝は
　　
　
ヽヽ
～
終ト
ー
ミ
ヽ
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二
▼
ど
穐
抱
鍬
――ＩＥ
Ｇ
勾
や
声
↓足
Ｄ
二
蟹
報
０
ミ
や
拘
役
〉
Ｖ

Ｑ
字
逆
峠
「
ニ
ニ
収
Ｄ
二
隠
程
０
代
と
や
牟
くＥ
逆
旺
」
′終
そ
禅
そ
▼

Ｑ
料
ど
逆
ヽ
卜
ヽ
卜
ふ
ど
対
”
，
かダ
ミ
６
や
地
逆
田
妻
Ｖ
〔
一代
Ｎ
黙
仙

や
６
ヽ
Ｇ
鞄
′Ｄ
役
世

。や
二
Ｖ
Ｄ
無
料
）
Ｄ
『
ヽ
卜
ヽ
卜
ふ
や
判
”
６
構

里
田
経

革
一Ｖ
≡
Ｑ
逆
神
は
く
と
や
終
轟
尊

′）
（
や
撃
つ
Ｑ
二
■

。や
≡
）
卜
↓糸
抱
探
Ｍ
が
，程
Ｄ
と
整
程
抱
田
英

′）
Ｄ

基
軍
終
卜
ヽ
ヽ
＼
抱
尽
や
杓
や
≡
≡
足
ぶ
？
」
０
代
■
増
Ｇ
神
Щ
く
■

悪
齢
字
Ｋ
ｌ
ふ
や
電
進
眠

。や
二
▼
Ｄ
蝉
留
▼
Ｄ
判
韓
理
抱
ぷ
終
基
Ｇ
持

蚊
食
０
穐
０
食
メ
代
や
と
Ｖ
Ｄ
基
軍
）
田
Ｇ
尽
終
懸
程
か
ヨ
終
ト
ホ
ふ

ヽ
′ど
）
≡
Ｑ
逆
く
と
や
れ
や
絶
対
日
６
Ｍ

。や
二
）
Ｑ
憑
つ
）
求
却
逆

神
Щ
く
Ｖ
全
歴
Ｎ
ぐ
蚊

′Ｇ
ヂ

↓足
終
基

イ
一）
と
Ｑ
逆
さ
終
慈
■

蝶
鍮
騨
駆
ぷ
騰
機
韻
帥
幽醜

。そ
や
そ
ど
）
食
赳
ｓ
偲
）
村
持
蚊

ぷ
食

や
州
終
捜
濃
Ｇ
抑
怒
ど
Ｇ
や
≡
】
ミ
襲
ｓ
醤
基
逆
ヽ
ト
ト
ト
ふ
メ
代
や

二
）
Ｇ
Ｒ
基
ト
ホ
ヽ
＼
抱
持
蚊
Ｇ
さ
て
毬
Ｇ
神
山
く
Ｇ
ミ
や
ミ
や
■

。そ
黎
ｉ
ｓ
ヽ
飛
空

神
映
く
や
尺
難
対
「ミ
”
Ｌ
終
や
各
空
Ｖ
≡
掻
伸
尽
蚊
Ｇ
神
映
く
■

へ
求
や

旧
ぶ

一ヽ

１
そ
ト
ー
ミ
ヽ

月
別
料
瑠
調
『
珊
剖
倒
倒
国
翻

■

い
穐
■
ヤ
ミ
禅
起
ほ
ぶ
や
そ
Ｖ
Ｄ
逆
Ｓ
ｋ
抱
投
基
間
皿
′投
基
更
授
Ｇ
神
眠
再
つ
対
Ｇ
つ
Ｗ
謡
螺
　
　
　
　
一這
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げ



。や
々
か）
求
や
デ
↓や
憑
禅
〉
韻
笙
楽
娯

（日
眠
）
Ｇ
Ｒ
螺

′Ｄ
盤
騨
や
硬
薫
恵

′や
利
用
や
■

。や
そ
）
Ｑ
止
芯

Ｎ
謡
軍
字
緯
判
代
Ｇ
や
″Ｖ
眠
抱
中
撻
世
―

′】
Ｇ
や
や
〉
韻

抱
羅
想

′ど
逆
代
や
ミ
拘
や
綸
蝶

。や
る
Ｖ
Ｑ
峰
や
ヽ
ヽ
ふ
Ｋ
６

・糸
■
）
と
と
）
Ｑ
い
つ
）
申
拘
○
○
逆
鯉
―
」
′Ｄ
や
ぷ
謡
）

里
「穐
Ｇ
や
■
抱
ミ
や
遭
梁
Ｇ
こ
」）
て
■
Ｖ
二
Ｑ
逆
熙
く
煙

娘

′牛
食
峰
ど
や
基
寒
Ｇ
喜
卜
ヽ
ヽ
く
′つ
）
そ
）
Ｄ
卜
遵
終

田
）
代
Ｇ
味
眠

′牛
や
起
羅
樹
）
Ｄ
基

′つ
逆
ｓ
ｔ
や
帥
Ｅ
■

や
ミ
迎

革
↓）
か
駅
逆
神
連
や
ミ
Ｇ
Ｒ
昧

′鑑
選
ヤ

ぷ
選
（▼
Ｑ
葛
日
一導
思
Ｇ
ぷ
窓
）
）
Ｑ
ヽ
逆
ぶ
く

。そ
や
ど
対
用
，
↓『
や
二
Ｖ
ミ
く
や
べ
）
Ｑ
菫
逆
旧
ぶ

樽
ミ
達

′Ｐ
Ｇ
や
二
Ｖ
Ｇ
峰
抱
卜
ふ
舎
嗅
翠
）
Ｖ
Ｄ
瑠
抱
煙
判
Ｇ
工
「

翌
Ｇ
や

悪
齢
字
Ｋ
～
ふ
や
還
進
駅

ぺ
ぺ
報

恒
慕

）
て
■

Ｏ
選
槃
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翌
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や
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棋
飛
逆
卜
ふ
Ｖ
Ｄ
黙
則
終
岳

甜
経

′「
樽
怒

′緯
榊

′緯
く
埜
Ｇ
や

。や
■
無
邸
延
国
〒
困穐
Ｇ
ニ

や
ヽ
蚊
穐
Ｇ
二
黎
〉
Ｄ
遷

′空
逆
●
ぶ
と
や
ヨ
終
無
加

。や
■
熙
醸
田

∞
Ａ
ｐ
Ｇ
や
☆
つ
単
榔

〓
↓神
眠
寵
や
食
終
墳
区
，
か対
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て
せ
」

。や
拙
Ｄ
母
Ｖ
≡
Ｑ
逆
ヽ
ヽ
ふ
ト
ト
ヽ
Ｒ
。巡
判
対
結
梢
承
趣
Ｖ
二
Ｑ

逆
柿
想

。翌
Ｑ
禅
〉
ヽ
終
題
キ
器
氷

′や
り
『
収
ミ
く
ぶ
摩
）
Ｄ
細
経
勲

柿
想
二
■
字
て
怒
ね
蚊
笑
く
終
Ｖ
Ｄ
按
逆
神
眠
再
Ｇ
ば
く
抑
翌

悪
齢
字
Ｋ
！
ふ
や
霊
苺
駅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
求
や
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
ぶ 椰

毬

Σ
製
榔

月
洲
劇
瑠
調
判
珊
劇
刷
倒
∃
翻
■

い
穐
■
や
ミ
樽
趣
恒
ぶ
や
そ
Ｖ
Ｄ
逆
Ｓ
ｋ
や
投
基
問

皿

′投
基
堕
授
Ｇ
神

眠
再
つ
対
Ｑ
つ
】
謡
螺
　
　
　
　
一
這
Ｐ雪
げ



。や
二
Ｖ
Ｄ
団
狩
趣

Ｅ
植
ヤ
ヘ
ぶ
字
Ｇ
盤
終
っ
Ｗ
ぷ
拒
，
怠
や
′ヤ
Ｇ

や
巡
照
ど
Ｇ
や
■
網
く
逆
巡
駅
Ｖ
Ｑ
崚
逆
岬
皿
ｓ

”
一住γ
メ
↓や
Ｄ
Ｄ
ョ
Ｅ
々
↓
地
Ｑ
′
かヽ
一Ｖ
Ｄ
母
絡
桓
【
′”
↓

▼
Ｄ
按
逆
終
穏
や
還
Ｒ
韻

。や
二
Ｖ
Ｄ
里
ぶ
ヽ
６
０

つ
Ｖ
Ｄ
Ｒ
蕊
逆
盤
照

″ど
逆
くＥ
ぶ
，
怠
や

ガ
かや
代

二
ど
遭
ど
や
や
ど
糸
駆
世
中
、い
対
や
ぺ
や
抱
『
”
，
↓

対
総
黙

メ
デ
，世
Ｄ
逆
柿
く
杓
Ｋ
Ｉ
て
Ｇ
く
Ｇ
ゃ

ポ
０
つ
Ｖ
て
毬
逆
く

終
〉
て
や
や

。や
≡
Ｖ
Ｄ
逆
６
ヽ
い
お
つ
Ｖ
Ｑ
投
抱
帥
ヽ
―
卜
ヽ
ヤ
ヘ
皿

′つ
Ｖ
〉
や
紫
ョ
つ
Ｖ
栄
ョ
（鋼
経
逆
６
ヽ
や
牟
望
て
怒
や
Ｋ
～
て
Ｇ
そ

憑
〉
０
匝
終
虹
組
ゃ
運
世
Ｇ
二
恐
〉
躍
世
―

。勾
や
や
■
挫
目
〉
職
堂

起
鑓

鉾

霧

戴

縄

ゾ

グ

。志
へ
，
かデ
↓樽
Ｄ
抱
杓
ぷ
昨
Ｖ
Ｑ
と
デ
代
′二
や
駒
■
Ｄ
継
く

メ
浄

や
０
図
や
ヽ
―
て
Ｇ
拙
念
皿
。や
る
Ｖ
Ｄ
逆
帥
く
抱
へ
ヽ
γ
や
ヽ
Ｇ
や

。Ｑ
鯉
対
ぶ
〉
Ｑ
０
０
終
や
Ｄ
ｓ
程
求
思
や
く
邸
収
ど
割
抱
歴
世

。や
そ
Ｖ

Ｄ
門
↓６
ヽ
や
■
ぶ
郎
逆
６
ヽ
６
０
つ
Ｖ
Ｑ
ヤ
）
念
皿
′０
材代
樽
Ｄ
ネ
Ｈ
栂

ど
穐
ほ

ヽ
一遭
よ
そ
想
終
々
蟹
巡

ガ
，禅
Ｄ
ど
轟
穏
Ｖ
Ｄ
基

。や
二
）

と
役
世
二
Ｖ
拠
村
村
Ｇ
や
終
６
ヽ
拠
逆
Ｄ
思
郎
終
へ
Ｇ
や
メ
代
や
黎
逆

６
や
つ
ぶ
く
▼
Ｄ
逆
程
〉
鯉
―
二
Ｑ
と
Ｑ

′和
対
Ｇ
ぺ
榔
撫
十
帥
怒

帥
ｄ

ｚ
鯉
榔

悪
帥
字
ヽ
！
ふ
樽
翌
進
駅

。や
氷
ヨ
終
判
日
や
食
整
て

毬
対
ミ
や
抱
′つ
い
求
へ
や
穐
穐
Ｇ
歴
世
逆
帥
鮮

′ヤ
Ｇ
禅
旺
世
帥
想

終
や
村
念
導
世
当
憑
穐
世
当

げ
役
足
と
）
Ｑ
鯉

ぎ
や
逆
い
軍
Ｄ
緯

終
虹
選

′ど
ヽ
衣
と
世
Ｄ
柿
毬
〉
叶
勾
や
よ
Ｇ
咲
螺

′倉
煮
抱
紳
構
憑

張
撫
装
熊端
。」輔
犠黙
強
調
岬鞠
輯縦
経

や
調
想
虹
組

。や
■
眠
選
Ｎ
～
ヽ
１
て
ふ
Ｈ

′杓
判
や
０
卜
逆
判
怒

酢

想

ｄ
選
相
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。や
■
ｔ
匝
役
眠
謡
軍

革
↓）

Ｄ
駆
逆
ヨ
煮

。や
二
Ｖ
小
ミヽ
週
）
と
役
神
酬
緯

′牛
伸
空
と
想
酎
厳

ど
や
増
嘘

ボ
蛭
や
ヽ
ヽ
コ
小
ｍ
ヽ
字
ｓ
熊
６
勾
特
）
Ｄ
按
逆
神
馴
権

――

――

圏

団

――

――

――

――

刷

岡

田

倒

田

――

――

――

‐―

‐―

田

円

――

――

‐――

旧

欄

旧

旧

肥

月
引
州
到
Ⅵ
倒
田
珊
引
樹
倒
国
瑠
■

い
穐
■
や
ミ
樽
起
旧
ぶ
や
そ
Ｖ
Ｄ
逆
Ｓ
ネ
伸
投
基
問
皿
′投
基
堕
艇
Ｇ
神
眠
再
つ
対
Ｑ
つ
Ｗ
謡
螺
　
　
　
一這
Ｐ豊
げ

ヨ
煮

Ｑ
鵜
控



。や
飛
「
一０
「
一Ｄ
つ
『
日
Ｙ
Ｇ
遭
々
↓
Ⅸ
Ｎ
葉
遭
吉
本

）
Ｑ
終
態
申
終
Ｇ
，
↓対
ぶ
や
役
整
壮
Ｇ
ミ
的
神

眠
再
Ｇ
日
′つ
勾
や
整
壮

′。
か■
字
デ
Ｒ
食
終
翠

寧
Ｇ
神
眠
寵

′倉
世
や
白
】
ミ
穐
念
】
４
へ
Ｈ
ヽ

。や
そ
Ｖ

Ｏ
日
６ヽ
ヽ
や
貧
韓
対
勾
や
「黒
■
村
二
くＥ
ヽ
つ
劇
Ｇ

日
≡
い
黒
ミ
■
）
る
と
終
０
や
勾
０
収
Ｑ
役
芸
Ｇ

用
対
芸
Ｇ
り
」
ヽ
一蟹
や
■
抱
求
鞠
撫
群
い

。や
飛

Ｖ
Ｄ
廻
絡
終
翠
蝶
胡

′翠
騨
螺
や
―
せ
た
ペ
ーー
ヽ

。や
二
）
Ｑ
や
ｔ
終
虹
饗
逆
は
ユ
ホ
叫
ヽ
連
騨
樹

∧
）
と
Ｑ
逆
芸
照
Ｖ

。や
飛
つ
『
日
や
ミ
拘

縫
く
Ｖ
ミ
穐
拠
や
機

メ
デ
↓黎
空
】
ど
役
杓
が
か捉
Ｄ
燕
無
く
つ
Ｄ
十

栄

。程
Ｇ
や
遭
６
ヽ
や
食
轟
や
熊
く
対
い
ミ
そ
や
ど
や
Ｑ
二
世
Ｄ
抱
縫

く

′）
Ｄ
預
逆
ミ
拘
神
眠
再
６
村
Ｄ
）
Ｄ
檀
杓
翼
抱
芸
『
や
や
逆
代
ヽ

ヨ
材代
却
日
や
く
「
吾
ド
↑
珊
正
時
つ
怒
，ヽ
′楔
村
。や
″
♪Ｖ
Ｄ
逆
６
ヽ
や
ホ
旅
甜
弥

終
虹
姿
Ｑ
く
Ｉ
Ｐ
村
騨
樹
憑
代
導
鞘
Ｇ
芸
壮

。や
と
）
Ｑ
や
峰
や
縫

理
担
配
慮
程

。や
■
杓
や
ぶ
構
Ｎ
無
く
０
終
や
Ｄ
や
緯
旺
判

。や
麟
全

蟹
逆
硬
韻
笙
神
眠
再

′】
Ｑ
Ｉ
理
照
Ｇ
虹
聾

′】
Ｑ
『
●
卜
糸ヽ
恨

口
穏
控

。‥
二
Ｄ
韻
つ
Ｖ
『

。や
ぺ
と
つ
対
Ｇ
つ
Ｇ
世
―
】
Ｇ
照

理
海代
判
翠
翠

。や
食
つ
杓
判
と
そ

′Ｄ
や
飛
”
一杓

『
や
倉
役
▼
Ｇ
ヽ
遭
田
つ
や
虹
揮
０
匝

′。
↓Ｄ
韻

”
『
”
や
ぺ
単
や
探
価
Ｖ
そ
Ｑ
逆
怒
理

′翠
宴

や
る
Ｖ
Ｄ
室
郵
Ｗ
尽
集
Ｇ
宝
世

Ｇ
や

ガ
↓禅
二
】
倉
基
笙
く
や
く

′代
ぶ
く
字
題
せ
Ｇ
岨
頁
程
■

や
二
Ｖ

Ｄ
日
ふ
ヽ
ぶ
峰
】
村
や
尺
熊
０
穐
耕
総
】
―
積
―
終
神
眠
寵
対
虹
饗
■

や
紫
ヨ
絶
対
向
い
０
つ
）
Ｑ
く
）

伸
牟
くＥ
遭
羅
進
ヤ
盤
選

′や
判
”
や
■
６
日
。や
と
）
Ｄ
製
皿
杓
対
日
や

求
測
抱
羅
苺
，
か却
「ヽ
や
ミ
く
つ
膨
Ｑ
≡
」
′ど
Ｖ
二
Ｑ
逆
配
慮
報
ロ

。や
飛
終

業
ば
，
か対
と
や
代
Ｄ
ほ
迎
―
終
配
慮
報
逆
卜
臣
ト
ー

メ
デ
↓世
求
や

】
求
邸
や
世
妖
Ｇ
神
眠
再

し
や
笙
や
矩
韓
Ｇ
虹
選
ｓ
菫
や
栄
ヨ
■

限
結
役

村
革
『
日
，
烏
ミ
や
■
墳
萩
６
杓
′Ｖ
そ
Ｑ
逆
代
や
二
盤
終
配
直
報

縫
く

ｏ
相
控
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ぶ
い
つ
Ｖ
Ｄ

無
く
）
Ｄ
々
息
逆
神
眠
再
】
却
”
や
牟
題
終
虹
姿
０
匝
０
糸
慕
眠

ガ
↓

峰
や
縫
く
ヽ
け
！
（
ヽ
け
空
禅
隠

が
代
捉
Ｑ
☆
や
縫
く
□
蝦
ど
癌
本

蒔
■
氷
Ｈ
抱
蟹
件
Ｇ
無
く

築
く

口
穏
建

翌
Ｇ
や

．や
≡
】
Ｄ
基

耳
穐
ニ
ニ
終
無
く
Ｇ
Ｑ
と
Ｖ
持
つ
杓
や
い
準
Ｇ
遵
Ｇ
や

ガ
か０
つ
）

Ｄ
無
く
）
Ｄ
抱
ホ
↓穐
恨
台
穐
憑
や
日
．″
かか
ミ
牛
ね
終
Ｇ
や
■
熙
製
抱

馴
熊
Ｇ
穐
と
程
Ｄ
緯
く
Ｑ
≡

ガ
↓黎
ｉ
ｓ
村
☆
ど
神
綸
理
Ｑ
殺
く

※

．翌
Ｇ
や
〉
ヽ
終
い
経

げ
↓還
味
捜

．や
ホ
的
一６
ヽ
６
憑
つ

Ｖ
Ｇ
く

ゴ
照
蝶
利
．と
や
ミ
Ｄ
夕
代
や
ミ
墜
〉
ヽ
担
ミ
村
要
】
Ｄ
縫
く

．二
や
ど
セ
理

′ぺ
ぐ
終
喪

（広
悪
揺
翌
味

尽
帥
？
ヽ
１
ふ
樽
翌
畿
眠

・や

と
出
ｓ
〉
Ｇ
ｅ
】
ぶ
く
ヾ
困
延
瑠

有

代ヽ
全
や
杓
ヤ
Ｇ
に
穏
硬
授

※
Ｖ役捉

姉
鎖
鰐
謎
鵬
晦
塩
裂
剛
ぶ蚤
騨
謙
鎌

くや抱】ｋ照喪植伊
♪程ｓくやぶ
皿
、】弱へＣぷ
喘一環瞭蹂

馬
ミ
く
つ
】
回
は

、題
揺

、回
へ
Ｇ
遵
＋
・癌
寺

ヘ
ペ
柑

無

く

旧
慕

く
器
建

一や
そ
Ｗ
Ｄ
捜
駅
」
卜
ふ
玉
理
■

（旧
ぶ
Ｇ
煮
本
Ｈ
題
甑
）

い
穐
■
村
そ
Ｖ
Ｄ
逆
ｓ
ヽ
Ｇ
釣
や
悪
拙
潤
皿
′投
基
更
授

′Ｖ
そ
Ｑ
逆
恒
ぶ
帥
毬
③

′旧
ぶ
（ぐ
林
酎
）ぐ
翻
⑥

′旧
蝶
無
く
③

側
一
Ｅ
ｏ
一亨
り
ｏ
う
げ



。や
飛
】
捜
離
ど
Ｖ
≡

Ｑ
逆
好
、Ｇ
や
′】
Ｇ
と
ぶ
つ
対
向
と
樽
ｄ
景
基
対
”

Ｇ
神
眠
寵
Ｇ
煮
本
一
ト
ーー
ヽ
Ｇ
へ
皿
メ
長
投
Ｇ
や

糸
念
〉
ヽ
ど
）
と
Ｑ
逆
神
眠
寵
Ｇ
電
ュ
ヽ
Ｈ
ヽ

。時
≡
Ｖ
Ｄ
逆
６
ヽ
や
■
紺
緯

黙
繋
鑓

理
輝
耀
終
染
虻
拶
拝
認
甜
距
減
鱒
幅
的
眠
縣
畑
小略
導
坤
雑
槃
雌
時
代

馬
≡
Ｖ
か
控
按

逆
部
熊
逆
牛
や
笙
≡
穏
田
難

メ
代
や
と
Ｖ
Ｇ
村
基
笙
皿
暖
Ｇ
終
閑

Ｉ
建
榛

。や
≡
Ｖ
Ｄ
逆
Ｓ
ｋ
や
経
授
，
，

縫
く

０
蛭
榛

。や
≡
Ｖ
Ｄ
Ｎ
耕
構
Ｇ
無
く
０
穐
Ｖ
Ｇ
お

鎌

穏

譴

墜

ツ

プ
０
や

ね

゛
悪
帥
字
Ｋ
～
ふ
禅
翌
進
式

ヽ
速
ぶ程Ｄ盤
斌
熙
朴韻
ｍ等
襲
い
博
搬ジ

くＥ
ぶ
や
■
馴
終
抱
揮
網
く
Ｇ
鎖
Ｅ

。や
と
Ｖ
Ｇ
、
基
空
回
世
無
く

へ
ぺ
村

旧
嫌

』
難
榛

-85-

い
穐
■
ヽ
そ
Ｖ
Ｄ
翌
ぶ
ヽ
Ｇ
勾
伸
悪
瑠
潤
皿
′投
基
愛
植

′Ｖ
生
Ｑ
逆
旧
ぶ
帥
毬
⑤

（旧
慕
Ｇ
煮
本
Ｈ
臣
団
）

′旧
ぶ
（熙
黙
田
）
熙
劇
⑥

′旧
ぶ
無
く
○

拭
洲
劇
瑠
調
綱
珊
劇
樹
倒
国
瑠

■

ミ
一
Ｅ
ｏ
一Ｐ
り
。
ョ
げ



ギ
■
壇
萩

終
ト
ヘ
ふ
ヽ
そ
■
字
Ｄ
墳
枝
）
Ｑ
ヽ
遭
や
眠
寵

メ
代
や
二
Ｖ
Ｑ
村
基
逆

還
終
岨
起
却
製

。や
■
ネ
Ｈ
や
ど
燕
ほ
）
翠
ヽ

′翌
眠

′程
村

。や
持

経
抱
群
総

′Ｖ
Ｄ
６
ヽ
６
憑
つ
Ｖ
Ｇ
投
抱
き
は
二
建
や
墾
Ｇ
く
Ｇ
や

′や

ぶ
く
Ｇ
運
無
く
Ｇ
く
世
Ｄ
熊
く
遭
択

革
一逆
く
や
■
綸
製
抱
縫
く

。や
求
や
対
檀
ギ
悪
笙
ば
ヽ
Ｄ

柄
れ
に
逆
ゝ
ヽ
と
報
≡
冷
、
Ｄ
村
ぶ
く
望
配
慮
役
」
逆
く
Ｇ
や

。足
抱
Ｖ

Ｑ
字
や
食
皿
ど
く

′ど
さ
ヽ
一
報
字
無
く
ヤ
村
ミ
日
。や
と
Ｖ
ど
Ｑ
や

ば
逆
ぶ
ヽ
二
や
恐
や
逆
控
萩
禅
準
，
↓対
ダ
↓程
二
恐
つ
Ｖ
Ｑ
く
や
矩
韓

Ｇ
増
ゃ
日
′っ
と
養
ほ

メ
代
や
■
Ｎ
ど
率
ほ
巡
性

′）
と
廻
抱
延
世

。と
や
倉
轟
空
「
本
ミ
や
０
世
Ｑ
‐―＝Ｅ
伊
かや

０
無
く

′食
楔
Ｇ
や

。や
そ
）
求
や
対
（
や
役
や
分
蟹
〉
縛
抱
息
に

′建

『
り
や
や
里
難
】
郷
砥
白
や
ミ
や
′０
ミ
役
梁
ｔ
や
や
遭
難

′笙
無

く

ガ
↓や
Ｄ
ど
と
想
田
球
抱
無
く

革
↓）
Ｄ
孜
里
く
Ｇ
】
世
Ｄ
咲
寵

縫
く

　

　

】
ヽ
―
格
ト
ー
ミ
ヽ

。や
二
）
来
ヨ
終
慰
酎
瑠
ネ
や
■
萩
逆
卜
ふ

。や
二
）
Ｄ
鮭
球
Ｎ
対
日
〉
榊
抱
杓
ぐ
懸

ｓ
却
Ｄ

■
田
眼

′廼
や
ヽ
―
指
ト
ー
ミ
ヽ

。楔
≡
）
Ｏ
ｔ

Ｗ
Ｏ
利
総
黙
終
終
Ｇ
榊
珊
無
く

ヽ
一や
禅
難

ギ
栄
ヨ

つ
ぶ
け
は
ｓ
〉
Ｑ
ｅ

。世
Ｑ
や
遭
６
ヽ
や
栄
ヨ
つ
―
ふ
挙
か

。世
Ｑ
や
逆
６
ヽ

や
求
螺
や
や
楔
念
皿
）
ミ
く
ｓ
麟
や
ふ
ヽ
ふ
た
ヽ
メ
代
世
Ｑ
代
や
ぺ
螺
つ

製
Ｇ
喪

′世
村
。や
採
ヨ
空
旧
橿
Ｇ
進
弧
つ
）
０
ぶ
く
空
〓
報
対
隠

。翌
Ｑ
や
逆
６
ヽ
や
紫
ヨ
粂
対
日
■
難
抱
判
”
や
紫
ヨ
逆
薫

鯉
ダいさ掛跳糾
転
御
略除調役膝怖
然
糸
鎌
癬
ポ蝉琳隅蜘
０世

Ｇ
や
逆
ぶ
ヽ
や
ぺ
や
や
郎
Ⅸ
料
皿
世
中
や
くＥ
逆
べ
翠
Ｇ
神
眠
寵

′）

０
四
や
神
樹
製
Ｇ
ヽ
～
終
ト
ー
ミ
ヽ
。世
≡
▼
Ｑ
瑠
歴
終
よ
求
０
経

Ｇ
神
緯
く

′牛
杓
や
機
智
各
ぺ
選
や
栄
ヨ
Ｇ
く
終

′慕
却
程
咲
ヨ

疑
く
　
　
　
ヽヽ

―
終
ト
ー
ミ
ペ
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。や
全
Ｖ
Ｄ
撃
抱
無
く

′Ｄ
基
軍
）
ば
杓
捜
集
Ｇ
神
Щ
く
終
ト
ホ
ふ

Ｋ
Ｇ
蕊
田
′起
Ｗ
全
Ｑ
逆
神
陛
く
と
や
二
Ｖ
Ｄ
匝
せ
抱
無
く

。や
ニ

）
ど
糸
抱
ほ
空
回
＝
逆
匝
ぺ
ど
遭
押
理
く
Ｇ
翌
Ｇ
や
′
（〓
く
留
＼
く

ヾ
？
母
る
０
つ
）
Ｄ
や
く
匝
は
空
）
二
Ｑ
逆
押
Щ
く
と
翌
Ｄ
縫
く
ロ

。″
か息
，
か

Ｖ
Ｄ
無
料
逆
難
ど
ヽ
ト
ト
ト
ふ
収
Ｄ
墳
按
逆
約
理
無
く

メ
代
や
そ
）
ミ

地
熊
船
逆
と
ヽ
ム
ヽ
や
卜
空
）
そ
Ｑ
遭
神
眠
く
や
卜
焔
興
や
幾
く
■

。と
や
か
ど
対
日
■
撃
引
本
ミ
や

′憑
楔
ミ
憑
墨
Ｖ
Ｑ
構
田
ω
！

「
ざ
報
▼
Ｄ
逆
６
ヽ
そ
や
Ｄ
起
二
樹
酎
難

。や
全
）
Ｄ
や
基
軍
Ｇ
穐
６

勺
ミ
６
恐
や
）
Ｑ
く

′Ｖ
ば
抱
基
奏
熊
く
Ｇ
や

。や
飛
Ｖ
Ｄ
逆
照
や
尽
筆

縫
く
Ｇ
念

Щ
ふ
「
Ｇ
神
映
く

ぎ
程
）
Ｑ
や
逆
い
ヽ
や
和
】
幾
く

皿
せ

Ｖ
≡
Ｑ
遭
利
”
■
撃
や
築
く

縫
く

一ヽ

１
に
ト
ー
ミ
ヽ

悪
帥
字
Ｋ
ｌ
ふ
黎
還
進
駅

（旧
ぶ
Ｇ
ま
本
Ｈ
題
甑
）

い
穐
■
村
と
Ｖ
Ｄ
逆
ぶ
ヽ
Ｇ
勾
や
悪
卿
問
皿
′投
基
更
授

′Ｖ
二
Ｑ
逆
旧
ぶ
帥
ば
⑤

′旧
ぶ
（熙
状
田
）ぐ
翻
⑥

′旧
ぶ
無
く
○

Ｎ
一
Ｃ
ｏ
一亨
の
０
ョ
け



翌
Ｇ
や

。や
そ
）
倉
基
抱
題
世
築
く
や
は
植
Ｇ
ト
ホ
ヽ
Ｋ
′Ｖ
Ｄ
遭
や
恭
Ｎ

韓
挫
Ｇ
枢
軽
く

下
一）
Ｄ
萩
逆
よ
や
韻
国
終
コ
照
Ｇ
酸
植

′０
田

悪
齢
字
Ｋ
～
ふ
樽
紀
進
駅

０
い

と
対
と
も
終
馴
終
無
く
Ｇ
題
Ｇ
士
望
！
世
ョ
基
埜
駅

′Ｄ
ミ
か
。世

締
鮒
〔評
鯨
鞄
韻
料貯益
韻
慧
形ｄ

ｗ秩

。や
る
Ｖ
白
歴
）
と
Ｑ
逆
「
い
穐

と
世
Ｄ
無
く
や
推
駆
世
Ｑ
勺
馬
↓Ｖ
て
■
神
亜
Ｇ
昧
螺

Ｊ
↓梁
Ｃ
や

。や
そ
Ｖ
Ｑ
Ｏ
つ
Ｖ
Ｄ
無
く
逆
歴
甘
禅
杓
蚊
Ｇ
神
連

′Ｄ
螺
駅
抱
「無
く

ヽ
や
ふ
―
（
卜
」
や
推
題
世
Ｇ
世
嵐
―
世
ｏ
。築
く
回
∞
卿
逆
還
終
閑

へ
ぺ
柑

O
退
槃
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翌
Ｇ
や

。や
飛
終
拘
『
二
や
や

６
や
判
杓
対
ｙ
↓
〉
相
ぶ
′後
や
二
）
Ｄ
窓
区
っ
せ
ヽ
ト
ト
ト
ふ

。や
二
▼
ペ

タ闘
刑ど
鱗

盤

無部
懸
鈍恐
麟
細

蚊

ぷ
世
Ｄ
杓
ｓ
機
や
Ｇ
嶋
轟

ぎ
世
Ｑ
斎
Ｎ
部

′）
Ｄ
転
逆
く
Ｇ
二
態

無
く

ヽ
一よ
や
昨
引
終
へ
冷
総
Ｇ
殺
く

ポ
緯
Ｑ
牛
く
―

革
一無
く

尽
帥
字
Ｋ
～
ふ
禅
翌
進
駅

。や
そ
Ｖ
Ｄ
墳
按
Ｖ
Ｄ
Ｒ
韻
つ
虹

聾
網
伸
つ
虹
聾
緯
く

。や
そ
Ｖ
Ｄ
壇
按
Ｑ
牛
く
―

革
一無
―
ふ
芋
ゝ

。
匝
せ

ヽ
一代
や
二
Ｖ
Ｄ
翠
鞭
Ｇ
撻
キ
蟹
棋

ボ
ｔ
や
）
部
や
▼
Ｄ
ふ

～
出
ト
ト
弧
性

′空
ミ
代
後
約
興
く
終

。や
二
▼
Ｄ
築
く
回
ぺ
逆
卿

代
ぺ
や

無
く

恒
ぶ

Σ
選
神

煮
本
＝
歴
甑
）
い
穐
■
ヽ
そ
Ｖ
Ｄ
逆
６
葛
Ｇ
勾
Ｎ
悪
剛
問
皿
′投
基
配
植

′Ｖ
曇
Ｑ
逆
旧
ぶ
肺
怒
○

′旧
ぶ
（熙
株
智
）熙
翻
⑥

″旧
ぶ
無
く
○

封
洲
劇
瑠
劇
『
酬
村
馴
倒
国
瑠

Ｅ

（旧
ぶ
Ｇ

Ｎ
一
Ｃ
ｏ
一や
り
ｏ
コ
げ



襲
摺

Ｖ
Ｄ
壇
や
つ
勾
や
寒
詳

郷

）
綿

諜

韻

雌
典
ら

譜

部

鏑

韓

逆
還

や
小
韻

静

眠
劇
雌
総

選

Ｇ
黙

熱

覇

胡

盟

携

鎖

ポ

謂

瑠

韻

係

噺
騨

盤

』
軽

嗣
瑠

塁

Ｓ

堤

カミ
６
、
Ｄ
村
Ｄ
雪

役
求
榊
拠
報
畳

」
塞

「ヽ
々
，′
↓押
代
程
Ｇ
く
□
普

′字
′
ど
中神
眠
雇

「
い
穐
■
■
デ
↓笙
唖
頁
報
～
虹
饗

０〉

Ｑ
抱
響
Ｇ
】
ぷ
担
と
そ
‥
襲
よ
墳
孜
Ｇ
くＥ
ぶ
Ｇ
代
Ｇ
綸
里
緯
く

無
く

Ｚ
翌
押

。′
↓

や
そ
Ｖ
Ｇ
蛙

′〉
や
つ
神
珊
終

′笙
ぐ

メ
代
程
Ｑ
飛
つ
対
日
ぶ
０
つ
）
Ｇ
峰

や
や
程
へ
皿
逆
ぐ
用
対
Ｇ
ど
Ｑ
和
峰

′笙
約
や
け
Ｉ
Ｋ

ガ
かぶ
終
一
ホ
ペ

ユ
ｌ
ｍ
卜
逆
相

。や
食
基
検
よ
Ｇ
卜
ゃ
は
ヽ
ふ
後
′空
ヘ
ニ
や
栄
週
Ｇ

に
照
喪
胆

メ
代
や
二
Ｖ
伸
牟
矩
里
馴
終
Ｇ
神
眠
寵

革
一鞄
黎
副
巡

。や
そ
Ｖ
Ｇ
Ｏ
つ
）

栄
逆
四
Ｇ
や
紙
「賦

Ｊ
一ヾ

ベ
ト
ヽ
卜
ヽ
卜
後

′連
Ｖ
二
Ｑ
逆
ぐ
林
酎

ｄ
選
神

尽
柿
字
ヽ
１
ふ
禅
翌
進
駅
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翌
Ｇ
や

悪
齢
字
Ｋ
！
ふ
樽
翌
進
駅

。楔
Ｑ
代
や
二
）
ミ
拘
ｓ
村
飛

つ
哀
凶
Ｇ
ヽ
味

。程
二
）
Ｑ
く
逆
翌
―
や
ミ
持
逆
控
無
＜

革
一癌
本

。や
≡
Ｖ
Ｄ

稚
憩
峰
枢

′ｐ
Ｇ
や
（お
穐
Щ
じ
デ
代
と
世
食
喪
将
嘘
つ
持
翼
ｓ
麟
Ｇ

”
。や
る
Ｖ
Ｏ
ｔ
）
逆
控
無
神
翠
空
く
Ｑ
く
本
ミ
や
′無
く
■
二
＝

ど
く
や
ミ
麟
終
翌
田

′
（控
疑
艘
照
）
無
理
担
く
や
ど
も

Ｊ
↓ミ
ヽ
味

Ｖ
Ｄ
田
狩
抱
拘
Ｄ
Ｏ
延
く

′壇
ぺ
帆
Ｖ
全
Ｄ

″。
，黎
空
終
軽
ｓ
麟
逆
控

へ
ぺ
や

無
く

旧
ぶ

Ｑ
穏
遵

一そ
穏
二
▼
Ｄ
螺
駅
」
卜
ふ
裏
理
■

（旧
慕
Ｇ
煮
本
Ｈ
題
Ｍ
）

い
穐
■
村
二
Ｖ
Ｄ
逆
ぶ
ヽ
Ｇ
勾
伸
悪
期
間
皿
″投
基
確
授

′Ｖ
そ
Ｑ
逆
旧
黙
帥
怒
○

′旧
ぶ
（ぐ
林
酎
）熙
翻
⑥

′旧
ぶ
無
く
○

Ｎ

Ｅ
ｏ
手
の
ｏ
ョ
げ



。や
〉
Ｖ
ぺ
眠
ｐ
念
猛
と
そ
Ｇ
ミ
拘
神
眠
寵

′笹
求
や
峰
抱
た
ヽ
六
Ｋ
や
卜
）
Ｇ
つ
や
ｓ
対
ｅ

。や
飛
Ｗ
Ｓ
ｋ
や
対
用
や
そ
や
襲
筆
そ
そ
終
ト
ホ
ヽ
＼
′Ｖ
Ｄ
対
好
、や
榔
田

。や
と
Ｖ
ぺ
や
対
盟
赳
や
恭

′。
↓ぶ
代
『
日
と
や
憑
禅
逆
）
却
ｓ
村
飛
担
韓
挫
Ｇ
橿
本

′倉
収
や
や
思
終
ぷ
隠

′や
黙
Ｇ
勾
黎
ほ
く
Ｇ
お
穐
謡
螺
翌

。や
そ
Ｖ
Ｄ
低
尊
つ
Ｇ
つ
や
６
ヽ
Ｇ
駅
へ
皿
′単
悪
皿
′れ
ほ
や
盟
煙
対
憑
糸
盤
照
拘
″く
終
句
′程
”
。や
食
つ
念
続
そ
Ｄ
渋

メ
代
や
二
Ｖ

Ｄ
た
ヽ
大
＼
担
卜
和
皿
暉
程
そ
黎
杓
堰
個
逆
対
用
や
れ
や

′翠
選
ド
十
回
暉
Ｇ
細
経
投
驚
Ｇ
窓
態
緯
く

。や
そ
）
Ｄ
眠
翠
抱
Ｇ
つ
Ｇ
ミ
ホ
外
ふ
末
ど
ユ
ー
ト
た
ヽ
大
ヽ
や
ト

口
穏
控

郎
寒
つ
利
用
や
求
照
逆
卜
ゃ
ふ
外
ｋ
伊
↓や
代
遵

′Ｗ
Ｇ
二
も
つ
対
日
や
■
ｓ
足
Ｑ
役
Ｇ
つ
と
や
和
や
笙
利
用
や
■
恵
横
起
駅

′】
６
ヽ
や
和
】
電
機
終
虹
暮
ど
好
、捜
歴

■

。や
禅
〕
馬
”
６
雑
抱
持
Ｄ
黙
？
利
”
二
足
Ｄ
Ｇ
く
終

ヽ
６
判
抱
デ
代
笹
捜
題
■

や
■
ｓ
捉
求
や
や
持
Ｄ
黙
Ｇ
）
Ｑ
『
逆
く
終

′つ
Ｗ
回
――
つ
や
回
Ｉ
Щ
■

抑
く
終
判
日
や
求

Ｗ
宝
皿
終
虹
饗
杓
対
日
，
声対
‥
６
ぐ
役
食
や
■
抱
繍
に
，
点
日
笙
代
Ｇ
”
神
神
↓
や
起
）
６
や
メ
代
や
や
逆
や
終
ぺ
お
却
Ｎ
デ
代
壇
捜
運
つ
Ｖ
Ｄ
ぶ
勾
″く回
黙
Ｇ
味
螺
■

ｏ
器
難

- 8 9 -

蒔
二
眠
逆
棄
基
や
求
や
）
Ｄ
対
黒
整
Ｇ
選
田
嗣
峰
‥
穏
―
（
一
Ｋ
出
卜
や
卜
利
ヽ
い
ヽ
臣
卜
郷
棋
拐
皿
還
捜
田
芝
―
卜
と
ヽ
六
Ｋ
や
ト
ロ

蔦
■
縫
選
抱
■
整

（捜
業
里
和
程
念
呂

．〓
□
■

蒔
■
蟻
鰐
や
張
ぶ
牟
駅
Ｇ
卜
ヽ
ふ
Ｋ
・弊
楳
・綴
峰
■

蒔
■
対
葉
甑
選
閑
Ｇ
倉
楔
Ｇ
た
ヽ
大
Ｋ
担
卜
杓
駄
穂
選
鮮
ほ

有
一逆
神
眠
雇
や
■
恩
韻
■

口
穏
連

や
二
Ｖ
Ｄ
梶
想
Ｒや
旧
喜
や
杓
】
▼
．や
二
▼
二
眠
や
ヽ
卜
ヽ
臣
卜
鞘
棋
料
皿
翌
単
田
ど
駅
と
ヽ
ム
ヽ
や
ト
ロ

．や
二
Ｖ
Ｄ
逆
対
日
や
麟
拘
歴
終
虹
謡
理
０
穐
巡
照
判
く
終

げ
↓調
抱
嶼
煙
対

ｓや
Ｇ
と
か
韻
担
鯛
番
】
担
や
還
鞘
田
Ｇ
対
神
眠
再
■

く
樽
控

封
洲
劇
瑠
劇
潟
珊
＝
樹
倒
国
製

■

Ｖ
そ
Ｑ
逆
妊
や
る
Ｖ
Ｄ
黙
岡
ャ
と
ヽ
六
Ｋ
甲
卜
Ｇ
へ
Ｇ
味
螺

∽
Ｅ
ｏ
一や
り
ｏ
３
げ



。や
そ
ど
く
る
や
栄
ヨ
対
く
や
和
や
装
萩
〉
相
６
や
延
虹
選

。や
飛
終
Ｅ
尊
，
↓判
ぶ
ヽ
０
）
Ｑ
や
逆
ぶ
ヽ
十
竪
や
「建
霊
」
勾
聾
６
堕
空
ぺ
車
抱
対
日
Ｇ
い
弾

。や
和
や
終
終
業
や
〓
Ｇ
歴
虹
聾
Ｇ
一
本
Ｈ
ヽ

革
馬
”
世
Ｄ
Ｒ
ぷ
や
り
や
。や
や
逆
（
ヽ
時
代
牟
終
ぷ
披
Ｇ
鍬
胆
や
６
ヽ
そ
や
Ｇ
ぷ
艇
ベ
ー
字
耐
ｔ
ｓ
対
終

ヽ
や
処
照ヽ

ヽ
や
二
▼
Ｑ
食
題
逆
雄
や
黙
く
へ

。や
二
）
Ｄ
抱
と
くＥ
Ｄ
緯
）
ど
へ
延
世
二
唱

′▼
Ｄ
遭
Ｓ
ｋ
や
ミ
や

。や
■
揮
ネ
抱
韓
理
「癌
陛
く
や
〓
Ｇ
ヽ
ヽ
さ
ト
ト
ヽ
Ｒ

。や
飛
ど
対
日
や
や
駅
終
壇
按
）
虹
聾
と
や
つ
や
い
や
却
虹
饗
そ
そ
Ｇ
通

・。
，
デ
かや
ｓ
ヽ
や
■

郎
翠

′起
逆
く回
ぶ
Ｇ
代
と
や
栄
ヨ
役
瑠
番
頭
胆
や
ヽ
逆
維

――＝ェ
。や
二
Ｖ
求
や
『
や
飛
や
捜
態
Ｇ
憑
代
ミ
”
役
相
ヽ
馬
日
ｙ
，）
や
拘
眠
鯉
〉
村
ぶ
抱
ユ
ー
ト
と
ヽ
ヽ
ヽ
や
ト

工
難
様

。や
ぺ
や
抱
ミ
Ｇ
二
捉
Ｄ
終
Ｅ
ぐ

。や
持
〉
ヽ
Ｎ
繍
峰
■

。Ｗ
ｉ
Ｖ
Ｄ
逆
６
ヽ
や
杓
】
終
ど
穐
恨
や
６
ヽ
０
匝
つ
】
Ｇ
峰
逆
日
勾
Ｊ

牛ヽ
倉
増
抱
対
り
〉
峰
て
と
小
叫
ヽ
Ｇ
翌
■

げ
役
世
二
Ｖ
Ｑ
蛇
抱
や
世
ば
，
↓対
役
Ｇ
と
ヽ
Ｖ
二
遭
り
日
代
念
皿
′Ｄ
抱
ど
糸
杖
■

「神
眠
再
生
や
ミ
檀
や
襲
代
ヽ
ｉ
玉
進
眠

。や
そ
）
ど
方代
々
や
ぶ
〉
ぐ
ヽ
ト
ト
や
ぶ
ヽ
や
や
役
杓
●
抱
怒
悪
■

。や
革
や
旧
ぶ
や
６
ヽ
や
や
ミ
対
や
地
Ｄ
Ｏ
く
Ｇ
や
■

瑠
劇
到
Ｍ
料
昭
劇
団
召
射
斜
創
倒
剖
鮒
料
ヨ
田
期
凶
図

。や
≡
）
Ｄ

〕
ふ
ヽ
や
尊
抱
ヽ
ト
ト
ト
ふ
Ｇ
倉
理
や
ど
役
楔
二
）
♪
煙
対
逆
穐
ヤ
躍
〉
Ｄ
黙

′世
村
。や
求
や
対
役
Ｓ
Ｘ
終
判
日
や
や
拘
瑠
〉
Ｄ
黙

′『
り
や
杓
や

し
や
笙
や
Ｇ
γ
↓Ｖ
求
や

や
デ
代
笹
Ｇ
つ
と
禅
れ
や

′）
Ｄ
利
坦
田
や
■
想
蛙
杓
ミ
ホ
外
（
末

。や
飛
）
■
穏
や
抱
ミ
小
外
（
末

メ
代
や
る
）
Ｄ
眠
鰹
や
（招
蝉
口
）
整
進
日
∞
ど
と
―
卜
と
ヽ
ム
ヽ
申
ト

ｏ
達
楳

-90-

。と
も
終
濃
Ｇ
ど
糸
上
部
，
↓対
尽
喪
６
勾
憑
翌
Ｑ
役
ぶ
羽
Ｇ
い
弾
終
へ
皿
」担
Ｋ
や
く
生
卜
）
と
）
Ｄ
や
ヽ
や
Ｋ
生
卜
憑
糸
ミ
や
ボ
０
つ
）
尺
や
逆
く
終
『

「Ｖ
終
）
求
や
穐
と
と
笹
ミ
■
ぶ
勾
」
逆
世
世
Ｑ
穐
や
穐
二
〉
ヽ
６
。や
■
―
日
末
卜
各
国
瞑
遭
世
翌
Ｑ
代
Ｑ
資
遭
「測
」
′そ
ｄ
つ
）
Ｄ
郎
対
神
映
く

′空
祉
慕
卜
ヽ
ヽ
ヽ
■

。Ｗ
と
）
Ｄ
皿
せ
空
蟻
船
判
縫
選
Ｇ

球
や
Ｑ
縫
く

ガ
↓や
る
）
Ｄ
懸
鮮
笙
）
そ
Ｑ
遭
く
二
雛
Ｇ
捜
題

メ
代
や
や
需
空
くＥ
ぶ
や
飛
終
蕊
ｔ
や
暑
綸
興
０
穐
神
山
く
）
Ｄ
巡
逆
壇
按

′ど
と
ヽ
ム
ヽ
や
卜
Ｇ
疑
く

。や
二
）
Ｇ
や
逆
悪
珊
製
空
欄
山

。や
飛
ヤ
回
「
Щ
ど
総
飾
進
ぐ

ぷ
飛
レ
回
ペ
ギ
Щ
笙
網
部
Ｇ
対
拘
と
ハ
叫
ヽ

。や
■
眠
鰹
逆
世
Ｇ
く
ヽ
さ
ト
ト
ヽ
代
ど
態
鰐
■

。Ｗ
二
）
Ｑ
禅
峰
逆
躍
せ
Ｇ
盟
理
念
増

Ｇ
郁
Ｇ
竹
謹
芯
Ｇ
皿
眼

ボ
樽
ｔ
遭
世
Ｇ
竹
謹
芯
や
ぷ
謡
Ｇ
）
隠
回
Ｊ
↓糸
些
Ｇ
や

。や
そ
Ｖ
Ｄ
利
と
セ
総
嫌
ど
対
日
や
■
縫
選
や
懸
鮮
逆
世
覇
ヨ

。や
二
）
Ｄ
遭
６
ヽ

や
杓
】
終
句
日
や
ば
）
と
廻
杓
懸
耐
逆
ヽ
ｍ
ト
ー
ト
＼
劇

。や
≡
）
Ｄ
に
黙
や
勾
樽
捜
キ
Ｇ
世
無
く

′田
世
無
く

′む
韓
Ｇ
旧
ぶ
無
く

′０
や
無
く

′連
押
ネ
Ｇ
韓
理
■

。や
二
）
Ｇ
判
抱
慰
卜
）
Ｄ
に
蝶
逆
盤
照
抱
Ｇ
つ
Ｇ
型
ぷ

熊
嘘

′笙
蝉
ば

メ
代
や
二
Ｖ
ミ
く
ｓ
麟
壇
ミ
飛
検
馴
終
Ｇ
裏
恭

。や
そ
）
盆
基
▼
Ｄ
抱
ｓ
麟
ぶ
字
対
ト
ヘ
ふ
ヽ
Ｇ
一
ハ
ーー
ヽ
Ｄ
低
雄
終
―
十
体
や
予
卜
ふ
′ど
ヽ
卜
ヽ
卜
ふ
■

。や
そ
）
Ｄ
眠
再
逆
世
Ｇ
Ｄ
赳
ば
Ｇ
ヽ
ト
ト
ト
ふ
′ど
ミ
日
。や
と
）
Ｄ
逆
６
ヽ
や
小
懸
鰐
や
（）
倉
伸
抱
熙
く

Ｇ
緯
飾
）
墳
按
Ｇ
卜
ヽ
ヽ
Ｋ
′
（合
佃
抱
繍
帆
Ｇ
く
終
）
基
業
Ｇ
世
Ｇ
や
′ほ
ぶ

′歴
世
逆
緯
皿
縛
く

ヽ
一翻
峰
捜
歴

。や
二
）
Ｄ
態
認
Ｎ
勾
や
経
巡

革
一態
鰐
Ｇ
宝
田

。眠
鰹
抱
「ギ
鯉
迎
」
ど
と
―
ヽ
と
ヽ
＼
Ｋ
や
ト
ロ

Ｌ
達
黙

Ｖ
合
Ｑ
逆
妊
や
そ
Ｖ
Ｄ
黙
田
ャ
と
ヽ
六
Ｋ
や
卜
Ｇ
代
Ｇ
球
螺

Φ
Ｅ
ｏ
一や
り
０
ぅ
０



避

６
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Ｇ
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Ｑ
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憑
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Ｇ
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６
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＼
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Ｇ
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Ｑ
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Ｑ
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Ｑ
０
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Ｑ
Ｏ
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Ｇ
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＼
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Ｇ
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Ｇ
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Ｏ
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Ｇ
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Ｋ
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Ｓ
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Ｗ
Ｓ
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０
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Ｑ
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Ｇ
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Ｇ
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Ｅ
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績
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０
糸
〓
や
■
煙
対
逆
ネ

ゴ
日
や
Ｒ
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Ｇ
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Ｒ
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懸
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０
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Ｑ
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６
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／
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Ｎ
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Ｑ
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Ｄ
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６
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Ｇ
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Ｎ
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Ｇ
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∃
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Ｑ
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Ｇ
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０
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ヽ
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Ｑ
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Ｑ
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叫
Ｈ
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仲
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Ｑ
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０
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Ｇ
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Ｇ
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Ｇ
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Ｑ
Ｎ
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Ｇ
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叫
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Ｇ
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Ｑ
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」Ｇ
て
は
揮

。や
■
Ｎ
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Ｑ
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Ｑ
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Ｑ
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Ｋ
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Ｇ
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縛
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Ｇ
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収
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Ｇ
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Ｇ
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Ｇ
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Ｑ
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Ｇ
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０
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ｐ
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６
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Ｑ
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Ｑ
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Ｇ
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Ｓ
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Ｇ
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０
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Ｓ
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Ｑ
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Ｇ
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Ｇ
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Ｑ
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Ｑ
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６
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Ｇ
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叫
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Ｈ
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６
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懸
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Ｇ
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Ｋ
一
ｌ
ｍ
卜
・翌
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Ｑ
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Ｄ
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⊃
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Ｇ
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ｌ
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Ｑ
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０
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０
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Ｇ
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Ｋ
や
抱
■

、つ
レ
田
続
く
黙
郎
■

蒔
二
Ｖ
Ｄ
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６
葛
や
ど
拠
や
襲
終
神
眠
寵
■

一
本
ふ
六
体

一
本

ふ
＼
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Ⅳ まとめ

1 . 委員 のコメント

1 ) 山 本 雅 一 委 員 ( 特別 養 護 老 人 ホ
ー ム真 寿 園 )

東 京 で は、 ま だ厚 手 の コ
ー トが 必 要 な季 節 に、 N 地 方 で は 日

差 しも穏 や か で 、 少 し動 く と汗 ば む よ う な とて も暖 か な陽 気 。

特 急 列 車 の 窓 か ら眺 め る景 色 は 、ま だ 多 少 の残 雪 が 残 る 山肌 に 、

種 色 の伊 予 柑 が
一 面 の花 畑 の よ う に鈴 生 りに生 って い た。

今 回 私 は 、 A 県 、 B 県 の二 施 設 、 そ れ ぞ れ 病 院 、 特 養 と違 う

種 別 の 調 査 を担 当 させ て い た だ い た。

両 施 設 と も、町 の総 人 口七 千
～ 一 万 人 、周 りを 山 々 に 囲 まれ 、

街 か ら も離 れ た距 離 に あ り、 都 会 の生 活 に慣 れ て い る私 た ち に

と って は 、 不 便 さ を感 じる
一 方 、 ど こか懐 か しさ さえ感 じる、

ゆ った りと した環 境 に あ った。

今 回 の訪 問 調 査 で 、「痴 呆 性 高 齢 者 の個 別 ケ ア の あ り方 」に は 、

両 施 設 に共 通 す る、 大 き く分 け て 二 つ の ポ イ ン トが あ り、 そ れ

らが 、 両 施 設 に入 院 、 あ るい は入 居 して い る痴 呆 の方 を支 え て

い る と感 じた。

まず
一 点 は 、 そ こで働 くス タ ッフ

ー 人 ひ と りの 、 仕 事 に取 り

組 む 「姿 勢 」 の あ り方 で あ る。

両 施 設 と も、 そ れ ぞ れ 環 境 が 全 く異 な り、
一 方 の施 設 で は 、

ハ ー ド面 も充 実 し、 ス タ ッフ数 もそ れ な りに揃 って い た よ う に

思 え た が 、 も う
一 方 の施 設 で は 、 ハ ー ド的 に も築 二 十 年 以 上 と

老 朽 化 し、 ス タ ッフ も ぎ りぎ りの人 数 で や り繰 り して い る状 況

で あ った。 そ の よ う に環 境 の 異 な るそ れ ぞ れ の施 設 に お い て 、

-99-



そ こに居 るお年 寄 りの ケ ア に対 す る様 々な工 夫 、 取 り組 み が な

され て い た。

前 者 の施 設 にお い て は 、 今 あ る施 設 環 境 ( 建物 も人 も) が 、

「お年 寄 りに と って使 い に くい 部 分 は な い か」、「よ りお 年 寄 り

が 使 い や す く、 落 ち着 い て 、 安 心 で き る もの に して い くに は ど

う した らよい の か 」とい う こ と を、常 に お年 寄 りの 立 場 に立 ち、

ス タ ッフ間 で 話 し合 い 、 改 善 して い こ う とい う取 り組 み を して

い る。 そ うす る こ と に よ って 、 ス タ ッフー 人 ひ と りが 、 痴 呆 の

方 の ケ ア に重 要 な 「気 づ き」 や 必 要 に応 じた 「気 配 り」 に対 し

て の 意 識 が 向 上 し、 そ の方 に と って ど う な の か 、 ど うあ るべ き

な の か 、 ど うす れ ば そ れ が 実 現 で き るの か とい う視 点 で 、 常 に

お年 寄 りと接 して い る姿 勢 が感 じ られ た。

一 方 、 後 者 の施 設 で は 、 限 られ た ハ ー ドで どの よ う にす れ ば

お年 寄 り と向 き合 え る環 境 が 作 れ るか 、 試 行 錯 誤 して い る現 状

が 伝 わ って きた。

た と え ば、 今 ま で の大 規 模 処 遇 の環 境 を、 い くつ か の グル ー

プ に分 け 、 グ ル ー プ ケ ア を展 開 して い こ う とい う取 り組 み で あ

る。 そ の な か で 、 お年 寄 リー 人 ひ と りに寄 り添 え る環 境 を作 っ

て い くに は ど う した ら よい の か とい う こ と を、 ス タ ッフが 一 丸

とな って考 え 、 工 夫 して い こ う とい う姿 勢 で あ る。 この 取 り組

み 後 、 ス タ ッフー 人 ひ と りが 変 化 して い る との こ とで あ った。

そ して 、 ス タ ッフ の気 持 ち に 「ゆ と り」 が 生 まれ る こ と に よ っ

て 、 お年 寄 りの生 活 に も 「ゆ と り」 が生 まれ る とい う こ と を学

ん だ とい う。

この よ う に、そ れ ぞ れ 取 り組 み 方 は違 う もの の 、両 施 設 と も、
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痴 呆 の方 に対 す る ケ ア の あ るべ き姿 を考 え る と き、 ト ップ ダ ウ

ン とい う形 を と らず 、 現 場 の ス タ ッフ 自身 が 答 え を 見 出 し、 考

え られ る よ う な環 境 を意 識 的 に仕 掛 け て い る こ とが 、 痴 呆 の方

に対 す る ケ ア を支 え て い る
一 つ の要 因 だ と考 え る。

も う一 点 は 、 お年 寄 りの暮 らす 「地 域 性 」 で あ る。 前 に も述

べ た が 、 両 施 設 と も周 りを 山 々 に囲 まれ 、 街 か ら も離 れ た環 境

で は あ るが 、 そ こ に入 居 、 あ るい は入 院 して い るお年 寄 りは 、

昔 か ら大 家 族 で 「向 こ う三 軒 両 隣」 の な か で暮 ら して い た方 々

が 殆 どで あ る とい う。 そ の よ う な 「地 域 性 」 を、 どの よ うに 施

設 環 境 に活 か して い くか とい う こ とが 、 両 施 設 共 に共 通 した考

え で あ った。

現 在 、 高 齢 者 ケ ア に お い て 、 グル ー プ ホ
ー ム、 ユ ニ ッ トケ ア

な どの 、 痴 呆 の方 が安 心 して 暮 らせ る環 境 が 提 供 され て い る。

そ の 中 で 、 賛 否 両 論 は あ るが 、 入 居 者
一 人 ひ と りに個 室 が提 供

され る な か 、 両 施 設 で は 、 痴 呆 の方 に対 し、 あ え て個 室 以 外 に

も、二 人 部 屋 や 四 人 部 屋 を提 供 して い る。これ は単 に 、「ひ と り

じゃ寂 しい 」とか 、「閉 じ込 め られ て い る よ う な感 じが す る」な

ど とい う こ とか らで は な く、 個 室 の有 用 性 も認 め つ つ 、 今 の お

年 寄 りや 地 域 を考 え て の こ とで あ る。

一 方 の施 設 は 、 町 に そ の施 設 が
一 つ しか な く、 住 民 の う ち 、

三 軒 に一 軒 は 6 5 歳 以 上 の方 が 暮 ら して い る とい う環 境 に建 っ

て い る。 そ して、 そ こ に入 居 して い る方 の 殆 どが 、 お 互 い 家 族

の よ う な 付 き合 い を して い た顔 見 知 りな の で あ る。大 家 族 で「向

こ う三 軒 両 隣 」、 そ ん な環 境 で 暮 ら して きた お年 寄 りに対 して 、

二 人 部 屋 や 四 人 部 屋 を提 供 す る こ とで 、 お 互 い に助 け 合 い 、 支
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え あ い 、 ま る で 一 つ の家 族 の よ う な雰 囲 気 で あ る とい う。

医 療 や 福 祉 が 大 き く進 歩 した 一 方 で 、 核 家 族 化 が 進 む 現 在 。

お年 寄 りた ち は 本 当 に幸 福 に な った の か。 足 腰 が痛 い と、 立 派

な病 院 に連 れ て 行 か れ 、 様 々な検 査 や 治 療 に よ って痛 み が 改 善

して も、 結 局 は 家 族 か らの疎 外 感 を経 験 しな くて は な らな い 現

在 の お年 寄 り と、 足 腰 が 痛 い な が ら も、 そ れ を か ば い な が ら家

事 や 家 業 を手 伝 い 、 子 供 や 孫 に足 腰 を採 ん で も ら った り して い

た 昔 の お年 寄 り、 ど ち らが 幸 福 な の か。

お 年 寄 りが 暮 らす 「地 域 性 」 = 「 住 み 慣 れ た環 境 」 と い う こ

と、 ま た 、 人 と人 との 「ふ れ あ い」 や 「支 え あ って生 き る」 と

い う こ と を、 改 め て 考 え させ られ た。

今 回 の 調 査 で の 、 「痴 呆 性 高 齢 者 の 個 別 ケ ア」 を支 え て い る

で あ ろ う 「ス タ ッフの 姿 勢 」「地 域 性 」とい う二 つ の 重 要 な要 素

が 、 私 自身 、 も う一 度 今 ま で の取 り組 み につ い て振 り返 り、 今

後 の私 た ちが 目指 す べ きケ アの 方 向 性 を考 え る上 で の よ い ヒ ン

トに な った。

私 た ち の仕 事 は、 良 か れ と思 って行 った こ とが 、 と もす れ ば

ス タ ッフ本 位 の考 え を相 手 に対 して 押 し付 け るだ け に な って し

ま い が ち だ が 、 誰 の た め の もの な の か 、 ど こに 向 か って進 ん で

い くの か 、 お年 寄 りが な に を望 ん で い るの か を、 一 人 ひ と りの

ス タ ッフが 常 に念 頭 に お い て振 り返 り、 考 え、 実 践 して い くベ

きで あ る。 そ して 、 入 居 して い るお年 寄 りを、 施 設 環 境 に 当 て

は め る の で は な く、 施 設 環 境 を、 私 た ち の 関 わ り方 を お年 寄 り

に合 わ せ て変 え て い くこ と を常 に意 識 しな けれ ば な らな い と思

う。
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ま た 、 地 域 の 中 で 暮 らす とい う こ との 意 味 、 そ こか ら生 まれ

るで あ ろ う、 お年 寄 りと ス タ ッフ との 関 わ り、 お年 寄 り同 士 の

関 わ り、 お年 寄 りと家 族 との 関 わ り、 そ して何 よ り、 そ こ に あ

る 「人 と人 」 と して の 「ふ れ あ い」 が 、 痴 呆 の方 を支 え る とい

う こ との 、
一 つ の ヒ ン トに な る の で は な い だ ろ うか。

高 齢 社 会 が 急 激 に進 む な か 、 高 齢 者 医 療 や 福 祉 に、 目覚 しい

進 歩 の 見 られ る昨 今 。 痴 呆 の方 へ の 関 わ り方 が い ろい ろ と考 え

られ 、 困難 事 例 に対 して も対 応 が よ くな され る よ う に な り、 ケ

ア の 効 率 性 も多 分 に 向 上 して きた。 しか し、 そ の
一 方 で 、 痴 呆

の方 と関 わ る上 で の 「何 故 」 の部 分 が 希 薄 に な って きた よ う に

思 わ れ る。 痴 呆 の 方 に 「ど う関 わ る か」 の方 法 論 よ り、「何 故 、

そ の よ う に関 わ るの か 」 とい う、 ケ ア の 原 点 とい うべ き視 点 に

立 ち返 る こ と を、 今 回 の両 施 設 の調 査 か ら気 づ か され た よ う に

思 う。 そ して 、 本 当 の 意 味 で の 「個 別 ケ ア」 とは何 か 、 そ の方

を「支 え る」ケ ア とは ど うあ るべ きな の か を学 ば せ て も ら った。

私 の働 く施 設 で も、 今 回 の調 査 結 果 を ヒ ン トに、 よ りよい 痴 呆

ケ ア を 目指 し、 痴 呆 の方 を 「支 え る」 ケ ア を実 践 して い きた い

と思 う。

お 忙 しい 中 、 調 査 に ご協 力 い た だ い た ス タ ッフの 皆様 、 あ り

が と う ご ざ い ま した。

2 ) 秋葉 直子委員( 特別養護老人 ホ
ーム こまえ正吉苑)

個別 ケアと一言 に言 うが、結局 「個別 ケアとは何か」 とい う

問いに答えを出す ことは難 しい。対象 となっているお年寄 りに

よって、また、ケアをす るスタッフによって、様 々な場面で も、
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そ の 人 な りの個 別 ケ アが あ るわ け で あ って 、 そ れ が 「そ の 人 ら

しさ を引 き 出す こ と」 「意 思 決 定 ・自己選 択 を大 事 にす る こ と」

とい った 、 い ろい ろ な意 味 を含 ん だ どの よ う に も解 釈 で き る言

葉 とな って い る。

今 回 、 い ろい ろ な施 設 を見 学 させ て い た だ い て 、 ま た 自分 自

身 、 老 人 福 祉 施 設 で働 い て い る経 験 か ら も、 どの施 設 も ど う個

別 ケ ア を して い った らよい の か試 行 錯 誤 しな が ら も、 少 しで も

お年 寄 りの た め に、 とケ ア ス タ ッ フが考 え 、 努 力 しよ う と して

い る こ とは窺 え る。 各 施 設 の ス タ ッ フが個 別 ケ ア と思 って 実 施

して い る事 の 内容 は様 々で 、 そ れ ぞ れ が独 自に考 え た もの で あ

り、 そ れ は施 設 環 境 や 地 域 性 、 立 地 条 件 や ス タ ッ フ、 お 年 寄 り

の個 性 な どな ど に よ って も異 な って い る。 住 宅 街 に あ り、 少 し

歩 け ば商 店 街 とい った場 所 に あ る施 設 と、 山 の 中 腹 に あ り、 車

が な い と ど こ に も行 くこ とが で きな い施 設 で は 、 例 え ば外 出 と

い うお年 寄 り個 別 の要 望 に応 え るた め の手 段 や 状 況 は 異 な って

くる。ま た 、施 設 の方 針 と して 、施 設 を地 域 の 中核 と位 置 づ け 、

た ま り場 の よ う に 自然 と皆 が 集 ま る こ との で き る場 所 とす るの

か 、 そ れ と も地 域 の 一 部 と考 え 、 地 域 の老 人 会 な ど に積 極 的 に

出 て 行 こ う とす るの か 、 施 設 自体 の 考 え方 に よ って も ケ ア は 変

わ って くる。 これ は 当然 の こ とで あ り、 ど この どの環 境 の施 設

に も あ て は ま る ケ ア の マ ニ ュ アル は あ り得 な い。

しか し、 実 施 して い る個 丹U ケ ア の 内容 は異 な って い て も、 そ

の前 提 と な って い る、 お年 寄 りの ニ ー ズ を ど う捉 え る か 、 とい

う こ と に は共 通 して い る部 分 が 多 くあ った よ う に思 わ れ る。 特

に痴 呆 の お年 寄 りに関 して は、 お年 寄 りが 一 瞬 垣 間 見 せ る表 情
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や し ぐさ を い か に感 じ取 り、 言 葉 に な らな い お年 寄 りが 伝 え よ

う とす る こ と を理 解 しよ う と して い るか 、 お年 寄 りの 可 能 性 を

見 出 そ う と して い るか とい う こ とが個 別 ケ ア に は重 要 に な って

くる。 自分 の 意 思 を言 葉 で 伝 え る こ との 出来 な い 痴 呆 の お 年 寄

りの 気 持 ち を どの よ う に解 釈 、理 解 す るか 、そ うい った 意 味 で 、

ケ ア ス タ ッフ の技 量 は重 要 で あ る。 日常 生 活 の 中 で の 何 気 な い

表 情 を ど う捉 え る か 、「忙 し くて 見 え な か った …
・」 と流 して し

ま って い な い か。 「後 で ゆ っ く り・…」 と今 を大 切 に しな い ケ ア

を して い な い か。 痴 呆 の お年 寄 りが 発 信 して い る不 安 や 落 ち着

きの な さ、 ま た 、 喜 び や 楽 しさ とい う もの を受 け 止 め 、 理 解 で

き る ス タ ッ フ の 育 成 は個 別 ケ ア に は 欠 か せ な い 要 素 で あ ろ う。

そ して 、 この 「ケ ア ス タ ッフの技 量 」 は 、 ケ ア をす る環 境 と

も大 き な 関 連 を持 つ 。 今 回 私 が 見 学 を させ て い た だ い た施 設 は

どれ も新 型 特 養 で あ った が 、どの施 設 の ス タ ッフ も環 境 の 良 さ、

環 境 か ら得 る もの を強 調 して い た。 大 規 模 施 設 で 流 れ 作 業 的 に

走 り回 って い て 、 お年 寄 リ
ー 人 一 人 を よ く観 察 し、 個 別 ケ ア を

行 な う こ とが 出来 るか とい った ら、 な か な か難 しい。 小 さ な空

間 で 、 お年 寄 り と朝 か ら晩 まで
一 緒 にい れ ば 、 見 え て くる もの

も大 きい はず で あ る。か とい って 、2 4 時 間 お 年 寄 りと
一 緒 にい

て 、 監 視 して い る とい うの で は な い。 ふ ら っ と姿 が 見 え な くな

って も、 ど こ に行 って い る の か が 大 体 想 像 が つ くよ う な 、 家 族

の よ う な 関 係 が 望 ま しい と考 え る。 見 えす ぎず 、 見 え な さ過 ぎ

ず 、 お年 寄 り とケ ア ス タ ッ フが お 互 い に相 手 の 雰 囲 気 を感 じら

れ る程 度 の 距 離 感 を もて る よ うな環 境 を作 る こ とが 出来 れ ば 、

個 別 ケ ア を実 施 して い きや す い の で は な い か。
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ハ ー ドと ソ フ トと よ く言 わ れ るが 、 この バ ラ ン スが とて も難

しい。 ハ ー ドば か りが 先 行 して 、 使 い こなせ な い 、 か え って邪

魔 に な って しま って い る施 設 もあ る。 職 員 は一 生 懸 命 お 年 寄 り

の た め に と頑 張 って い て も、 ハ ー ドの制 約 で利 用 者 本 位 に な り

きれ な い施 設 もあ る。 これ か らの施 設 は、 ハ ー ドと ソ フ トが バ

ラ ン ス よ く、 職 員 は ハ ー ドを使 い こな し、 ハ ー ドの 良 さ に よ っ

て よい ケ ア が 出来 る とい うの が 理 想 で あ る。 そ の た め に は 、 ケ

ア ス タ ッフが 積 極 的 に建 築 分 野 に意 見 を 出 して い くべ きだ と考

え る。 建 築 段 階 か ら建 築 の 専 門 家 と実 際 に ケ アす る ス タ ラ フが

コ ミュニ ケ ー シ ョン を と り、 ケ ア ス タ ッフ 自身 が 自分 た ち だ け

で な く、 お年 寄 りの た め に動 きや す い施 設 環 境 を作 って い くベ

きで あ る。 ま た 、 既 存 の施 設 に つ い て も、 お年 寄 りに と って よ

り居 心 地 の よい 環 境 とな る よ う、 配 置 の工 夫 や ち ょっ と した 改

修 な ど を し、 お 互 い に落 ち着 く こ との で き る空 間 作 りを して い

くべ きで あ ろ う。 今 あ る もの をそ の ま まお年 寄 りに 当 て は め て

使 うだ け で な く、 一 人 一 人 の お年 寄 りに合 わ せ て 変 え て い く必

要 が あ る。 そ れ に よ って お 年 寄 り個 人 に合 わ せ た ケ アが 可 能 と

な り、 個 別 ケ ア に つ な が るで あ ろ う し、 ソ フ トだ け で な く、 ハ

ー ドも育 て て い く もの だ とい う意 識 を ケ ア ス タ ッ フー 人 一 人 が

持 つ こ とは大 切 で あ る。

ま た、 個 別 ケ ア を行 な う うえ で 、 情 報 の共 有 も重 要 な要 素 の

一 つ で あ る。 一 対 一 で お年 寄 りと関 わ って い く中 で の 自分 な り

の 「気 づ き」 を他 の ス タ ッフ と共 有 す る こ とで 、 そ の お年 寄 り

につ い て の 情 報 を沢 山得 られ るか らで あ る。 さ らに、 全 て の ス

タ ッフが 最 低 限 の情 報 を得 る こ とで 共 通 の対 応 が で き るか らで
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あ る。 これ らの情 報 の共 有 は 「こ うい う こ とが 好 き ら しい」「こ

の よ う な対 応 を した ら嫌 が られ る」な ど とい った 程 度 の もの で 、

情 報 を共 有 化 して 、 ケ ア を マ ニ ュ ア ル化 す る こ と は で きな い 。

お 年 寄 りに そ の人 ら しさが あ る よ う に、 ケ ア を提 供 す る ス タ ッ

フ に もそ の 人 ら しさが あ る。 た だ 、 交 代 勤 務 の 限 られ た 時 間 の

中 で 、 自分 で は み る こ とが で きな い 部 分 を知 るた め に も、 情 報

共 有 を積 極 的 に行 な うべ きだ と考 え る。 施 設 の 中 で 、 申 し送 り

ノー トや 連 絡 ノー トとい った形 で 情 報 の共 有 が され て い る と こ

ろ は多 い と思 うが 、 そ の多 くは お年 寄 りの A D L や お 年 寄 り同

士 の トラ ブ ル な どが そ の大 半 を 占め て い る よ う に 思 う。 お年 寄

りの 可 能 性 や 「こん な こ と を した ら笑 顔 が み られ た 」 な ど とい

った部 分 の情 報 の 共 有 を行 な う こ とで 、よ りよい ケ ア を意 識 し、

ス タ ッフ 自身 が 自分 の ケ ア を見 直 す 機 会 に もな りえ る。

この よ う に個 別 ケ ア を行 な う う え で重 要 だ と思 わ れ る要 素 を

い くつ か挙 げ て き た が 、 最 後 に施 設 全 体 と して個 別 ケ ア を進 め

て い くに あ た って 大 切 だ と思 う こ と を述 べ た い 。 そ れ は 、 常 に

ケ ア ス タ ッフ が新 鮮 な気 持 ち で
一 瞬 一 瞬 お年 寄 り と対 時 し、 新

しい「気 づ き」をみ つ け られ る よ うな ス タ ッ フの心 の ゆ と りと、

狭 くな りが ち な視 野 を広 げ られ る機 会 だ ろ う と思 わ れ る。 施 設

の小 規 模 化 に よ って 、 ケ ア ス タ ッフ は毎 日同 じお 年 寄 り と、 同

じス タ ッフ と一 緒 に過 ごす こ とに な る。 ス タ ッフ 自身 が 「今 自

分 が行 な って い る こ とが 全 て 」 に な って しまわ な い よ う、 研 修

な どの形 で 外 部 か らの刺 激 を取 り入 れ る こ とが 大 切 に な って く

る。 施 設 長 を は じめ 、 ケ ア ス タ ッフ を引 っ張 る リ
ー ダ ー格 の ス

タ ッフが 、 どの よ うな方 針 を持 ち、 そ れ を ど こ ま で 浸 透 させ て
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い るか 、 ま た 、 ケ ア ス タ ッフ に刺 激 を与 え続 け られ る か が 一 つ

の鍵 に な るか も しれ な い。

今 回 の個 別 ケ ア の あ り方 委 員 会 へ の参 加 は 、 私 自身
一 人 の ケ

ア ワー カー と して働 い て い る 自分 の ケ ア の あ り方 を見 直 す よ い

機 会 とな った。

3 ) 高 橋 恵 子 委 員 ( グル ー プ ホ ー ムせ せ らぎ)

① 「個 別 ケ ア」 って な ん だ ろ う ?

「個 別 ケ ア」と聞 い た と き、正 直 「集 団 ケ ア に対 す る反 語 」「そ

の 人 ら しさ」とい うキ ー ワー ドが 浮 か ん だ ぐ らい で 、「じゃ一 そ

の人 ら しさ って な ん で す か ? 」と言 わ れ た時 、言葉 に詰 ま って し

ま った。

個 別 ケ ア とは よ く聞 くが 、 自分 自身 の な か で 当 た り前 す ぎ て

考 え た こ とが な か った に等 しい。 そ して考 え て み る と、 痴 呆 ケ

ア の 中 に氾 濫 す る新 しい 言 葉 の 多 さ、 ま た、 そ の 一 つ ひ とつ の

言 葉 に対 す る 自分 自身 の認 識 の 薄 さ を痛 感 した。

正 しい 共 通 認 識 が な い ま ま に、 職 員 や 他 の痴 呆 ケ ア に携 わ る

方 々 と語 り合 って い た こ とが怖 くな った。 さ らに痴 呆 ケ ア に と

って人 材 育 成 は要 で あ るが 、 様 々な現 場 で 、 ス タ ッフ に対 して

どの よ う な個 別 ケ アの説 明 が な され て い るの か 、 本 当 に理 解 さ

れ て い るの か 、ヘ ル パ ー 資 格 取 得 直後 の職 員 が 、「個 別 ケ ア を し

な さい」「そ の 人 ら しさが大 切 」な ど と言 わ れ て戸 惑 って い な い

だ ろ うか等 、 疑 間 を感 じる よ う に な った。

初 回 の 研 究 委 員 会 だ け で も個 別 ケ ア につ い て の認 識 の 薄 さ

に気 づ き、 日か ら鱗 の状 態 で あ った が 、 全 国 の痴 呆 介 護 の 現 場
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に対 す る ア ン ケ ー ト調 査 もそ の状 態 を裏 付 け る よ う な デ
ー タが

あ った。 ま た 、 熊 本 県痴 呆 介 護 実 務 者 研 修  専 門 課 程 で も 「個

別 ケ ア って 何 だ ろ う ? 」 とい う テ
ー マ で 、 ブ レイ ン ス トー ミ ン

グ法 を用 い キ ー ワー ドを 出 し合 った の だ が 「自分 た ち が 、い か に

言 葉 の 内 容 を考 え て い な か った か」「簡 単 に言 葉 を使 って い た が 、

ス タ ッフ に伝 え る こ との難 しさ を感 じた 」な どの感 想 が 得 られ

た。そ の 中 で 、「個 別 ケ ア」とい う言 葉 の深 さ と広 さ に改 め て 気

づ か され た。

② 「個 別 ケ ア」 を 明 らか に して い く過 程

本 研 究 委 員 会 の 中 で 「個 別 ケ ア」の概 念 や 実 態 を 明確 にす る

た め に、 ア ン ケ ー ト調 査 や 委 員 会 を重 ね 、 「個 別 ケ ア」に対 す る

キ ー ヮー ドを 「意 思 決 定 」「自己選 択 」に絞 って い く こ とが 出来 た。

痴 呆 の人 は 、 コ ミ ュニ ケ
ー シ ョン障 害 を生 じや す い 。 自分 の 思

い と言 語 に よ る表 現 は、 異 な る こ と もあれ ば 、 言 語 的 表 現 が ま

った くで き な い こ と もあ る。 ケ ア に あ た る スィタ ッ フ の知 識 や 技

能 や 知 ろ う とす る意 識 、 心 の 余 裕 が な い と気 づ き さ え得 られ な

い の で は な い か と考 え た。

ま た 、 「観 察 」「ア セ ス メ ン ト」に関 して も今 ま で の観 察 や ア セ

ス メ ン トが 、間 違 って い な か った か とい う議 論 に な った 。「ヒ ュ

す マ ンセ ンサ ー 」とい う言葉 が あ るが 、F 痴呆 の 人 の
一 瞬 一 瞬 を

大 切 に して 、 五 感 を フル に生 か して情 報 を収 集 し、 直 感 に近 い

瞬 時 の観 察 力 洞 察 力 ( 第六 感 ) を 持 ち、 ケ ア に生 かす 」 とい う

内容 の 言 葉 だ と私 自身 は 、 理 解 して い る。 よ くよ く考 え て み れ

ば 、 私 た ち の観 察 力 ・表 現 力 が 貧 弱 だ った た め に現 状 を変 え る

た め 、 生 まれ た 言 葉 か も しれ な い。 つ ま り、 私 た ち の観 察 は 、
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今 ま で 間 違 って きた の で は な い か と感 じた。

次 に私 た ち は 、 介 護 現 場 に意 識 を は せ な が ら「個 別 ケ

す るひ とつ の ケ ア モ デ ル を導 き 出す こ とが 出来 た。 ( 図

ア」に対

1 )

( 痴呆 の 人 )

表 現 す る 観 察 す る 解 釈 す る

ア セ ス メ

ン トと

計 画

実 施

と

評 価

個 別 ケ ア 実践 の た め の プ ロ セ ス モ デ ル 1

この モ デ ル や 「意 思 決 定 」「自己選 択 」な どの キ ー ワー ドが 「個

別 ケ ア」の具 体 的 な実 践 モ デ ル と ど う当 て は ま る の か 、ひ そ か に

意 識 しな が ら各 地 域 の 実 践 現 場 に 向 か った。 そ の 中 で 非 常 に重

要 な い くつ か の 気 づ き を得 る こ とが 出来 た。

以 下 に 図 1 の ケ ア モ デ ル に沿 って説 明す る。 私 自身 、 介 護 の

中 で ケ ア プ ラ ン と して文 章 化 して い た と こ ろ もあ れ ば 、 習 慣 化

して い る取 り組 み もあ った こ と を気 づ か され た。 これ らを踏 ま

え 、自分 自身 の解 釈 を交 え て述 べ て い くこ とを付 け加 え て お く。

③ 個 男u ケ アの過 程

i ) 利用 者 の表 現 や 思 い に意 識 を寄 せ る ( 知ろ う とす る )

利 用 者 に意 識 を寄 せ る た め に教 育 や ケ ア環 境 の調 整 が 必 要 で

あ る。 但 し、 介 護 職 に な る以 前 の社 会 的 要 因 に よ って は、 指 示

され る こ とな く 自然 に意 識 を寄 せ る こ との 出来 る介 護 者 もあ る。

今 まで生 きて きた社 会 の 中 で 、 高齢 者 に意 識 を寄 せ る学 習 が 出

来 て い る人 た ち で は な い か と思 わ れ る。 ま た、 硬 く介 護 を拒 ん

で い る利 用 者 な ど は 、 表 現 を引 き出す た め の 関 わ り( 技術 ) が必

図 1

-110-



要 とな る。

工) 観察 す る ( 個人 が受 け る)

五 感 を フル に活 用 し、 利 用 者 の ち ょつ と した し ぐさや 発 語 、

発 声 の仕 方 、 そ の と きの状 況 の 中 か ら、 介 護 者
一 人 ひ と りが利

用 者 一 人 ひ と りを対 象 に、 そ の 人 が 、 何 を望 ん で い る の か 感 じ

受 け と る。 言 語 的 表 現 、 非 言 語 的 表 現 、 ま た 、 そ こに潜 む 表 現

で きな い 意 識 に も思 い を はせ な が ら、 あ る
一 定 の ま た は 、 い く

つ か の考 え を導 き 出す 。

i i i ) 分析 、解 釈 、共 通 理 解 を もつ ( 伝え あ い 介 護 の 質 を高 め あ

う)        ‐

介 護 者 の
一 人 ひ と りが 、 利 用 者 に思 い を寄 せ 、 観 察 した 内容

や 導 きだ した 考 え を他 の職 員 に伝 え あ う。 そ の 際 、 う ま くい っ

た ケ ー スや 表 情 が 改 善 した ケ ー ス、 ま た逆 の ケ
ー ス な どの様 々

な情 報 を持 ち 寄 り、よ り効 果 的 で 具 体 的 な ケ ア の あ り方 を示 し、

ケ ア に関 わ る共 通 理 解 を深 め る。利 用 者 の反 応 を確 認 しな が ら、

よ り質 の 高 い 介 護 の あ り方 を探 って い く。

貯) 計画 を立 て る ( 誰が 見 て もわ か る よ う にす る )

出) の過 程 の な か で 、即 、明確 な計 画 立 案 とな る場 合 と利 用 者

の反 応 を確 認 し、 計 画 立 案 とな る場 合 もあ る。 い ず れ も早 期 に

文 章 化 し確 認 した 方 が 、 職 員 の 共 通 理 解 が 深 ま る。

v ) 実施 し、 評 価 す る

導 き 出 した 介 護 計 画 を元 に複 数 の 介 護 職 が 、 実 際 に ケ ア を提

供 す る。 利 用 者 の反 応 や 家 族 の 思 い な ど も考 慮 しな が らよ り具

体 的 で 明確 な 計 画 と質 の 高 い ケ ア を提 供 す る。

個 別 ケ ア は 、 介 護 に携 わ る全 て の職 業 集 団 の個 々の知 識 や 経
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験 、 多 方 向 か らの情 報 を持 ち寄 る こ とで 、 1 対 1 の 介 護 の あ り

方 よ り、 利 用 者 ひ と りを囲 ん で の チ ー ム ケ ア の ほ うが 効 果 を得

られ や す い と考 え る。 以 下 ( 図 2 ) に 調 査 後 に私 自身 が考 え た

理 想 的 な個 別 ケ ア実 践 の た め の プ ロセ ス モ デ ル を示 した。

その人が何を望 でいるのか理解しようという気持ち

図 2  個 別 ケ ア 実 践 の た め の プ ロ セ ス モ デ ル 2

個別ケアを阻害すると考えられる要因

・ケア環境(建物の造り・集団ケア)

・地 域 碕 差 (研修 にグ カHしにくい ・情 報 か少 な
i ハ`

・ケアチーム間の連携のなさ

・個男可クアに対する認識のなさ

・共通理解の方法がない

。知識や技術を学ぶ機会がない
・上 「Jからの 硝 不 の み に頼 るグ /の あり万 有
,十

・理念はあるが意識されていない

。管理者の考え方
・モチベーションの低さ

値別クアを促進すると考えられる要因

・ケア環境 (小グループに対応するセミパブリッ
クゾーンを有した建物の造リ ユニットケア グ
ループホームクア)

・ケアチーム間のチームワーク

・個別ケアに対する認識の高さ

・各個人の観察力 情報量の多さ
・共通理解のための定期的な話し合いの場が
ある
・知識と技術を学ぶ機会が多い

。職員自らが考える教育のあり方

・利用者中心の考え方

最 後 に この 研 究 委 員 会 で語 り合 った 内容 は 、 痴 呆 ケ ア に対 す

る扉 を開 い て い くよ うで 、非 常 に興 味 深 く意 義 深 い もの だ った。

(ケアチーム) (ケアチーム) (ケアチーム)

(言語的)

(非言語的)

意識する

五感を使う

知覚する

伝える

セスメント

情報を収集

ケアの方向性を
示す
共通理解

ケア内容の明確化

共通理解

文章化

再確認
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今 後 様 々な 介 護 現 場 で 、 この よ う な議 論 が 多 くもた れ る こ と を

期 待 す る。

2 . 全体 のまとめ

本 研 究 は 「個 別 ケ ア」 の 内容 を 明 らか にす る こ と を 目的 と し

て調 査 研 究 を実 施 した。 そ の結 果 、 質 問 紙 調 査 よ り、

1 ) 施設 長 等 の 結 果 と現 場 責 任 者 の 結 果 で は 相 違 が 認 め られ た

もの の 、 6 割 か ら 8 割 程 度 の施 設 が 「個 別 ケ ア」 に取 り組 ん

で い る こ とが 明 らか に な った。

2 ) グ ル ー プ ホ ー ム、新 型 特 別 養 護 老 人 ホ
ー ム の 「個 別 ケ ア」 の

実 施 率 が他 の施 設 に比 して 高 か った こ と は、サ
ー ビ ス形 態 に

よ る小 集 団 ケ アが 要 因 と して 関 連 して い る と考 え られ た。

3 ) 他 の施 設 種 別 も 6 割 か ら 8 割 の実 施 率 で あ り、サ
ー ビ ス形 態

の み で は な い 要 因 が 示 唆 され た。

4 ) 「個 別 ケ ア」 の考 え に は、利 用 者 の 人 権 の尊 重 、利 用 者 の ニ

ー ズ ・意 思 の把 握 と 自己決 定 の 尊 重 が含 まれ る こ とが示 され

た。

5 ) 「個 別 ケ ア」実 践 の た め に は、十 分 な量 と質 の 高 い 人 材 の確

保 が 第 1 に 必 要 で あ る こ とが示 され た。建 物 構 造 等 の 必 要 性

は二 義 的 な位 置 で あ った。

つ ぎ に、 訪 問 調 査 よ り、

6 ) 痴呆 性 高 齢 者 の 意 思 決 定 、自己決 定 の尊 重 の考 え方 や 援 助 の

方 法 は、介 護 現 場 で は試 行 錯 誤 の段 階 で あ る こ とが 明 らか に

な った。
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7) 援 助 の た め の ア セ ス メ ン トに 関 して は、痴 呆 性 高 齢 者 の理 解

の た め に各 施 設 で 独 自の工 夫 を し、そ の情 報 を職 員 間 で共 有

す る こ とが重 要 で あ る こ と を認 識 し、取 り組 ん で い る こ とが

明 らか に な った。

施 設 に よ って は、改 修 に よ り建 物 構 造 に ユ ニ ッ トケ ア を取 り

入 れ て 「個 別 ケ ア」 を実 践 して い る と こ ろが あ った。

既 存 の施 設 に お い て も、利 用 者 を小 集 団 の 単 位 に分 け 、サ ー

ビ ス を提 供 す る取 り組 み を して お り、ユ ニ ッ トケ ア と この 小

グ ル ー プ ケ ア の 相 違 を 明 らか に す る こ と が 課 題 と して 示 さ

れ た。

本 研 究 の結 果 か ら、 今 後 の 展 望 と して、

本 研 究 の結 果 か ら得 られ た個 別 ケ ア の概 念 は 「利 用 者 の人 権

を尊 重 す る こ と、 そ して利 用 者 の ニ ー ズ ・意 思 を把 握 と、 利 用

者 の 自己決 定 に基 づ い た サ ー ビ ス を提 供 す る こ と」 で あ る。 し

か し、 介 護 現 場 の 実 践 は試 行 錯 誤 の段 階 で あ り、 そ の た め に必

要 と され る質 の 高 い 人 材 の確 保 もな され て い る とい い が た い こ

とが 明 らか とな った。

これ を踏 ま え 、 痴 呆 性 高 齢 者 の ニ ー ズや 意 思 を把 握 、 本 人 の

自己 決 定 を支 援 す る具 体 的 な評 価 方 法 が提 供 され る こ とが 求 め

られ る。

さ らに、 現 場 職 員 の 人 材 確 保 の 更 な る人 材 確 保 が 求 め られ る。

しか しこの点 は、 施 設 サ ー ビス に適 正 な人 員 配 置 の具 体 的 な数

値 を提 示 す る とい う課 題 が 上 げ られ る。

そ して、 現 在 介 護 現 場 で活 躍 す る介 護 職 の質 を高 め る た め の

8)

9)
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研 修 方 法 の 提 供 が 求 め

べ き も の が 必 要 で あ る

られ る。 特 に、 職 場 に お い て実 践 され る

とい え る。
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